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　雑ぞう司しヶが谷やはＪＲ目め白じろ駅、あるいは池いけ袋ぶくろ駅から歩いて15分ほど。山手線の内側、コンクリートで河岸を固められた神かん田だ川の北辺に広がる高台の、閑かん静せいな住宅地だ。

　このあたりは学習院、お茶の水女子、東京音大などにかこまれた緑多き文教地区で、法ほう明みよう寺、有名な鬼き子し母も神じん堂といった寺社も多い。古くは門前町であり、関東大だい震しん災さい後は住宅地として開発され、空くう襲しゆうをまぬがれた建物をよく残していた。

　弦つる巻まき通りは地区のメインストリートだ。この道が奇き妙みように蛇だ行こうしているのは、もとは川だった名残なごりだ。現在の池袋ホテルメトロポリタン周辺にあった丸池に発し、蛍ほたるが舞まったという旧弦巻川は、暗あん渠きよとなっていた。その流れに沿って歩けば、塗ぬり消されてしまった時間が甦よみがえる。銅板張りの家屋、懐なつかしい看板、文ぶん豪ごうの旧邸てい宅たく、舗ほ装そうされていない路地……下町ではないが山の手ともまたちがった、江え戸ど風情ふぜいと昭和レトロの雰ふん囲い気きを、それぞれ感じさせられるはずだ。

　そんな〝ひと昔〟を想起させられる街並みにひと役買う、都内唯ゆい一いつの路面電車となった都電荒あら川かわ線の駅を降りれば、雑司ヶ谷霊れい園えんがあった。泉いずみ鏡きよう花か、小こ泉いずみ八や雲くもといった明治大正の文豪が眠ねむる墓所の一いち隅ぐうには夏なつ目め漱そう石せきの墓も。ここは彼の晩年に書かれた『こゝろ』の舞ぶ台たいのひとつでもある。




　身を濡ぬれるに任せて。




　漫そぞろに、子ども用の傘かさがゆれて、滴しずくが靴くつに、服にしたたり落ちる。

　彼女は、そこにいた。

　墓前に立つ少女は十とおをひとつふたつすぎたくらい。その姿は霞かすみがかかったようで、卒そ塔と婆ばの林のむこうに、ともすると見失ってしまいそうになる。それは、そぼ降る零れい雨うのためばかりではなかった。冷えきった肌はだは白いというよりも質感がなく。透すき通った大きな瞳ひとみには、垂れこめた鈍にび色いろの風が映っていた。




　少女は色という色に乏とぼしい。




　今年、不帰となったのは彼女の祖母だった。

　四十九日がすぎて納骨が終わったあとも、日々墓参を欠かさぬ小６の娘むすめに、はじめ家族は涙なみだした。おばあちゃん子だった娘の健けな気げさを好意的にとってのことだ。ところが１週間がすぎ、１カ月がすぎても祖母のもとにかよいつづける娘のことが、両親は、だんだん心配になりはじめた。いくら霊園が近所とはいえ、あまりにも熱心すぎはしないか、と。

　──娘は。

　このまま、どこかに行ってしまうのでは……。




　なぜ？

　どうして、そこまでするのか。その両親の問いかけには、少女自身、おそらく答えを持たなかった。言葉にはならなかった。




　あか、だいだい、きいろ、みどり、あお、あい、むらさき




　色は、思い出。

　祖母との係かかわりは、少女の心を編みこんだ織り糸だった。その命が残りわずかとなったとき、いっそう鮮あざやかに綾あやなされた少女の心の紋もん様ようは、死神に縦糸を抜ぬきとられて、たちまち乱雑にほどけた糸くずになりはてた。おばあちゃんがいなければ、かんたんなマフラーも編めはしない。からまった糸玉は、投げやられたままになった。




　少女の色という色は。




　思い出はグチャグチャになった。少女から見える風景は、これまでとは一変した。

　喪そう失しつとは、なくなることではなかった。白紙や無む垢くではなかった。それは、ほどけた糸玉。バラバラになったパズルのピース。

　喪失は極きよく端たんな暗あるいは明となり、すべての色合いを消し去っていった。

　そうして少女は、彩さい度どのない灰色の世界で、いつしか言葉を発する──他者に心をひらくことがなくなった。共働きだった少女の両親は、留守中、娘が祖母とともにすごしてきた美しい時間の重みに、気づくことができなかった。




　少女は、彼女をとりまく、あらゆる景色に拒きよ絶ぜつされて。




　メラニンの欠損によるアルビノの仔こは、景色に溶とけこむことができないがため捕ほ食しよく者に発見されやすく生存は困難だという。群れる動物であれば、厄やつ介かい者として省かれることもある。墓前の少女は──あるいは、それと似ていたのかもしれない。性せい徴ちようを迎むかえた年とし頃ごろの少女に与あたえられたはずの、みずみずしさ、生気、薫かおるほどの可か憐れんさ、快活さ……それら未来へのチカラ、あらゆる可能性カラーを抜きとられてしまっていた。

　形見分けでもらった祖母の懐かい中ちゆう時計を握にぎりしめたまま、少女は、曖あい昧まいに、ゆるやかに世界に消されようとしていた。




　空が割れる。




　天使エンジエルの・梯子ラダー。

　神こう々ごうしく、雲間から降ろされた景ひかりの梯はし子ごは、果たして少女が待ち望んだ、迎えだったのか。

　泛うかびあがる。

　あの、まぶしいばかりの光へ。

　傘をとり落として、少女は手をのべた。

　きっと、このまま……。




　──まゆり！




　そのとき。

　少女を抱だきとめたのは、少年の腕うでだった。




　ふりかえった少女の視界に、見知った幼なじみの少年の姿が映る。

「オカリン……？」

「つれてなんて、いかせない……！」

　拙つたない言葉は響ひびくだろう。

　天使の六枚羽つばさなど、いらない。

　たがいは溶けあっていく。熱を帯びて。拳こぶしほどの少女の心臓は、再び、か細い鼓こ動どうを刻みはじめた。響かせはじめた。




　七彩の光の糸が灰色の少女にのべられたとき、世界は──心と、心は時を紡つむいだ……。




　　　　＊




　とまることなく。

　もどることなく。




　交わることのない流れのなかで、人の想おもいが、時を、超こえた…………。

















────それは７０００万年前から、つづく記き憶おく。

　　　　人の、想いは、




　　　　〈運命石のシユタインズ・扉ゲート〉に至った。
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　ＪＲ秋あき葉は原ばら駅を降りて、中ちゆう央おう通りを北にすすみ、末すえ広ひろ町ちよう駅の交差点を蔵くら前まえ橋ばし通りに左折、つぎの信号の一本手前の路地を入ったところに大おお檜ひ山やまビルはある。４階建ての古い雑居ビルで、１階にある『ブラウン管工こう房ぼう』が目印だ。

　店内には、旧式ブラウン管テレビが壁かべ一面に並べられていた。独身者の定番14型、家庭むけの19～24型、テレビデオや家庭用ゲーム機内蔵の変わり種、アナログハイビジョン対応型、最末期のワイド型。それらの最奥には42型ブラウン管テレビが主ヌシ様となって鎮ちん座ざしていた。重量１００キロ以上。もちろん映る。消費電力も凄すさまじい。そんなものを置けたのは、延べ棒を納めた金庫か、大ピ型ラ淡ル水ク魚ーを飼える大水すい槽そうがあるような豪ごう邸ていだけだったのだろう。滅めつ多たにないレア物だ。

　もっとも家電にアンティーク価値を見いだす人は少なく、『ブラウン管工房』は開店休業中だ。消費者にとって、ここにあるのは家電リサイクル費を支し払はらわなくては処分もできない粗そ大だいゴミ。警官の職務質問がしょっちゅうなのは、不法投とう棄きを怪あやしんでいるからだ。けれどもゴミ呼ばわりはいけない。大檜山ビルのオーナーでもある店主は、軽トラックでブラウン管テレビを回収してきては、毎日いとおしく埃ほこりを払はらって磨みがきをかけていた。職務質問をされるもうひとつの原因は、ミスターブラウンこと天てん王のう寺じ裕ゆう吾ご氏がスキンヘッドのコワモテで、漫まん画がに出てくる戦場帰りの傭よう兵へいみたいな容よう貌ぼうだから。彼は、そこにいるだけで恐こわいのだ。

　そんな『ブラウン管工房』の上、大檜山ビルの２階は格安で賃ちん貸たいされていた。

　階段前にあるポストに表札が出されていた。




　──〝未来ガジェット研究所〟




　部屋は、ざっと15畳じようほどの縦長のワンルームだ。玄げん関かんを入ると居間で、ソファとローテーブル、２ドア冷蔵庫、パソコンデスク、大家にもらったブラウン管テレビが置かれている。左手にキッチン、トイレがあり、浴よく槽そうはないがシャワールームが備えつけだ。部屋はアコーディオンカーテンで仕切れるようになっていて、そのむこうが棚たなや箱でゴチャッとした物置──研究所ラボの開発室になっていた。

　インターホンも鳴らさず、わが家に帰ってきたといった様子で、玄関がひらく。

　やってきたのは、ふんわりした印象の少女。

　淡あわいブルーのミニ丈たけワンピースにデニムのショートパンツ、トレードマークの大きな帽ぼう子しをかぶっている。

「トゥットゥルー……オカエリン」

「まゆ氏、おかえりん」

　パソコンデスクにかじりついていた青年が、ラボに入ってきた女子高生──椎しい名なまゆりにノリよく挨あい拶さつをかえした。

「ダルくん、オカリンは？」

「今日は遅おくれるって。来られないかも……教授に呼びだされて」

　橋はし田だ至いたる──ダルは答えた。

　彼は東京電機大学の１回生だ。キャンパスは神かん田だにあり、ラボから歩いていける距きよ離りだ。

「オカリン、また、なにかやらかしちゃった？」

「いーや。ずっと入院してたから、大学への事情説明とか、休んだ講義のフォローとか、そういうの兼かねたオカリンへの──」

「心のケアみたいな？」

「カウンセリングを受ける自じ称しようマッドサイエンティストですね、わかります」

　まんまるのクマさんみたいなメタボ体型のダルは、さも愉たのしげに、イスに身体からだを預けてギコギコ前後させた。




　──『ふざけるな！　おい、ふざけるな……！』




　憤いきどおりをぶちまける男の声が響いた。

「お、中なか鉢ばちじゃん」

　ダルが視線をテレビにやると、中年の日本人男性が映っていた。

　中鉢博士は主にコメンテーターとしてテレビ出演していた男で、一いつ般ぱんにはトンデモ科学者枠わくの知識人として知られていた。

　その彼が、このところ昼のワイドショーを賑にぎわしたことがあった。

「結局……このおじさん、どうして捕つかまっちゃったんだっけ？」

「まだ逮捕タイーホされてないお。タイムマシン作れますって自分売りこんでロシアに亡命しようとしたけど、拒きよ否ひられたんしょ」

　中鉢の両りよう脇わきを固めているのは外国人で、背景にはキリル文字が見てとれる。

　その映像は、中鉢がロシア亡命を試みた先月のもので、くりかえしワイドショーで使用されていた。しばらく音おと沙さ汰たがなかったのだが、再び話題になりはじめたのは、どうやら強制送そう還かんが近いらしいこと。そして中鉢が、ある傷害事件に関かん与よしている疑いが持たれているとあきらかになったからだ。帰国すれば即そく、逮捕かもしれないということで、報ほう道どう陣じんは手ぐすねをひいて待っているわけだ。

「──着陸事故で、貨物室に預けていたタイムマシン論文が燃えちゃったとか、どんな言い訳だよ。自分の論文なら頭のなかに入ってるだろ常考。テレビのコメントは役作りだと思ってたけど真性だったんだ。＠ちゃんねるじゃ中鉢神扱あつかい。んでも、そろそろ燃料投下してくれないとスレのびないけどねー……ってところで、新展開ｋｔｋｒキタコレ」

　ダルはネットにおける『中鉢亡命事件』の反応を要約した。

「ダルくん、これ見てる？」

「いーや」

　まゆりはチャンネルを変えて中鉢の顔を消すと、ソファに腰こしを落として帽子を脱ぬいだ。

　帽子には、真新しいピンバッジがついている。

　この未来ガジェット研究所の創始者であるオカリンこと、岡おか部べ倫りん太た郎ろうがくれたものだ。

　まゆりのバッジには００２と。ダルのキャップについている、おなじデザインのバッジには００３と刻印されていた。

　未来ガジェット研究所に所属するラボラトリーラボ・メンバーメンの通しナンバーだ。

「オカリン、退院できてよかったねぇ」

　まゆりは幼なじみの、ふたつ年上の青年を想った。




　岡部倫太郎は２カ月前──２０１０年７月28日に、刺さされた。




　秋葉原駅前のラジ館で、暴漢にナイフで腹を刺されたのだ。

　傷は深く、大量出血のため、あと数十分でも救急搬はん送そうが遅れたら命があぶなかったという。退院したのは、つい一昨日おとといだ。

　夏休み中はもちろん、学校がはじまった９月になっても、まゆりは献けん身しん的に岡部の介かい護ごをしてきた。下しもの世話まで。「おまえは嫁よめか」と友人にからかわれたほどだ。だから岡部が元気になって喜びもひとしおだ。

「ま、刺されたのが夏休みだったのが不幸中の幸い……事情が事情だし。いまならギリギリ単位落とさずにすむかもねん」

　と、玄関の呼び鈴りんが鳴った。

　律りち儀ぎにベルを鳴らすのは、宅配便とピザ屋のほかには、家賃を催さい促そくする大家くらいだったが。

　玄関に歩くと、まゆりはドアスコープを覗のぞいた。

「！　紅く莉り栖すちゃんだ……トゥットゥルー」

「ハロー」

　ラボの玄関前に立っていたのは、牧まき瀬せ紅莉栖だった。

　洗練された印象の女性だ。両親ともに日本人だが、長くアメリカ暮らしで、むこうの大学にかよっている。

　いいや、まゆりはまだよくわかっていないのだが。牧瀬紅莉栖はヴィクトル・コンドリア大学大学院に所属する歴れつきとした研究員だった。飛び級で大学を卒業し、若じやつ干かん18歳にして『サイエンス』誌に論文が掲けい載さいされた、学会では有名な天才少女だ。専門は脳科学。講演活動のために──もちろん講師として、夏のあいだ日本に滞たい在ざいしていた。

　その学界のホープの襟えりには、ラボメンナンバー００４のバッジがつけられていた。

　まゆりと紅莉栖の出会いは、つい一昨日のこと。

　退院した岡部倫太郎がラボに帰き還かんしたとき、紅莉栖を同どう伴はんしていたのだ。思いがけない天才少女の登場に、『サイエンス』を購こう読どくしていたダルなどは、たいそう驚おどろいた。

　話を聞けば──

　去る７月28日。牧瀬紅莉栖は、暴漢に襲おそわれたところを、とある青年に助けられたのだという。

　青年はナイフで刺され、暴漢は逃とう走そう。紅莉栖は携けい帯たいで救急119を要よう請せいした。その直後、紅莉栖はどうしたわけか気を失ってしまい、気がついたときには彼女自身が救急車に乗せられていた。血だまりに倒たおれていたので、彼女が救急患かん者じやだとかんちがいされたのだ。

　暴漢から紅莉栖を庇かばった命の恩人は、行方ゆくえ知れずになった。

　その日、秋葉原で殺人事件は起きていないと調べて胸を撫なでおろしたものの、警察はプライバシーの問題なのか、それとも本当にわからないのか、青年の行方を教えてくれない。

　紅莉栖は、あてもなく秋葉原を、さまよい歩くようになった。

　アメリカに帰国予定だった８月がすぎても、ぼんやりした記き憶おくをたよりに恩人を捜さがしつづけたのだ。日本人にしては高く、ひょろっとした背格好。無ぶ精しようヒゲ。くたびれた白衣姿……。

　９月26日。

　駅前のラジ館近くの路上で。偶ぐう然ぜん、逢あうべくして、ふたりは再会する。




　　　　＊




　──あなたを捜していたんです。助けてくれたお礼を言いたくて。




　尋たずね人とすれちがった紅莉栖は、ふりかえった。

　相手の青年も、あきらかに、あのとき暴漢に襲われた少女だと気づいたふうだった。




　──俺だ……なぜ、彼女がここにいる。




　クリムゾンレッドのストレート型携帯を手にすると、青年は電話に話しはじめた。




　──なに？　俺が守れだと？　やれやれ、勝手なことを言ってくれる。まぁいい……それが選せん択たくだというのなら。エル・プサイ・コングルゥ。

　──エル・プサイ……？

　──また会えたな、クリスティーナ。

　──いや、だから！　私はクリスティーナでも助手でもないと！　……え？　あれ？




　強きよう烈れつな既視感デジヤヴ。




　雑ざつ踏とうのなかで。

　たがいの名も知らぬはずのふたりは、まるで気心の知れた同士のような、やりとりを交かわしていた。




　──ようこそ、わが助手・牧瀬紅莉栖。いや、クリスティーナ。




　岡部倫太郎は、あらためて呼び、名乗った。

　自称、狂きよう気きのマッドサイエンティスト・鳳ほう凰おう院いん凶きよう真まは──




　　　　＊




　未来のことは誰だれにもわからない。

　だからこそ、この再会が意味するように無限の可能性があった。




　そのとき紅莉栖は。




　とめどなく湧わきあがる既視感──デジャヴによって、再会がもたらした「初対面の懐なつかしさ」という記憶のギャップにひどく混乱しながらも、彼──岡部倫太郎への親近感のみが強くまさり、印象づけられて、記憶の前後関係つじつまには目を瞑つぶって、心地ここちよい感情に、されるがままに身を委ゆだねた。

　ごくあたりまえに、さしだされたラボメンバッジを受けとったのだ。

　岡部は言った。




　──これが〈運命石のシユタインズ・扉ゲート〉の選択だよ。




　魔ま眼がんとも称しようした能力〈リーディングシュタイナー〉に翻ほん弄ろうされた、岡部倫太郎の魂たましいがたどりついた、遍あまねく時と空間、宇宙にあるひとつの可能性。しかし、たったひとつしか選べなかった理想の時系列。

　その言葉の意味を、牧瀬紅莉栖が思い知るのは、ずっと、ずっと……先のことになる。

　それは、長い──

　これは、長い輪廻りんねの物語になるから。




　　　　２




　ラボに寄ると、まゆりは、たいていバナナか冷れい凍とう食しよく品ひんのからあげをチンして口にしたあと、ソファに腰こし掛かけて針と糸を手にする。

「椎名さん……繕つくろいもの？」

　奥の開発室で、ダルとガチャガチャやっていた紅莉栖が声をかけた。お裁さい縫ほうをする女子高生なんて、いまどき、めずらしいと思ったから。

「うん。衣装だよ」

「『雷らいネット翔しよう』のキラリちゃんコスだお」

　配線をいじっていたダルが、まゆりが手にしているヒラヒラした布が、なんであるかを説明する。それが小学生女児のキャラクターであること。属性分ぶん析せきと萌もえのポイントを、頼たのんでもいないのに解説しはじめたダルの口を、紅莉栖が封ふう殺さつする。

「黙だまれＨＥＮＴＡＩ」

「ぐっ」

　それから紅莉栖は、まゆりにむきなおった。

「コスプレ、好きなんだ」

「わぁ。紅莉栖ちゃん、知ってるんだ」

　まゆりは素す直なおに喜んだ。

　紅莉栖はアメリカ生活が長く、そのクールな容姿も相まって、アキバに代表されるジャパニーズ・サブカルチャー──ゲーム、アニメ、漫まん画がといったオタク趣しゆ味みのことなど歯し牙がにもかけそうにない雰ふん囲い気きがあった。

「え……あ、まぁ、知識だけは」

「こないだ、お友達が着たやつなんだぁ。お直ししているのです」

「……漆うるし原ばらさん、だったかしら？　神社の」

　紅莉栖は先日、紹しよう介かいされた漆原るかを思いだした。

　まゆりの同級生で、黒くろ髪かみの楚そ々そとした大和やまと撫なでし子こといった印象の子だった。実家は秋葉原にある神社で、宮ぐう司じを代々務めている。

「そうそう。るか氏は、こないだのイベントでコスプレデビューしたばかりなんだお」

　ダルが注ちゆう釈しやくをつけた。

「とっても評判よかったんだぁ。まゆしぃは、自分が作ったコスを着てもらって、見た人に喜んでもらえるのが、とってもうれしいのです」

　まゆしぃ、というのが、まゆりの一いち人にん称しようだ。

「そんなヒラヒラした短いやつ着て、人前に出るの？　写真とか撮とられて？」

　紅莉栖は、ちょっと信じられない。

　アニメキャラが着ているだけあって、ありえない配色だが、生き地じはいいものをつかっている。縫ほう製せいはていねいで、まゆりがコス作りに真しん剣けんにとり組んでいることがわかった。

　でも、それは肩かたがストラップになった超ちようミニのワンピースで──さっきダルが言いかけた説明によればフェティッシュな子ども服だ。

「できたお」

　ダルが、組み立てていたブツを、開発室のテーブルに置いた。

　基き盤ばん、ＰＩＣコントローラー、トランジスタなどの電子部品とマトリックスＬＥＤをつなげて組んだ、煙草たばこの箱ふたつぶんほどの装置だ。

「早いわね」

「ぱんぱかぱーん！　未来ガジェット９号機、完成だねぇ！」

　まゆりがやってきて、居間に置かれたホワイトボードを見た。

　ボードには、ダルが出力プリントした回路図とともに、紅莉栖の字で装置の概がい略りやくが記されていた。




　──（仮か称しよう）未来ガジェット９号機




「これって、なんの機械なのかな？」

　まゆりがたずねた。

「時計だお。牧瀬氏のアイデアをもとに、僕が回路図ひいてパーツ屋まわって」

　予算５０００円。紅莉栖のポケットマネーだ。学生の５０００円と社会人のそれとでは、価値がちがうだろうが。

「ダルくん、時計、作れるんだぁ」

　まゆりは感心した。

「中学生の僕でも作れたお。電子工作の基本だしー」

　ダルは、さすがは電機大学の学生というところを見せた。彼はハッキングから魔改造、エロゲ攻こう略りやくまで、ソフトにもハードにもまんべんなく強いエンジニアで、修理や工作は得意分野だ。

　ちなみに開発室にあるダルのメインマシンは、マイコン世代には懐かしい往年の名機・Ｘ[image: ]ｋペケロツパ。中身は現行のハイエンド機にも見み劣おとりしない別物に換かん装そうされている。

　紅莉栖は（仮称）９号機を手にした。

　ダルがＡＣアダプターをつなげた電源タップの、手元スイッチをＯＮにしようとしたとき、玄げん関かんのドアがひらいた。

　入ってきたのは、白衣の青年。

「なんだ、来ていたのか」

　ラボメンナンバー００１──岡部倫太郎だ。

「オカエリン！　教授さんは、なんて言ってたのかな？」

　まゆりがラボの主人を出で迎むかえた。

「ミッションは恙つつが無なく終しゆう了りよう。この狂きよう気きのマッドサイエンティスト・鳳凰院凶真の手にかかれば〝機関〟を欺あざむくことなど息をするより容易たやすい……フゥーハハハ！」

「またはじまった……この厨ちゆう二に病びよう」

「牧瀬氏、３日目なら学習しる」

　ダルが釘くぎをさした。

　岡部倫太郎の発言のうち、鳳凰院凶真だの〝機関〟といった用語は専用ブセンラウザブラで排除あぼーんしてスルー推すい奨しよう。レスしたあなたも荒あらしです。この発言もナー、と。

　指し摘てきされて、紅莉栖は自じ称しようマッドサイエンティストと目をあわせないようにした。

　劇的な出会い──その２カ月後、運命の恋こい人びとのように再会したふたりだったが、たった３日のあいだに、紅莉栖の岡部に対する支持率は急降下して、うっかりすると地面に突つき刺ささりそうになっていた。

　開発室にやってきた岡部は、ホワイトボードを一いち瞥べつしたあと、紅莉栖が手にした装置をさも興味深そうに見つめた。

「ふむ……これが、おまえが設計した未来ガジェット９号機か？　助手よ」

「だから助手じゃないと言っとろうが……！　岡部あんたが、これは正式なラボメンとして認めるための試験だって言うから」

　こんな機械工作をはじめたのは、岡部に課題を出されたからだ。

「紅莉栖ちゃんだけ試験があるの？」

「？　みんなだって合格してラボメンになったんでしょう？」

　この紅莉栖の言葉に、まゆりとダルは顔を見あわせたあと、首をふった。

「なに……噓うそだったの！」これには紅莉栖も、顔を紅潮させて岡部を睨にらみかえした。「信じられない！　バカなの？　死ぬの？」

「おおっ？　ルイスちゃんの名台詞ぜりふｋｔｋｒキタコレ」

　思いがけず飛びだしたネットの定型句に、ダルが強く反応する。

　紅莉栖は、ハッとわれにかえって口をふさいだ。

「噓ではない。そもそも……！　わがラボメンたちはレベルが高いのだ。そこなダルは、わが右みぎ腕うで、〈マイ・フェイバリット・ライトアーム〉のスーパーハカーで……」

「スーパーハッカーだろ常考」

　ダルは抑よく揚ようのない声でつぶやいた。

「００５こと桐生きりゆう萌もえ郁かの能力は〈閃光のシヤイニング指圧師・フインガー〉！　００６こと漆原るかは妖よう刀とう〈五月雨さみだれ〉の使い手。そして００７ことフェイリス・ニャンニャンには、トランシルバニアの真祖から受け継つぎし奥義〈死デスの・ア魅トラ惑クト〉が……！」

〈閃光の指圧師〉は重度の携けい帯たい中毒によるテンキーでの高速日本語入力。妖刀〈五月雨〉は秋葉原の武器屋で９８０円で買った模造刀。フェイリス云うん々ぬんに至っては厨二病の岡部との妄もう想そう合作だったが、スルーしなくてはならない。

「じゃあ、椎名さんは？」

「まゆりは、わが人ひと質じちだ。この鳳凰院凶真のな……フゥーハハハ！」

　岡部は、いちだんと鼻につく笑い声をあげた。

「…………？」

　人質──どういう設定だ。

　まゆりは人質呼ばわりを嫌いやがる様子もなくニコニコしている。紅莉栖は、気になったがスルーしなくてはならない。

「そして、この鳳凰院凶真の左腕には封ふう印いんされし──」

「昨日は右腕って言ってなかったっけ」

「…………！　この瞳ひとみに魔眼〈リーディングシュタイナー〉を宿せし男なのだ！　フゥーハハハ！」

「こいつ、さらっと言いなおしやがった」

　紅莉栖はあきらめて、さっさと試験とやらの審しん査さを求めた。

　岡部はホワイトボードをあらためて見た。

「ふむ……この回路図によれば時計の一種のようだが。しかし時刻を知りたければ、ラボの時計や携帯電話で間にあっているが」

「もちろん、ただの時計じゃない」

　天才少女の紅莉栖が、夏休みの工作レベルのものを作るわけはない。

「よほどの発明品でなければ、未来ガジェットのナンバリングにくわえるわけにはいかんぞ」

「…………」

　歴代の未来ガジェットは、おもちゃの光線銃じゆうにテレビのリモコンをつけたり、掃そう除じ機きの排はい気きを利用したドライヤーとか、サイリウムライトに血ち糊のりをしこんだ剣けんとか、徹てつ底ていして実用性を無視した発明品キワモノばかりだった。

「では発表してもらおうか、（仮称）９号機の機能を……ダルよ！」

「ポチっとな」

　電源タップをＯＮにして通電すると、３個並べたマトリックスＬＥＤそれぞれに２桁けた、合計６桁の電光表示がされた。




　──FF FF FF




　マトリックスＬＥＤに表示されたのは、６つのＦだった。

「ねぇ、紅莉栖ちゃん。この時計、壊こわれてるよ？」

　まゆりが指摘する。

「ううん、これでいいの。仕様通りね」

「そりゃあ、この僕がパーツを見つくろって組んだんですから」

　ダルはふんぞりかえった。

「オカリン、わかる？」

「ぬっ……」

　岡部は様子をうかがっている。

「この未来ガジェット９号機は、時刻は表示しない」

「それでは、時計ではないではないか」

　岡部がうなった。

　紅莉栖は居間に歩くと、パソコンデスク脇わきに置かれていたそれを手にとった。

　開発室にもどって、それをテーブルに置いて、ひっくりかえす。

　括くびれたガラス管のなかを、色のついた砂が、さらさらと落ちはじめた。

「椎名さん……これは、なにかしら？」

「砂時計！」

　まゆりは答えた。

「そう、これも時計よ……時刻はわからないけど、この砂が落ちるまでの時間を計ることはできる」

　それから紅莉栖は、あらためて９号機をを示した。

「──見て。この装置の表示は６桁。では６桁で表示できる最大数は？」

「いち、じゅう、ひゃく、せん、まん、じゅうまん……99万９９９９！」

　指折り数えて、まゆりが答えた。

「正解……けど不正解」

「ええー？」

「ううん、ごめんなさい。質問が不ふ充じゆう分ぶんだったわね。この９号機で表示できる最大数は、いくつか？　答えはもう、ここに表示されているわ」

「でも紅莉栖ちゃん、これは数字じゃないよ？　文字だよ？」

　９号機に表示されていたのは６つの『Ｆ』だ。

「ううん、これも数字なの。FFFFFF……10進数だと16777215」

　言っているそばで、マトリックスＬＥＤの表示が変化した。




　──FF FF FE




「右みぎ端はしのＦが……Ｅになったよ？」

「16進数か……！」

　岡部が小さくうなった。

　肯うなずくと、紅莉栖は説明をつづけた。

「説明するまでもないでしょうけど。16進数では０、１、２、３、４、５、６、７、８、９、Ａ（10）、Ｂ（11）、Ｃ（12）、Ｄ（13）、Ｅ（14）、Ｆ（15）、ここまでが１の位。従って16進数の『Ｆ』は10進数の『15』。桁があがって16進数の『10』は10進数の『16』に相当する」

　16進数のFFFFFFは、10進数の16777215。

　16進数６桁では、000000の状態をふくめて１６７７万７２１６通りの状態を表せる。ちなみに２進数では111111111111111111111111、24桁で、いわゆる24ｂｉｔだ。

「いまFFFFFFがFFFFFEに、10進数でいうと16777215が16777214になった。カウントダウン……この装置は一種のタイマーなのよ」

　ホワイトボードに貼はられた回路図によれば、（仮か称しよう）９号機の機能は、実に、これだけだった。

「いったい何秒、何分に１回カウントダウンされるのだ？　000ゼ000ロになるまでの所要時間は？　どれほど高性能な振しん動どう子しをつかっても、時計は、かならず誤差を生じるぞ」

　岡部は鳳凰院凶真を演じながら、鋭するどく指摘した。

「ゼロになるまでにかかる時間は、プログラムした僕にも、だれにもわからないお」

　ダルは、そうなるように設計したのだという。

「だから」紅莉栖はアメリカ人っぽく肩かたをすくめた。「この９号機は、いま、この場の時刻を計るための装置ではないのよ。閏うるう年どしや閏秒のことも考こう慮りよしていない。これは気まぐれにすすむだけの……」

　紅莉栖は９号機と砂時計を、左右それぞれの手に載のせた。

「──つまり、この９号機は１６７７万７２１５粒つぶの砂が入っている砂時計ね。いま１粒だけ砂が落ちた」

「せんろっぴゃくななじゅうななまん……落ちきるのに、とっても時間がかかる砂時計なんだねぇ」

「そうね、椎名さん。そして『絶対に狂くるわない時計』でもある」

　紅莉栖は微笑ほほえんだ。

「時刻がわからないのに狂わないの？　まゆしぃには、よくわからないのです」

　まゆりが降参のポーズをした。

「落ちた砂粒が、もとにはもどらないように。この16進数の砂は一方向に流れつづける。まさに時間のように……」

　１６７７万７２１５粒の砂時計。

　紅莉栖は、岡部を見つめた。

　時間は不可逆。

　量子レベルのことや机き上じようの計算はさておき、それが科学者である牧瀬紅莉栖──現代科学の主流たる考えだ。

「役立たずの読めない時計か。まわりくどいのが天才少女らしい」

　岡部はフンと鼻を鳴らした。

「誰だれかさんの言いまわしを借りれば、これは暦こよみや時計──60秒で１分、60分で長針が１周し、12時間で短針が１周し、24時間で１日という、まさに地球の運行にかかわる絶対的な世界の支配構造から逸いつ脱だつしたタイマーなの」

　支配ヒエラ構造ルキー。

　その響ひびきに、岡部は──鳳凰院凶真は、あきらかに興味をひかれた。

「まさか、その（仮称）９号機があらわす数字こそ、神の……『宇宙標準時』だと……！」

「それでもいいわよ、別に」

　紅莉栖はネーミングにはこだわらなかった。




　──気心の知れた仲間みたいに。




　牧瀬紅莉栖が、未来ガジェット研究所のラボを訪おとずれたのは、ほんの２日前のことではなかったか。

　秋葉原で再会した岡部に、まゆりとダルを紹しよう介かいされた。

『ブラウン管工こう房ぼう』でバイトしている、桐生萌郁を。

　柳やな林ばやし神社では、漆原るかを。

　メイド喫きつ茶さ『メイクイーン×ニャン２』では「おかえりニャさいませ、お嬢じよう様さま」をかましてくれたフェイリス・ニャンニャンこと秋あき葉は留る未み穂ほを。

　彼らラボメンたちを。

　岡部倫太郎を……。




　紅莉栖は、初対面とは感じなかった。

　思えなかった。思いもよらないことだ。自分は前にも、このラボを訪れていたのではないか。未来ガジェット研究所のメンバーとして、ともに時間をすごしていたのではないか。




　既き視し感かん。

　デジャヴ──記き憶おくのギャップ。




　そんなことは、ありえない。

　ただ正体のわからぬ懐なつかしさだけが、ひとしお、まさったのだ。

　紅莉栖は、だから、どんなに生理的にイラつかされる態度をとられても、どうしても白衣の青年を見つめてしまう。

　この胸の痛みの、答えを、知っているかもしれない男を。

「…………ぬ！」おもむろに冷蔵庫を開けた岡部が、演技がかって叫さけんだ。「なんということだ！　きれているではないか！」

「え？　なにが……」

　話の流れをぶったぎる岡部の言動に、一同は困こん惑わくした。

「選ばれし者の知的飲料・ドクトルペッパーが、ない！　ないぞ！　ダル──」

「ドクペ好きこのんで飲むのはオカリンだけだお」

　ドクトルペッパーはアメリカ発はつ祥しようの炭酸飲料だ。かなり甘く、チェリー風味の香こう料りようにくわえて独特の薬品臭くささがあり、賛否が分かれる飲み物だ。

「ちぃ……補給が滞とどこおるとは。助手よ！　いまより任務を課す。重要物資の確保のため同行せよ」

「はぁ？　なんで私が……それより試験はどうなったのよ」

「いいから来い」

　腕うでをつかむと、岡部は強ごう引いんに、紅莉栖をつれて外に出ていってしまった。

　ダルが、ぽかんとした顔で見送る。

「オカリン……ボディタッチ多くね？」

　ダルは女性経験が少ない。

　厳密には、ない。彼女いない歴イコール年ねん齢れいの、どこにでもいる青年だ。それは岡部もおなじはずで、幼なじみのまゆりは例外としても、おつきあいをした彼女がいたという話は聞かない。

「オカリンと紅莉栖ちゃんは、なかよしさんだねぇ」

「……は！　まさかオカリン、童どう貞ていの衣ころもを脱ぬぎ捨てたん？　そうなん？」

　寂さみしげな悲鳴をあげたダルをよそに、まゆりは、ふたりを微笑ましく見守るのだった。




　　　　３




　東京の９月は厳しい残暑だ。それでも夜になれば、植えこみの下に潜ひそんでいる虫のかすかな声とともに、涼すずしい風が秋を感じさせるようになる。

　紅莉栖の服装は、学校の制服をアレンジしたものだ。

　夏休み前、紅莉栖は、とある事情で短期間、お嬢じよう様さま高校として知られる菖蒲あやめ院いん女子学園に逆留学していた。飛び級によってハイスクールをひと跨またぎにした彼女にとって、母国での高校生活は、それなりに印象深い体験ではあった。

　なかでも気にいったのが制服。

　所属する大学の脳科学研究所では、白衣を着ているので服装には無む頓とん着ちやくになりがちだった。もともと服は日本でそろえるつもりだったのが、結局、菖蒲院の制服を何着か買ってしまった。街をぶらつくにせよ講演で演えん壇だんに立つにせよ、日本では、18歳の自分がフォーマルにもカジュアルにも着こなせるのは制服だと気づいたから。もっとも１着は、例の７月28日の事件のとき、血まみれになってダメにしてしまったのだが。

　あれは岡部倫太郎の血だった。

「どこへ行くの？」

「…………」

　岡部はラボの近所にある公園の、ベンチに身体からだを預けた。

　坐すわれ、ということらしい。紅莉栖はひとりぶんの距きよ離りを置いて、おなじベンチに腰こし掛かけた。

「やはり、この世界線でも＠ちゃんねるに夢中ドツプリなのだな」

　岡部は、いきなり爆ばく弾だん発言をかました。

「な……！　なにを言いだすのよ藪やぶから棒に！　なんで私が……」

「じきにダルも気づくぞ、『栗悟飯とカメハメ波』よ」

「な、な……！」紅莉栖は表情をひきつらせた。「なんで、なんで、そのハンなドルまネームえを……！　あんたがスーパーハカーなわけ!?　はっ……！」

　紅莉栖は口をふさいだが、遅おそい。

「知っている。……というか覚えているわけだが」

　岡部はつぶやいた。

　牧瀬紅莉栖という才さい媛えんは、ヴィクトル・コンドリア大学の研究員という上っ面つらのプロフィールを剝はぎとれば、重度の「ねらー」──いささか偏かたよったネチズンだった。日本最大級の匿とく名めい掲けい示じ板ばん『＠ちゃんねる』に入り浸びたっては、『栗悟飯とカメハメ波』という仮名かめいを用いて、科学板などで挑ちよう発はつ的なカキコミをくりかえしていた。いわゆる固定ハコテンドルハン。会話の端はし々ばしに、ついネットスラングが飛びだすのが＠ちゃんねる中毒の特とく徴ちようだ。

「……それも別の世界線の記憶ってやつなわけね」

　頭のなかを覗のぞかれた気分、と言って紅莉栖は眉まゆを寄せた。

〝別の〟〝世界線〟。

「ああ」

「岡部……私は、あんたについて聞かせてもらった。あんたが生きてきた時間軸じくのこと。あんたがたどってきたループとエスケープのこと。アトラクタフィールドαアルフア、βベータ……世界線のことを──」




　　　　＊




　果たして。

　このことを詳つまびらかに語るためには、天地創造の叙じよ事じ詩しを綴つづるほどの頁ページ数が要いる。すべてを回想できるのは〈リーディングシュタイナー〉を発現する者だけだ。故ゆえに、ここではあらましを摘てき要ようするにとどめるものだ。即すなわち、




　未来ガジェット８号機『電話レンジ（仮）かつこかり』。




　それが、すべての発ほつ端たんだった。

　未来ガジェット研究所が開発した『電話レンジ（仮）』は、過去にメールを送ることができる機能を有した、一種のタイムマシンだった。

　そもそも『電話レンジ（仮）』とは。

　ラボの備品だった電子レンジと携けい帯たい電話を接続し、電話回線上でのコントロールを可能にしたものだ。使用方法は、まずレンジと接続した携帯に電話をかけ、音声ガイダンスに従ってチンする時間（秒）を、たとえば２分なら『＃１２０』と数字を入力することで、レンジを遠えん隔かく操作できる。あらかじめレンジにかけるものをターンテーブルに載のせておいて、帰宅する前に電話をすれば、解かい凍とうや温あたためが終わっているという仕組みだ。なお、それが便利なのかとか、めんどうだとか考えてはいけない。

　ところが、この発明品がイレギュラーを起こした。

　常温だったはずの『ジューシーからあげナンバーワン！』が、『電話レンジ（仮）』にかけたら冷れい凍とう状態にもどってしまったり、かと思えばバナナが緑色のゲル状態になったり。

　決定的な事件は、まさに２０１０年７月28日に起きた。

　ダルが自分の携帯を『電話レンジ（仮）』に接続してターミナルモードで調整中、予期せぬ放電現象が起きた。そのとき偶ぐう然ぜん、岡部がダルの携帯にメールをした。すると──岡部が送信したメールは、ダルの携帯に残された記録によれば５日前に届いたことになっていたのだ。

　メールは過去に送られた。

　たったの36バイト。メールの文字数にすると全角６文字×３という、わずかな情報量だったが、メールは過去に届いていた。

　だが、このとき厄やつ介かいな問題が生じる。そのメールが７月28日から５日前に遡そ行こうして送られたメールだと認にん識しきしているのは岡部だけで、ダルは、そのメールは７月23日に届き、当然、23日に岡部が送ったものだと記憶していた。また、ダルの携帯に着信履り歴れきはあったが、岡部の携帯からは送信履歴が消えていたのだ。

　このことについて岡部は、紅莉栖に説明した。「過去にメールが送られた結果、世界線が変動した」のだと。そして「変動した世界線に沿って前後関係つじつまが再構成された」「すべての人間の記憶が改変された」とも言った。

　記憶が……！

　岡部が『電話レンジ（仮）』によって過去にメールを送った結果、生じた影えい響きようをすべて反映して、全人類の記憶が書き換かえられたというのだ。自動的オートマチツクに。

「でも岡部……あんただけは覚えている」

　紅莉栖は、相手の話を理解しようとする。

「世界線を超こえた記き憶おく……それを継けい続ぞくする能力こそ〈リーディングシュタイナー〉だ」

「そして橋田さんや椎名さん、あんた以外の全員は忘れているだけだ、と。あんたは、そう言いたいのよね」

　紅莉栖は、昨日された説明を思いかえした。




　そも世界線とは──量子論におけるコペンハーゲン解かい釈しやく、エヴァレット解釈に代わるもので、２０３６年の時点では定説とされる理論だという。

　真しん偽ぎはさておき。

　世界線とは、因果と論理によって前後関係つじつまが構成された一本の矛む盾じゆんのない時間軸だ。

　世界は、この世界線の無数の集まりだという。

　世界線が束になったものを世界アトラ線収クタフ束範囲イールドと呼ぶ。アトラクタフィールドは、しばしば縒より糸に喩たとえられた。色のちがう一本一本の細糸（世界線）が、からまって一本の太糸（アトラクタフィールド）になっているのだ。

　このように世界線は、可能性としては無数に、重ねあわせの状態で存在する。

　細糸から細糸には移動可能であり、仮にタイムマシンに類るいするものがあれば、無数にある世界線から選んで、過去を改変、やりなおすことが可能になるだろう。

　ＳＦで散見される多世界解釈、平パラ行レル世ワー界ルドを連想させるが、アトラクタフィールド理論によれば、同時に存在する世界線はつねにひとつしかない。なんらかのきっかけ──まさに過去に送られたメールなどによって、細糸Ａから細糸A'に世界が遷せん移いしたとき、それまでの細糸Ａでの出来事は「なかったこと」になり、過去改変の程度によって、細糸A'の時間軸における前後関係つじつまが自動的に再構成されるのだ。

　こうして人々の記憶ごと、歴史は上書きされてきた。上書きされたことすら誰だれにも気づかれないまま。

　さらに、それぞれの細糸における出来事は、ミクロレベルでは多かれ少なかれ異なるが、より巨きよ視し的てきには、太糸（アトラクタフィールド）は、ある時点において内包する細糸（世界線）すべてをマクロレベルで束ねることがある。これら不ふ可か避ひといってよい重要な節目を〝収束〟という。たとえば特定の人物の死などだ。

　収束を回かい避ひしようとしても、世アトラクタ界フイールドが、それを阻はばむ。

　弓を弾はじけば、弦げんはふるえるが固定された両りよう端たんは動かないように。収束は、過去に送ったメールでの警告などによっても容易に回避できないもの。いわゆる運命だ。命にかかわる収束を迎むかえた人間を待つのは──無限にある細糸A'それぞれにおける課程は異なれど、確実な死だった。

　また社会全体に目をむければ、たとえばアトラクタフィールドαにおいては、３００人委員会が全人類を支配する『ディストピア』なる社会が成立し、アトラクタフィールドβにおいては第３次世界大戦で数十億人が死亡することになる。これも収束だ。

　いわばアトラクタフィールド理論は、平行世界と決定論の、いいとこどりだ。

　ところで──ここで聡そう明めいな聞き手であれば、ひっかかることがあるはずだ。

　αとかβというのは？

　世界線の縒り糸であるアトラクタフィールド自体もまた、無数に存在するのだ。

　太糸から別の太糸へ──アトラクタフィールド間の遷移は、アトラクタフィールド内の遷移よりも、はるかに希まれなことだ。おおざっぱには、過去にメールを送れば大なり小なりアトラクタフィールド内の世界線遷移は発生する。一方、αからβへといったアトラクタフィールド間の移動には、ものの喩えとして「宇宙に存在する原子の数すらも超こえた」演算をおこなわなくてはならないという。

　それほどのエネルギーを費ついやさなくては、たとえタイムマシンがあっても収束を回避することはできないのだ。




　この岡部の話について紅莉栖がイメージすべきは、曼まん荼だ羅らのごとき神マクロスケールのことではなく、同時に存在する世界線はこのひとつだけ、という、たった一本の道しか覚えていない卑小ミクロな人間自身のことだろう。

　いわば牧瀬紅莉栖という視点、観測者のことだ。

「──私に起きた最近の出来事は、劇ドラマ的チツクだけど、至ってシンプルよ」

　去る７月28日。牧瀬紅莉栖は、ラジ館で暴漢に襲おそわれたところを、青年に助けられた。青年は暴漢にナイフで刺さされて、紅莉栖は救急車を呼んだが、その後、気を失ってしまう。それから２カ月間、行方ゆくえ知れずになった命の恩人を捜さがした。そして９月26日──おととい、ふたりはラジ館近くで再会した。青年の名前は岡部倫太郎。彼の誘さそいで、紅莉栖は秋葉原にある未来ガジェット研究所のラボメン、ナンバー００４になった。

　疑いようのない牧瀬紅莉栖の記憶であり、因果関係に則のつとった事実であり、確定した時系列だ。

「ああ。それは事実だ」

　岡部は、他者の記憶が、世界によって自動上書きされた、いわば噓うそっぱちだと否定しているわけではなかった。ただ、それは一部でしかないのだと主張している。

『電話レンジ（仮）』と過去に送られたメール──Ｄメールのこと。

　Ｄメールによって過去が改変され、世界線が遷移すること。

　アトラクタフィールド理論によって、遷移した先の世界線に応じて人々の記憶は上書き、改変されること。

　岡部だけは、以前の世界線での出来事を連続的に記憶していること。それが〈リーディングシュタイナー〉と呼ぶ能力であること。なぜ岡部だけが覚えているかは、本人にもわからないこと。

　さらに岡部は、別の世界線において時間タイム跳躍リープ、タイムマシンによる時タイ間ムト旅ラベ行ルさえなしとげたのだという。

　タイムリープは、いまの記憶を過去の自分に情報として送り、その脳にインプットするものだ。いわゆる「いまの記憶を維い持じしたまま人生をやりなおす」というもの。タイムマシンは文字通り肉体ごと過去に移動する乗り物だ。

　ここに至って、話はツッコミどころだらけになった。

　記憶のデジタル化は、脳科学者である紅莉栖の専門分野で、それこそ『サイエンス』誌に載のった論文は『側頭葉に蓄ちく積せきされた記憶に関する神経パルス信号の解かい析せき』というタイトルだった。

　もし人間ひとりの記憶をデータ化できるとして、そのためには少なくともテラバイト級の容量が必要になるだろう。Ｄメールの最大容量は36バイトと言ったではないか。不可能だ。タイムマシンに至っては論をまたない。

「まず、その『電話レンジ（仮）』の現物は？」

「破は棄きした。いまラボにあるのは、まゆりがからあげを温めるためにある、ただの中古レンジだ」

　具体的なことになるほど岡部は曖あい昧まいになった。『電話レンジ（仮）』でＤメールを送る仕組み、タイムリープマシンによる記憶の圧縮方法、タイムマシンの構造などを紅莉栖が問えば、岡部は話をはぐらかした。

　＠ちゃんねるの科学板でもよくある、聞きかじった知識をつなぎあわせたトンデモ話。

　そんなだから、はじめて岡部の話を聞いたとき、紅莉栖は、それが例の別人格（？）鳳凰院凶真氏の妄もう想そうだと思ったほどだ。似たようなことは他ほかのラボメンにも話していたが、橋田は「厨ちゆう二に病びよう乙おつ」で済ませたし、まゆりは難解すぎて話についてきていなかった。

　だが紅莉栖のハンドルネームなど、本人しか知り得ないプライベートな情報を、岡部は知っている。

　気になる。

　その別の世界線で、アトラクタフィールドαやβとやらで、紅莉栖は岡部と、いったい、なにを話したというのだろう。




　岡部は覚えている。

　岡部だけは──紅莉栖は覚えていない？　本当に？




　たしかめようとして自分について質問を重ねれば、もっと恥はずかしいことになる気がして、紅莉栖は自重するしかなかった。

「どう思う？」

「正直、わからない」賢けん明めいな紅莉栖は即そく断だんしなかった。「信じるとも、信じないともいえない。判断材料が少なすぎる。もっと理路整然と説明してくれるなら、検討の余地はあるけど」

　なにより留意すべきこと。

　どんなに岡部が、別の世界線における紅莉栖のことを話してくれても。紅莉栖は、つねに岡部の話を思いだすだけなのだ。世界線について岡部に話をされたという記憶はあるが、話の内容が事実であったという証明にはならない。

　そもそもアトラクタフィールド理論によれば、αだろうとβだろうと、岡部がたどってきたすべての世界線での出来事は、なかったこととして世界に消されてしまう。もう記憶は上書きされてしまったのだから、紅莉栖が思いだそうとしても思いだせないのは当然だ。だから思いだそうとする努力ではなく、岡部の話は、科学的に実現可能かを検証しなくてはならない。

「変わらないな、おまえは。その反応が懐なつかしいよ」

「だから……！　いまのままじゃ、わからないんだってば……！　岡部のことも」

　率そつ直ちよくな困こん惑わくをぶつける。

「その通りだ。厳密に言えば、俺も、俺自身のことで覚えていないことは、ある」

　岡部は苦にが笑わらいをかえした。

「？」

「７月28日から８月21日のあいだ、俺が、なにをしていたか、わかるか？」

「……知らない。私は、あんたを捜していたから。でも……刺されて入院していたんでしょう？」

「そうだ。そういうことになっている、だが俺は、そうやって人に聞かされたり、過去のニュースを読んだりして、おおざっぱな出来事をたしかめたにすぎない。すべて他人に教えてもらった話だ」

　別の世界線の記き憶おくが残っているがために、岡部には〈リーディングシュタイナー〉の盲もう点てんともいうべき現象が生じる。

　過去改変によって世界線が移動したとき、世界が自動的に前後関係つじつまあわせをした部分の記憶が、岡部にはない──岡部の記憶と周囲の人間の記憶に齟そ齬ごが起きるのだ。

「それは……たとえば？」

「β世界線での話だ。俺はタイムマシンで８月21日から７月28日へと跳とんだ」

「タイムマシン……あっさり言うのね」

　それは漫まん画がの、未来世界の乗り物だろう。

「何度か乗ったからな」

「であれば……タイムマシンで行った７月28日には、岡部あんたはふたりいたってことよね？」

　タイムリープではなくタイムトラベルとすれば、肉体ごと過去に行ったはずだ。

「そうだ。あのときラジ館に、俺はふたりいた。あくまでもβ世界線の話で、おまえが記憶している、この世界線の７月28日ではないが」

　岡部は話をややこしくする状じよう況きようをつけくわえる。

「うん……それは仮定として理解」

「β世界線でも状況は似ていた。ラジ館で、おまえは暴漢に襲われた。本来いた７月28日の俺は、大声を聞きつけてかけつけると、血だまりに倒たおれたおまえを目もく撃げきした」

「え？　私を助けたんじゃなくて？」

　紅莉栖の記憶では、岡部は紅莉栖をかばって暴漢に刺されたのだ。

「β世界線では、おまえを刺した犯人は逃にげたあとだった。騒さわぎになって……俺は恐こわくなって現場を離はなれた。そしてダルにメールをした」




　──牧瀬紅莉栖が刺されたみたいだ。誰だれにかは知らないけどさ。ヤバいかも。大だい丈じよう夫ぶかな。




「刺された……私が？」

　ここでも事実は決定的に齟齬をきたした。

　刺されたのは岡部だ。紅莉栖は、岡部の血だまりに倒れていただけだ。

「そのダルへのメールが、『電話レンジ（仮）』によって過去に送られた最初のＤメールになったんだ」




　──牧瀬紅莉栖が

　──刺されたみた

　──いだ。誰にか




　全角６文字のデータが３通のメールに分ぶん割かつされて、５日前に送られ、受信された。

　岡部の記憶の順序として、彼が最初にいたのはアトラクタフィールドβだったという。それが、このＤメールをきっかけにアトラクタフィールドαへと移動した。

　移動した先のα世界線は、岡部の〝時をめぐる〟エピソードにおいて大半を占しめる部分だ。しかし、それをここで思いかえすことは、話をより複雑にするだけだ。

　ともかく岡部は、過去改変がもたらした深刻な事態──ディストピアの構築に直面し、ラボメンともども命の危険にさらされた。いいや、いったんは命を失った者さえいた。『電話レンジ（仮）』を改造したタイムリープマシンによって、岡部が７月28日からの３週間ほどを何百、何千回とくりかえすことで、試行錯さく誤ごの末にβ世界線に復帰することができたのだ。

　そこは最初に岡部がいた世界線とは、ごく微び妙みようにズレてはいたが、ほぼおなじと言ってよい世界線だった。

「──話をもどそう。α世界線からβ世界線に復帰したあと、俺はタイムマシンで７月28日にもどった。俺は……」

「待って。タイムマシンに乗った岡部あんたよね？」

「ああ。そのタイムトラベラー岡部は重要な任務を負っていた。７月28日に、おまえがラジ館で刺さされないようにすること。おまえの命を救うことだ」

「え……？」

「β世界線は、牧瀬紅莉栖が７月28日に死ぬ……おまえの死が収束する世界だった」




　ナイフで刺された。

　β世界線の牧瀬紅莉栖は７月28日に死んだ。




「…………！」

「すまんな」岡部は肩かたを落とした。「ショックだろう。言いたくはなかったんだが……」

「あんたは、私の命を助けるためにタイムトラベルを……？」

「そうだ。だが、やみくもにタイムマシンで過去を改変しようとしても、世界は収束によって、おまえを殺してしまう」

　仮にナイフを持った暴漢を岡部が追い払はらったとしても、紅莉栖は、ほかの原因で死んでしまうのだ。たとえば事故や心臓発ほつ作さによって、あっけなく。

「そんなことが……？」

「起きる。たとえば別のα世界線は、まゆりの死の収束が起きる世界だった。そこで俺は、何百回となくタイムリープした。だが過去にもどって、なにをしようと、まゆりは死んでしまった。何百回と……」

　岡部の表情は、とても演技とは思えなかったので、紅莉栖は息を吞のんだ。

「…………」

「このことは、まゆりには言わないでくれ」

　つけくわえた岡部の頼たのみに、紅莉栖は黙だまって肯うなずくしかなかった。

　ふたりの親しい女の死をめぐって、岡部は、時間のループのなかで足あ搔がいた。

　たったの数週間を、男は、何百何千日と生きた。

「アトラクタフィールドの収束は、本来、それほど頑がん強きようなのだ。牧瀬紅莉栖の死という収束を回かい避ひするためには……まさに『過去の俺が見たものを変えずに、事実を変える』しかなかった」

　これから話すことを、すべて理解する必要はない。断りを入れて、岡部は語りはじめた。

　さてβ世界線で、８月21日から７月28日にタイムトラベルした岡部は、ひどく困難な段取りを整えなくてはならなかった。

　タイムトラベラー岡部は、紅莉栖を襲おそった暴漢を追い払ったあと、助けた牧瀬紅莉栖をスタンガンで気絶させる。

「スタンガン!?」

「まさか『死にたくなければ血ち糊のりの上で死んだふりをしてくれ』と頼んでも、信じてはくれないだろう」

　そうして用意した血糊の上に、気絶した紅莉栖を寝ねかせて撤てつ収しゆう。直後、現場にやってきた本来の７月28日の岡部に「血だまりで倒れた」紅莉栖を観測させようとした。岡部は、脈を計るなどして死をたしかめたわけではなかった。血だまりに倒れた彼女を見て「牧瀬紅莉栖が刺されたみたいだ」とメールをしたにすぎない。これによって岡部が観測したものを変えずに、紅莉栖の生死をすりかえるというわけだ。

「正直、よくわからない」

「だろうな」岡部は肯いた。「だが、理論的にはこれで正しい」

　タイムトラベラー岡部の計画は順調だったわけではなく、現場での紆余曲折アドリブがあった。用意した血糊（未来ガジェット７号機『サイリウム・セイバー』）が不注意でつかえなかったため、岡部は暴漢を挑ちよう発はつし、あえて自分の腹を刺させた。そうして大量出血した岡部は、自分の血だまりにスタンガンで気絶させた紅莉栖を寝かせた。

「──牧瀬紅莉栖の死の収束を回避することが、β世界線から、この世界線に移動するふたつの条件フラグのひとつだった。そして俺たちは、なしとげた」

　俺たち、とは。

　２０３６年から来たタイムトラベラー阿あ万ま音ね鈴すず羽はのことだったが、岡部は、その名前は伏ふせた。

　過去に同行した鈴羽に支えられて、タイムマシンで８月21日に帰き還かん──これら一連の働きかけアクシヨンによってアトラクタフィールドの移動は確定した。

　ゆえに岡部は、経験的に、本能的に恐おそれはじめてもいた。

　詳くわしく話しすぎることで、紅莉栖あるいはダルが、別の世界線でそうだったように完全なタイムマシンを完成させてしまうことを。過去改変によって、せっかくたどりついた、この世界線から再び外れてしまうことを。

　岡部が戦っていたものは、死の収束だった。




　α世界線においては、椎名まゆりの死。

　β世界線においては、牧瀬紅莉栖の死。




「俺は、たとえ世界を失っても、おまえを失うことが耐たえられなかった」

「…………！」

　岡部の言葉に、紅莉栖は胸を打たれる。

　たがいの顔を見て、たがいに赤面してしまったことに気がつくと、たがいに視線をそらした。

「──まゆりもだ。俺は……」

　岡部はヒーローではなかったのだろう。

　彼は、世界のために戦ったのではない。ディストピアや第３次世界大戦という数十億人の不幸を避さけるためではなかった。

　それは岡部の告白だった。

　告白とは彼女たちへの誠意であり、ごまかしのない心であり、一方また決して自分の冒ぼう険けんを人前で誇ほこれるわけではないという本音。英えい雄ゆうではない、あまりにも人間臭くさい姿をさらしたのだ。

　別の世界線──ファンタジーに胸を高鳴らせてしまう紅莉栖に対して、岡部は、あくまでも過去を、努めて、ありのままに述じゆつ懐かいしようとした。




　紅莉栖にとって、岡部は未知。

　岡部にとって、紅莉栖は既き知ち。




　このとき紅莉栖は気づいていなかったが、岡部は、いくぶん落らく胆たんしていた。

　うぶな小こ娘むすめみたいに頰ほおを赤らめた、紅莉栖の反応に。

　ひとりの女性としては、かわいらしく好意を深めた。一方、たがいの記き憶おく──〈リーディングシュタイナー〉を持つ者とそうでない者とのギャップは、埋うめがたいものであることも岡部は再さい認にんした。
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　女は、男を信じたいがために証あかしとなる真実を求める。

　男は、女に信じてほしいにもかかわらず、貝となって核かく心しんを閉とざした。




　これでは話がちぐはぐだ。会話は成り立たなかった。

　落としどころを探さぐりたいが、そのためには『電話レンジ（仮）』やタイムリープマシンの原理、タイムマシンのこと、２０３６年からの来訪者のことを話さないわけにはいかなかった。

　いまの岡部には、できない。

　話すことはできない。過去改変のリスクだけでなく、ジョン・タイター──７年後の２０１７年に誕生し、最後のラボメンナンバー００８を与あたえられるはずの阿万音鈴羽の誕生に影えい響きようを及およぼしかねないからだ。

　これは岡部が、牧瀬紅莉栖を信用する、しないといった感情の問題ではなかった。

〈リーディングシュタイナー〉を有した岡部の言葉は、バタフライ・エフェクト──北京の蝶ちようの羽ばたきが、ニューヨークに嵐あらしを起こすような、予想外のチカラを放つことが、ありえるのだ。

「──おまえは、どうなのだ」

　岡部は、苦しそうに紅莉栖を見つめる。

「私……？　って、どうなのって、どれの話？」

　伏し目がちに相手をうかがいながら、紅莉栖の瞳ひとみは、夜の公園のなかを泳いだ。

「…………」

「私はね……んと、たしかに感じることはある。橋田さんや椎名さん、ラボメンのみんな……みんな初対面のはず。なのに、こんなに早く打ち解けて……とても居い心地ごこちがいいの。こんなの初めて」

　岡部倫太郎は、紅莉栖の身代わりにナイフで刺されて２カ月も入院していた。

　謝罪と、感謝の念を抱いだかぬはずがない。

　それでいて紅莉栖は、岡部に対して恩人に対するものとは思えぬ態度を、気がつくととってしまう。そもそも、まだ会って日の浅い相手を呼び捨てにするなど、ふだんの紅莉栖であれば、ありえないことだ。

「じゃなくて……」

「？」

「だから……俺のことは、どうなのだ」

　岡部は地面にむかって、消えそうな声でつぶやいた。

「信じるも信じないも、私は岡部のこと、まだ、ほとんど知らないから」

「ではなく……」

「？　なにがいいたいのか、さっぱりわからないんですけど」

　紅莉栖は、ちょっと不ふ機き嫌げんな表情をしてみせる。

「いや、いい……そうだ、ムリに説明して答えさせることではなかった」

　岡部は挫くじけた表情で、首をふった。

　それが優ゆう柔じゆう不ふ断だんな態度に思えて、紅莉栖は感情の生き物となり、あからさまにイラっとした。

「言いかけたことをひっこめないでよ」

「言ったところで……話したところで。α世界線のことを、β世界線のことを──おまえが、それを覚えていないのでは。どうすることもできない。そして、それでいいんだ。俺が望んだのは、この世界線だ。おまえが死なない、けれども、おまえはそのことを忘れている……」

「だったら隠かくさないで、ぜんぶ話して。あんたの言う別のβ世界線が、本当にあったっていう証しよう拠こを！　β世界線でも私はラジ館で暴漢に襲われた……その暴漢は誰だれ？　やっぱり中鉢だったの？」

　７月28日に紅莉栖を襲ったのは、色モノ科学者の中鉢博士だ。当日は、ラジ館の貸し会議室でタイムマシンに関する発表会をおこなっていた。

「ああ……中鉢博士だったよ。おまえの父親だ」

「！」

　紅莉栖は絶句させられる。

　中鉢博士が、母と離り婚こんした紅莉栖の父親であることは、まだ公おおやけにはなっていない。岡部にも教えていない。

　紅莉栖の記憶は、こうだ。

　７月28日、中鉢博士こと牧まき瀬せ章しよう一いちは、ラジ館で、長年の怨えん恨こんから娘むすめの紅莉栖にナイフをむけた。それを庇かばった青年──岡部を刺さすと逃とう走そうした。その後、中鉢はロシアへの亡命を狙ねらったが、当局には異常者扱あつかいされているようで、いずれ日本に強制送そう還かんされるようだ。この亡命騒さわぎと、中鉢が秋葉原で起きた傷害事件の重要参考人であることは、すでに報道されていた。

　だが被ひ害がい者しやである岡部のこと、目もく撃げき者の紅莉栖と中鉢の血けつ縁えん関係は、いっさい公表されていない。このことがマスコミに嗅かぎつけられて身辺が煩わずらわしくなることが、目下、紅莉栖の悩なやみの種でもある。

「それ……あのとき私と中鉢パパの会話を聞いていたから、知っているのよね？」

　記憶が定さだかでないが、あのとき中鉢は紅莉栖のことを、「娘のくせに」という口ぶりで大声でなじったはずだ。

「あのとき、おまえが中鉢に見せて盗ぬすまれた、タイムマシンに関する論文……それが第３次世界大戦の引き金になるはずだった」

「は？　第３次？」

　紅莉栖は、いよいよ岡部の話についていけない。

　紅莉栖が父である中鉢博士こと牧瀬章一に、タイムマシンについての考察をまとめたレポートをわたしたのは、彼女の記憶と一いつ致ちしている。

　それが第３次世界大戦の原因に？

　いいや……岡部の話を理解できる人間など、いるわけがないのだ。世界線をまたいで記憶を保ちつづけられる者以外は。

「あの日、おまえはラジ館で『う～ぱ』を拾った。そうだな」

「『う～ぱ』……」

「小さな丸いマスコットだ」

「あ！」

　たしかに拾った……だが、誰も見ていなかったはずだ。紅莉栖は持ち主を捜さがしたが、まわりには誰もいなかったのだ。

　岡部は説明する。紅莉栖が拾った『う～ぱ』は、あの日、ラジ館のカプセルトイでまゆりが出したが、落としてしまったものだった。

「もともとβ世界線で、おまえが拾ったのは『メタルう～ぱ』……金属製の超レア物だった」

「？　私が拾ったのはプラスチックのやつだったけど……」

「そうだ。おまえは『う～ぱ』を拾って、あとで落とし主を捜すなり、店に届けるつもりで論文の封ふう筒とうに入れたな。ところが、そのタイムマシン論文は中鉢に盗まれる。中鉢は、おまえのタイムマシン論文を取引材料にロシア亡命を狙った。ところが空港で『メタルう～ぱ』が入った封筒は金属探知機にかかってしまう。結果、機内持ちこみの手荷物になった論文は、着陸事故による貨物室の火災をまぬがれたんだ」

「あ……！」

　報道によれば、中鉢が亡命に用いた旅りよ客かく機きは、着陸時の事故で貨物室の火災を起こした。乗員乗客は無事だったが、荷物は大半が焼けてしまったらしい。

「中鉢に盗まれたおまえの論文をもとに、ロシア政府はタイムマシンを開発、世界は第３次世界大戦に突とつ入にゆうすることになる……はずだった」

「まさか……β世界線から、この世界線に移動するための、もうひとつの条件って……」

「察しがいいな」天才は一を聞いて十を知る。「タイムトラベルした俺は、まゆりより先にガチャをまわしてレアの『メタルう～ぱ』を出しておいた。まゆりがひいたのはプラスチックの『う～ぱ』になり、結果、金属探知機にかからなかった論文は、中鉢が乗ったロシア行きの飛行機の貨物室で灰になった」

「そして中鉢パパは……世界初のタイムマシン開発者から、ただの妄もう想そう癖へきの男になって……」

「ロシアで不味まずい飯を食っているわけだ。同情はしないぞ」

　そこは紅莉栖の記憶と一致している。

　つまりβ世界線における７月28日に、タイムトラベルした岡部がとった行動の結果、８月21日のロシアでの飛行機事故と論文焼しよう失しつを経へて、世界はアトラクタフィールドβから、この世界線に移動した。

「でも、私が『う～ぱ』を拾ったところを、あんたは物もの陰かげから見ていたのかも……」

「いいんだ、だから」

「？」

「辻つじ褄つまあわせは、しなくていいんだ。いいや……しないでくれ。思いだしてほしいが、思いださないでくれ。ここが俺が望んだ世界だ」

「岡部……？」

「俺が、おまえを殺さない世界なんだ」

「!?」

　岡部の発言に、紅莉栖はギョッとした。

「β世界線で……おまえを殺したのは俺だったんだ。１回目にタイムトラベルした俺は、ナイフを奪うばって中鉢に反はん撃げきした。おまえは父親をかばって……勢いあまって……」




　岡部は天才少女を刺した。

　紅莉栖を殺した。




　岡部の告白は真に迫せまっていた。アカデミー賞の俳優だって、こんな演技はできないだろう。

　紅莉栖はかける言葉をなくした。

　岡部は、たどたどしい口調で、どうにか言うべきことを口にする。

「──２回目のタイムトラベルで、やっと俺は、さっき話したようにうまくやった。やりとげた……」

　世界は牧瀬紅莉栖の死という収束から外れ、タイムマシン論文が灰になったことで第３次世界大戦を回かい避ひした。

「…………」

「ようやく……ようやく俺は、この世界線にたどりついたんだ。望み通りだ……これ以上、なにを望むものか」

　だから思いださないでくれ。

　思いだしてほしいが、思いださないでくれ。

　岡部が紅莉栖を刺し殺したことが、現実と、おなじ価値を帯びるくらいなら。

「──俺は、過去の自分を……裏切ることはできない」

「岡部……？」

　岡部倫太郎は、いくつもの世界線を超こえて、いくつものアトラクタフィールドさえ跨またいで、何度も、何度も……タイムリープによって７月28日からの３週間をくりかえし、くりかえし、不幸な収束を克こく服ふくして、この世界線にたどりついた。

　この場に。

　理想の世界線に至った。




「ここがシュタインズゲート世界線だ。世界ダイバ線変ージエ動率ンス１・０４８５９６％……」




　沈ちん黙もく。

　紅莉栖に、理解は求めなかった。

　空気は澱よどむ。たがいに、つぎの言葉を探すが、ふさわしい言葉が浮うかんでは沈黙に流されていった。

「……ねぇ」

「って、え、あ……」

　唐とう突とつにしゃべりはじめようとしたふたりは、すぐ会話に急ブレーキをかけた。

「なによ」

「そっちこそ、なんだ」

「いいから、そっちから言いなさい」

「くっ……」

　岡部は口をへの字にした。結局、紅莉栖が口をひらく。

「わかった……納なつ得とくはしていないけど、それはいま、ここで考えることじゃないってことで。記き憶おくのギャップは埋うめていけばいい。それより、もっと簡単な話をしましょう。さっきの試験の結果は、どうだったの」

　紅莉栖は返事をうながした。

「なぜ……俺は、おまえに試験など課したのだろうな」

「は？　質問に質問でかえす？　そこで」

　やはり厨ちゆう二に病びようだ。ここで紅莉栖は心底、呆あきれたのだった。

「…………」

「なら逆に、私が審しん査さしてあげる。どうして私が、あんな時計を作ったと思う？」

　この紅莉栖の質問に、白衣の青年はしばらく考えこんだ。

「時間は……不可逆か」

「そうよ」

　流れ落ちつづける砂時計だ。

　紅莉栖は、彼女なりに悩める岡部の手をひこうとしたのかもしれなかった。何百何千回と３週間をループしたという男に。

　こうして、いま時は流れていることに気づいてほしかった。

「俺は、おまえを失いたくなかった……」

　もう二度と。

　まるで一度は紅莉栖を得たように話す岡部の言葉に、天才少女は、お臍へそのあたりをムズムズさせるしかない。

　別の世界線で、どんな出来事が。

　だが、不快感よりも親しみ──ドキドキが増した自分に気がついて、紅莉栖はかぶりをふった。

「ゲットされた覚えはありませんけど」

　紅莉栖は発言を咎とがめた。

　やにわに、岡部は立ちあがる。

「思い出が必要だった」

　その告白は、岡部の言葉にしてはひどく素す直なおに響ひびいた。

「え……？」

「いや……だから！　助手よ、おまえと俺──狂きよう気きのマッドサイエンティスト・鳳凰院凶真が悪魔メフイストフエレスの契けい約やくを交かわした証あかしが……！」

　すぐにテレて厨二病発言に逃にげる岡部に、紅莉栖は、やっぱりねと思うと同時に、ひどく落らく胆たんしている自分に気づいて、また頭をぐるぐるさせた。

「要するに、カタチが必要だったと？」

「そうだ……！　よくぞ、わが真意に気づいた！」

　よくもまぁアドリブがつづくものだ。紅莉栖は、岡部の演技の才能には感心する。

「あんたの魂こん胆たんは、一応理解した。未来ガジェット９号機……それがなんであれ、それがあれば、あんたたちは私を忘れない。私もラボを忘れない。関連づけは記憶の重要な要素だもの。いっしょになにかをしたとか、なにかを作ったとか……そんなふうに共有された体験は忘れにくいから。そのときの状じよう況きようや感情までふくめてね」

「う……うむ。言葉などという曖あい昧まい模も糊ことしたものではダメなのだ。足らないのだ。心は……言葉ではつなぎとめられない。記憶だけでは、つなぎとめられない。魔ま眼がん〈リーディングシュタイナー〉を宿した俺ならともかく、貴様ら未熟な人類の脳は、記憶さえ簡単に改変され、流され、失ってしまう……クリスティーナ！」

「だからティーナってつけるな」

「合格だ」岡部は手をさしだした。「ともに時を統すべようぞ、わが７０００万年の助手よ」

「とんだ茶番です。本当にありがとうございました」

「…………」

「あっ」

　ねらー語癖ぐせがしみついた自分に幻げん滅めつしながら、紅莉栖は、ごまかすために語勢を強めてまくし立てた。

「──はい、合格！　合格ね！　私は、これで正式にラボメンナンバー００４。じゃあ、あの９号機は私がもらっていくから」

「だが、あの『宇宙標準時計』はラボで管理すべき、危険な神のツール……」

　岡部は小こ芝しば居いを入れたが、紅莉栖はスルーした。

「橋田さん……ＨＥＮＴＡＩの橋田に仕上げを頼たのまないと。停電したときのバックアップ回路と、アダプターをアメリカ仕様に……私の帰国までに、できるかしら」

「……間にあわなければ空輸させよう。助手よ、おまえの連れん絡らく先を置いていけ──」
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　ここはシュタインズゲート世界線。

　世界ダイバ線変ージエ動率ンス１・０４８５９６％。
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　干ひあがった風が、大地を涸からす。

　見えない熱気の壁かべに額がぶちあたる。レンジで熱したゼリーのなかを、かき分けるように。




　歩けども、歩けども、




　あたり一面は荒こう野やであり、その表情を変えようとはしない。まるで静止した写真のなかの世界。ここでは、すべての命が希き薄はくだ。わずかな灌かん木ぼくがあるだけの岩砂さ漠ばくを、かれこれ２時間も──

「俺だ」

　クリムゾンレッドのストレート型携けい帯たいを握にぎりしめて話しかける声は、切せつ迫ぱくして。

　岡おか部べ倫りん太た郎ろうは、焼けつくアスファルトの上を歩いていた。

　ウォーキングには適さない革かわ靴ぐつの底が、アイスクリームみたいに溶とけだしている。日ひ射ざしは容よう赦しやなく身体からだを炙あぶった。

「──〝機関〟の妨ぼう害がい工作にあっている。……なにっ？　これも〈運命石のシユタインズ・扉ゲート〉の選せん択たくだというのか……！」

　人間の歩行速度は時速約４キロメートルとして……。

　体温調節機能の限界を超こえた暑さから思考は鈍にぶる。脳をめぐる血まで、頭ず蓋がい骨こつの鍋なべのなかで、みるみる蒸発していくようだ。




　歩けども、歩けども、




　おなじ風景がループする。街はおろか人家さえ見あたらない。

　ここが７０００万年前の恐きよう竜りゆう時代、あるいは未来──人類滅めつ亡ぼう後の地球だと告げられても、いまの岡部にはどうでもいいことだ。

　なにしろ。

　たしかなことは。

　このままでは命があぶない。ここでいう死のイメージは、干からびたミイラだ。ベタだが。

「迂う闊かつだった」岡部は電源の切れた携帯にむかって自問し、悔かい恨こんする。「あのとき、すべてがはじまった。あの２週間前に……気づくべきだったのか。ああ、わかった……生きていたら、また連絡する。エル・プサイ・コングルゥ……」
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　秋葉原は電気街として名高い。だがまた「電気街」秋葉原に抱いだくイメージは、世代によって大きく異なるはずだ。

　現在の秋葉原のルーツをたどると戦後の闇やみ市いちにさかのぼる。当時は入手が難しかった電子部品やパーツを扱あつかう店が、ここで軒のきを連ねた。高度経済成長期には、爆ばく発はつ的に家庭に普ふ及きゆうしはじめた白物家電の安売り量りよう販はん店てんをはじめとして、オーディオ機器やアマチュア無線、レコードなどの店が多数、現れた。さらには模型、ラジコンといった専門ショップが登場する。こうして秋葉原は趣しゆ味みの街としての個性を確立していく。

　80年代になると、家庭用ゲーム機ブームから、ゲームソフトを扱う店が通りに並びはじめる。マイコンと呼ばれていた家庭用コンピューターが普及しはじめたのも、このころ。当時の中学生なら、クラスの男子で２、３人くらいは、ＲＦ出力のゲーム機ではなく、きれいなＣＲＴ画面でＰＣゲームをたしなんでいただろう。彼らパソコンマニアは、のちに誕生するアキバ系オタクの先せん駆くだった。あのソフマップが、秋葉原でパソコンソフトのレンタル業を営みはじめたのも、このころだ。ソフトのプロテクトを外して違い法ほうコピーを幇ほう助じよするような、いかがわしい店てん舗ぽも現れはじめる。

　このようにして秋葉原は「手に入りにくいもの」が手に入り、「手に入りやすいもの」はより安く手に入れられる場所だった。

　バブル崩ほう壊かい後は、家電量販店という業態の衰すい退たいとともに店舗の統とう廃はい合ごうがすすみ、中小のショップが廃はい業ぎように追いこまれていく。携帯電話の普及、「ＩＴ」が叫さけばれるなか、家庭用ゲーム機とパソコン系ショップは名実ともに世紀末の秋葉原の代名詞となった。なかでもギャルゲ、エロゲ──こうして秋葉原には、歴史の必然として、仮想の恋れん愛あい・性的対象となる２次元美少女を愛めでるコンテンツ産業が萌ほう芽がしたのである。

　萌もゆる街は誕うまれた。

　そして化学反応は、永遠の青少年たちのリビドーをともなって、性差なく劇的に促そく進しんする。21世紀になると、この傾けい向こうはいっそう顕けん著ちよになった。秋葉原はゲームばかりでなくアニメ、コミック、それらのグッズとディープな同人誌といった、コンテンツ系サブカルチャー全体をカバーする、日本最大のオタク文化集積地になった。

　そんな折、神田市場跡あと地ちを利用した秋葉原の大規模再開発がおこなわれた。２００５年ごろから、駅前にはアジアン・サイバー街のイメージとはかけ離はなれた、清潔感あふれる高層オフィスビルが建ち並びはじめる。それを契けい機きに、色いろ眼鏡めがねをかけたマスコミによって紹しよう介かいされた秋葉原は「奇き妙みようなアキバオタクたちの聖地」であり、そうした人種を観察するために、一いつ般ぱんの観光客やカップルなどが歴史上初めて秋葉原を侵しん略りやくしはじめる。懐ふところ深ふかい秋葉原の街は、彼らさえとりこんで、２次元から３次元までを融ゆう合ごうさせた。経けい緯いはどうあれ「オタク・カルチャー」は産業として認にん知ちされていった。

　こうして観光地化した秋葉原からは「電気街」「趣味街」のイメージが薄うすれていった。パソコン、メモリ等の価格下落、インターネット通つう販はんの広まりから「ＩＴ街」としての色も褪あせていく。秋葉原に残されたのは、キャラクタービジネスとコンテンツ産業だった。ジャパニメーション、ｍａｎｇａの世界的な普及とともに、このＡｋｉｂａが名だたる観光地として知られるようになった。

　かつては男性客ばかりだったメイド喫きつ茶さには、カップルや外国人観光客が訪おとずれるようになった。近年では対戦格かく闘とうゲームに代表されたゲームセンターの衰退、家庭用ゲーム機市場の縮小とともに、さらに店舗の統廃合がつづいている。その時代の秋葉原を映す中央通りで目立つのは、大手家電量販店の完全子会社になったソフマップ、同人誌も扱うコミック・ライトノベル専門書店と、国民的アイドルの劇場を併へい設せつした安売り店。

　それでも古い秋葉原は絶ぜつ滅めつしたわけではない。ガード下、裏通りに足を踏ふみ入れれば、そこには半世紀の歴史が、地層となって残されていた。
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『メイクイーン×ニャン２』は、秋葉原のメイド喫茶では中ちゆう堅けんどころといったポジションだ。人の流れから外れた裏手にあり、ビルの２階にあるため、外から見てメイド喫茶があるとはわかりにくい。そのぶん店内はおちついた雰ふん囲い気きで、アットホーム感覚で猫メイドとのコミュニケーションを楽しむには、よい店だ。作法と嗜たしなみを知らない一いち見げんの観光客とおなじ空間にいることを嫌きらう、常連のご主人様に愛されていた。

　だが──アキバの時間は、ここでも、とどまることはできない。

「ここが『メイクイーン×ニャン２』中央通り２号店予定地だってばよ！」

　橋はし田だ至いたるは興奮した。

　ガラス張りの窓から見おろせば、片側３車線の広い道路──秋葉原のメインストリートである中央通りがあった。道路むかいには、これぞ秋葉原という景色が広がっている。

「そうニャ！　この物件は出物ニャ！」

　ピンクの髪かみの猫耳メイドが胸をはった。

　フェイリス・ニャンニャンは『メイクイーン×ニャン２』で一番人気のメイドだ。名前の『ニャンニャン』は、店にいる、すべてのメイドにつけられる姓せいのようなもので、たとえばここでバイトをしているまゆりはマユシィ・ニャンニャンと名乗っている。

「居い抜ぬきで、もとは飲食店……すごいお、フェイリスたん！　これならガッツリ内装工事入れなくても、壁かべ紙がみとフロアの張り替かえですむんじゃね？」

　テナントには調理設備がそろっていた。メイド喫茶で提供する、オムライスなどの軽食を作るには充じゆう分ぶんすぎるだろう。

「わぁ、業務用オーブンだぁ……！」

「これならクッキーだけじゃなくて、パンやケーキも焼けますね」

　まゆりと、その友人の漆うるし原ばらるかが、騒さわぎながらテナントを見てまわる。

　ふたりは花はな浅あさ葱ぎ大だい学がく附ふ属ぞく学がく園えんに通う同級生だ。

　先にも述べたが、るかの実家は神社で、宮ぐう司じの子だ。柳林神社は秋葉原駅から南、神田川にかかる万まん世せい橋ばしをわたって路地を入ったところにある。未来ガジェット研究所からは、歩いて10分ほどだ。

「あとはカーテンをつけて、飾かざり家具を置いて……」

「イスとテーブルは古いですが、クロスをかけて飾りつけをすれば、かえって可愛かわいいかもしれませんね」

「でも……」ダルが、怪け訝げんそうにフェイリスを見た。「フェイリスたん……どうして２号店なんだお？」

　ダルの質問は言葉足らずだったが、その真意は、店の関係者や常連であれば察せられただろう。

「うん。フェリスちゃん……まゆしぃも、ふしぎなのです」

　なぜ店舗の拡大路線に舵かじをきったのか。

「みんなの言いたいことは、わかるニャ」

　フェイリスは目を瞑つぶった。

　そもそも、この看板猫ねこ娘むすめには秘密があった。

　彼女の家は、このあたり一帯に土地を所有する資産家だ。本名からして秋あき葉は留る未み穂ほといい、一説では、秋葉原という地名は彼女の秋葉家に由来するという。『メイクイーン×ニャン２』のオーナーは、秋葉家当主である彼女だった。

「でも、秋葉原は移り変わる街ニャ」

　ライク・ア・ローリングストーン。

　もし、ここに岡部がいれば、そんなことをつぶやいただろう。

「たしかにメイド喫茶も、一時のブームが去って淘とう汰たされたけど。でも『メイクイーン×ニャン２』は、路地裏の雑種の仔こ猫ねこちゃんっていうか、女子校の学園祭っていうか……スレてないのがいいんだお。こんなに人通りの多い場所じゃ、ベタベタ客にさわられて疲つかれきった猫カフェの猫みたいにならないか、っていうか……そもそもいまの店って、そんなに問題なくね、と思えて」

　アキバの住人であるダルにしてみれば、客のはずの自分が観光客の視線にさらされるのも、おちつかないのだった。

「ダルニャンが言うように……たしかに、いま１号店の経営は問題ないニャ。でも２年後、３年後はどうなるかわからない」

「うん……アキバ、流行はやり廃すたりが激しいしね」

「そのときになってから行動したんじゃ遅おそいニャよ！　これからは世界を相手にしないと商売にならないニャ！　アキバはＡｋｉｂａにならなきゃニャ！」

　経営者の顔になったフェイリスの、意志は固い。

「せかい……」

「たしかに、いまどきはゲームもアニメも、ハナっから世界相手にしないと商売にならなくはありますが」

　まゆりは「ほへっ」という顔になり、ダルは評論家口調になる。

「２号店のコンセプトは〝ワールド・スタンダード〟！　日本伝統のメイド文化を、おもてなしの心で、外国からのご主人様におつたえするニャ！」

　そのための中央通り進出だった。

「ん～……でも、人を増やすわけでしょ？　メイドさんの質が落ちるのは困るお！　あとフェイリスたんが、こっちの２号店にかかりきりになったりしたら……」

　経験を積んだ優ゆう秀しゆうなメイドが新店にまわされることになれば、１号店は、どうあってもご奉ほう仕しの質が低下する。アルバイト感覚だったり、水商売と勘かん違ちがいしたような、メイドのまとう空気感を作れない資質のない女の子が、まぎれこむ確率もあがるだろう。

「質を落とす？　それこそ支し離り滅めつ裂れつニャよ！　そのために、宣伝を兼かねてメイドを研修に行かせるニャ」

「研修？」

　するとフェイリスは、まゆりを指さした。

「マユシィも行くニャよ！　Ｌ．Ａ．に！」

[image: ]

　えるえー。

　それが太平洋のむこうにある都市であることに、まゆりは、すぐには思いいたらなかった。

「Ｌ．Ａ．って……ロサンゼルス？　どゆこと、フェイリスたん!?」

　ダルは目を丸くした。

「来月……ああ、もう今月ニャ！　10月14日にロサンゼルスのコンベンションセンターで──」

「コンベンショ……って？」

　まゆりがダルにたずねた。

「おお、Ｅ３やるとこだお」

「いーすりー？」

「東京ゲームショウの世界版かな。要するにアメリカのビッグサイト」

「おおー」

　まゆりは理解した。

「そのロサンゼルス・コンベンションセンターで、『雷らいネット・アクセスバトラーズ』の世界大会があるニャ！」

「もしかしてフェリスちゃん、大会に参加するの？」

　まゆりの言葉に、猫耳メイドは肯うなずいた。

『雷ネット翔しよう』はロコロココミック連れん載さいの大人気カードバトル漫まん画がだ。『アクセスバトラーズ』は作中のカードバトルを商品化したもので、プレイヤーは１対１で、ゲームシートとカードデッキを用いて対戦する。

『メイクイーン×ニャン２』でおこなわれる内輪の大会で、フェイリスは絶対王者として君臨していた。負かせば、彼女の手料理が食べられるという栄えい誉よに与あずかった者はいない。噂うわさが噂を呼び、腕うでに覚えのあるカードデュエリストが客を装って勝負を挑いどんだこともあったが、すべて、かえり討うちにあった。

「世界大会はペイ・パー・ビューのケーブルテレビで全米に配信されるニャ。ヨーロッパでも、アジアでも、もちろん日本でも」

「あれ？」ダルが首をかしげる。「でも、その大会って日本予選勝ち抜ぬいた、チケット持ちのプレイヤーしか参加できないはず……フェイリスたん公式試合に出るようになったの、つい最近しょ？　予選には……」

「特別招待選手として主しゆ催さい者しや直々に招かれる……よくある話ニャ」

「あ……そうなの」

　さらっと流したフェイリスの反応に、ダルの脳のう裏りには「セレブの特権」という言葉が浮うかんだ。

　しかしフェイリスの実力は折り紙つき。参戦すれば、優勝争いに絡からむのはまちがいないとも思えた。フェイリス・フリークを自じ称しようするダルにしてみれば、応おう援えんしているアイドルメイドが世界規格になることは、複雑な気持ちはあるもののサポートすべきことだ。

「でニャ……マユシィ」

「ニャ？　なぁに、フェリスちゃん」

「頼たのみたいことがあるニャ。それから、ルカニャンにも」

「？」

　るかは話をふられて途と惑まどった。

「まゆしぃにできることなら、なんでも協力するよ」

「マユシィは、そういってくれると信じてたニャ……ところで、凶きよう真まは？」

　フェイリスがたずねた。

　彼女のメイド服には００７のラボメンバッジが光っている。

　そして未来ガジェット研究所の創設者、ラボメンナンバー００１の男は、そのころ──
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　うわの空。

　ここ数日の岡部倫太郎に、ぴったりの言葉だ。

「ハロー」

「ん……」

　ラボのパソコンモニタに虚うつろな表情を映していた岡部の前に現れたのは、似合わないサングラス、黄色地にハイビスカス柄がらのアロハシャツをひっかけたダルだった。

「なんだ、ダル……そのハワイアンなスタイルは」

　わざとらしいアクセントをつけた岡部だが、英語力は一いつ般ぱん的な大学生レベルで、つまり、そんなに得意ではない。

「ハワイじゃなくて……Ｌ．Ａ．」

「えるえー……？　なんの話だ」

　岡部がいぶかると、ダルの背中にすっかり隠かくされていた、まゆりが姿を見せた。

「もう……オカリン、さっき電話で言ったよ？　フェリスちゃんが、アメリカでひらかれる『雷ネット』の大会に招待選手として参加することになったから。いっしょに来ないかって」

　豪ごう気きな話だったが、フェイリスは、岡部たちラボメンのぶんも航空チケットとホテルを手配してくれるという。

　渡と米べいの目的は、『メイクイーン×ニャン２』中央通り２号店の開店にあたって、日本の伝統的メイド（萌もえ）文化をアメリカで紹しよう介かいすることだ。その宣伝活動として、『雷ネット・アクセスバトラーズ』世界大会の会場となるロサンゼルス・コンベンションセンターにおいて、現地のカフェを利用したメイド喫きつ茶さの臨時店てん舗ぽを出すのだという。当局の許可は、すでにおりていると。

「うむ……ああ」

「もう、しっかりしてオカリン。紅く莉り栖すちゃんが帰ったら、とたんに、ふにゃふにゃになっちゃって」

　岡部を不安にさせているのは、アメリカに帰国してしまった牧まき瀬せ紅莉栖のことだ。

「なっ……助手は関係ない！」

　頑かたくなに否定しても、自分をとり繕つくろうことはできない。

　ところが、では紅莉栖についてなにが不安なのかといえば、これが岡部自身にもよくわからない。




　──ギャップ。

　──もどかしさ。




　世界線を跨またいで、岡部が知った紅莉栖の記き憶おくに対して、いまの牧瀬紅莉栖は岡部のことを知らなすぎること。

　だから距きよ離り感かんがつかめず、どうやって会話をしたらいいのか、わからない。

　たとえばα世界線で……ふたりは口づけをかわしていた。

　まゆりの死の収束を回かい避ひするために、アトラクタフィールドαからβへ移動する条件を満たすにあたって、岡部は交こう換かん条件に直面した。即すなわちアトラクタフィールドβは、７月28日に牧瀬紅莉栖が死ぬ収束の世界線だった。

　岡部は葛かつ藤とうし、ふたりの命を天てん秤びんにかけることはできず、自分が永遠にタイムリープをくりかえすことで、ふたりの死の収束を回避しつづけることを選ぼうとした。しかし紅莉栖は、岡部を諭さとした。彼らにとって、Ｄメールによる過去改変前の世界線であるアトラクタフィールドβこそが本来の世界線であり、そこに復帰すべきだと。死を受け容いれるべきは、まゆりではなく紅莉栖であるべきだと。

　ふたりは約束した。

　岡部はα世界線の紅莉栖と約束したのだ。

　あの、誓ちかいのキス。

　いまも岡部の唇くちびるに残された感かん触しよくが、ともに契ちぎり、死を賭とした時間を共有したはずの、いまの紅莉栖にはない。そもそも、なかったことにされてしまった。

　世界が、どんなに残ざん酷こくでも。

　それが、ふたりが望んだことだった。

　結果的に岡部は、たったひとつの可能性をひき当てた。まゆりの死の収束を回避し、さらに紅莉栖の死の収束をも回避したのだ。

　しかし、だからといって、このシュタインズゲート世界線の紅莉栖に、そのことを説明したり、無む理り強じいしたり、ましてや担保や履り行こうを求めることは絶望的に無ぶ粋すいなのだ。




　まるで恋こいの病。




　理由は、いくつもあるようで、なにもないようで。

　どんな指し摘てきも、少しずつ当たってはいたが、少しずつズレている気がする。

　告白の返事は聞きたいが、自分のたどった道筋を理解されないまま、自分という人間を１００％理解してもらえないまま返事ジヤツジをされるのは、もっと怖こわい。

　いま、ふたりのあいだには、なんの約束もない。

　紅莉栖は宙ぶらりんのまま海のむこうに帰ってしまった。つぎは、いつ来日するかわからない。このまま会えなくても、なんら、ふしぎはなかった。そのことに気づいて岡部は愕がく然ぜんとした。

　そんなわけで──シュタインズゲート世界線にありながら、世界線の記憶をさまよう魂たましいとなった岡部の脳は、＠ちゃんねるの恋れん愛あい板に真しん剣けんな相談を書きこもうとして、文章を打ちこんでは、送信ボタンを押すことを思いとどまる。そんな中ちゆう途と半はん端ぱを、くりかえしていたのだった。

　岡部は、大おお仰ぎようなそぶりで立ちあがった。

「──つまり！　この鳳ほう凰おう院いん凶真のチカラを合衆国連れん邦ぽう政せい府ふが欲ほつしていると！」

「変わらぬ厨ちゆう二に病びよう、乙おつ」

　ダルが呆あきれながらも調子をあわせる。ここで登場した鳳凰院凶真氏にまで退場されてしまうと、こじれて、やっかいになるからだ。

　そのとき、まゆりの携けい帯たいが鳴った。

「あ、紅莉栖ちゃんからメールだ」

「…………」

　その言葉に、岡部はわかりやすく、気が気でならないという反応をした。

「……んとね。紅莉栖ちゃん、いまやってる仕事がひと息つきそうだから、来てくれるって」

「…………！」

　紅莉栖がＬ．Ａ．に来る。

　講演活動など日本出張についての報告は、教授ボスに提出したようだ。手て際ぎわがいいのは、レポート自体は、日本にいるあいだに書きまとめていたのだろう。

「紅莉栖ちゃん、オカリンに来てほしいみたいだよ……ほら」

　まゆりが携帯の画面を見せると、ダルがのぞきこんだ。

「どれどれ……『岡部はつれてこなくていいわよ。別に、会いたいわけじゃないんだからね』……ツンデレのテンプレですね、わかります」

　一方、岡部は腕うでを組んで、その目を野望で充みたした。

「ふむ……！　未来ガジェット研究所の、世界進出の足がかりを作っておくのも、悪くないか……！」

「オカリンもツンデレさんだねぇ」

　こうして岡部倫太郎は、世界線と時を超こえた彼にとっても、未知の海──太平洋を越こえて異国をめざすことになった。このエピソードは、ここからはじまる。
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　未来ガジェット研究所の面々の、出発当日。

「アメリカだとぉ？　一生帰ってくるな」

『ブラウン管工こう房ぼう』の前で、岡部がしばしの留守を連れん絡らくすると、大家のミスターブラウンはせいせいした表情で送ってくれた。

　参加メンバーは岡部、まゆり、ダル、るかの４人だ。大会参加と模も擬ぎ店の準備があるフェイリスは先乗りしている。萌もえ郁かは『ブラウン管工房』のバイトがあるため、参加できなかった。

　旅程は土日を挟はさんだ強行軍。

　まゆりとるかは乙おと女めキャリーをひきずっていた。ダルは大型トランク。岡部は……どういうつもりか手ぶらだ。現地調達が基本だのなんだのと御ご託たくを並べていた。

「おみやげ買ってきてね」

　ミスターブラウンの目に入れても痛くない娘むすめ・綯なえが、屈くつ託たくない期待の表情を浮うかべる。

「うん、綯ちゃん。萌郁さんは、おみやげ、なにがいい？」

　まゆりがたずねると、桐生きりゆう萌郁は携帯を出した。

〈閃光のシヤイニング指圧師・フインガー〉。

　その能力を発揮すると、ほとんどタイムラグなく岡部の携帯が鳴った。

　岡部は、気がすすまない様子で携帯をたしかめる。




　──マカダミアナッツ×６　以外




　口で言え。

　岡部は肩かたを落として携帯依い存そん症しようの女を見た。

「チョコは……ちょこっと」

　やっと声をだしたかと思えば、人と話しなれない萌郁は、よくわからないダジャレを口にして自じ爆ばくするのだった。

[image: ]
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　Ｑ・４人掛がけの席に、ダル、るか、まゆりの３人が坐すわっている。

　　　しかし空席はない。なぜか？




　フェイリスが手配した航空チケットは、人数ぶんの４席だった。

　ところが直前になって問題が発覚する。

　ダルは、エコノミーの席に収まらない。

　いいや１００キロの巨きよ漢かんでも、詰つめこめば入らないことはないのだが、疲つかれるし、隣りん席せきの人間はいっそう窮きゆう屈くつな思いをするだろう。賢けん明めいなフェイリスは、直前にもう１席手配してくれた。しかし近くの席は空いておらず、まゆりとるかをひとりにするのは不安、ということで、岡部がおひとりさまになった。




　成田国際空港（ＮＲＴ）発、ロサンゼルス国際空港（ＬＡＸ）行き＊＊便。

　出発時刻は14日の午後。

　到とう着ちやく予定は14日の午前。

　所要時間は10時間ほど。




　もちろんタイムマシンではない。

　高度３８０００フィートの太平洋上を、時速１０００キロメートル前後で、日付変へん更こう線をまたぐ。

「これもタイムリープかな……」

　岡部倫太郎はエコノミー席に体を押しこめていた。

　タイムリープとは、記憶を、過去の自分に送ることだ。

「大人の記憶を持ったまま、子どもからやりなおす」という、タイムトラベルとはちがった夢を叶かなえる技術で、たとえば大学生が小学生からやりなおせば、紅莉栖のような天才児と呼ばれることも可能だろう。このとき過去に送るのは記憶のみであるため、過去の自分と出会ってしまうことで生じるタイムパラドックスを恐おそれる必要はない。

　記き憶おくを送った先の日時以前のことについて歴史は改変されない（と思われる）。それ以後は、タイムリープした本人が記憶している「未来を踏ふまえた行動」によって歴史は改変されうる。

　タイムリープそれ自体では、世界線は移動しない。

　当然ながらアトラクタフィールドの収束の影えい響きようからは逃のがれられない。α世界線で、岡部が、まゆりの死の収束を避さけるために何十、何百回とタイムリープをくりかえしてもムダであったように。またα世界線で紅莉栖が開発したタイムリープマシンは、48時間前までしか過去にさかのぼれないという安全上の制限があった。

　別の世界線で、紅莉栖が発案したタイムリープ理論とは、




（１）走査。記憶のスキャン。記憶＝神経パルス信号を電気信号にエンコード、データ化。

（２）圧縮。約３・24テラバイトの記憶データを36バイト以下に。

（３）送信。『電話レンジ（仮）かつこかり』で過去の自分（の携帯電話）に送る。

（４）展開。デコード。電気信号から神経パルス信号にもどされた記憶データは、携帯電話から放たれる微び弱じやく電波となって、電話を受けた過去の本人の脳に焼きつけられる。




（１）は、紅莉栖の専門である脳科学の分野だ。α世界線の彼女は、秋葉原で手に入るパーツだけでヘッドホン型の記憶スキャナを完成させた。

（２）は、とたんに非現実的になる。まさに、ここがタイムリープ理論を実現する上での最難関だった。どんなに優ゆう秀しゆうな圧縮ソフトでも、まさかテラバイトを36バイトに圧縮はできない。しかし岡部たちには秘策があった。

　ＳＥＲＮセルン（ヨーロッパ原げん子し核かく共同研究機関）。

　本部はスイスにあり、現在のインターネットのシステムを築いたことで知られている。表むきは素そ粒りゆう子しレベルの基き礎そ研究を行う組織だが、α世界線のＳＥＲＮは密ひそかにミニブラックホールの生成に成功。世界を統すべる３００人委員会の認にん可かのもと、大勢の犠牲者ゼリーマンを出しながらタイムマシン理論の完成を目指していた。

　ネットからＳＥＲＮへの侵しん入にゆうに成功したダルは、それら裏の事実を暴あばくと、全長数十キロメートルの巨きよ大だい粒りゆう子し加速器（ＬＨＣ）をハッキングした。（１）で走査した記憶データを、Ｘ[image: ]ｋペケロツパと光回線を介かいしてネットで転送、ＬＨＣによって発生したミクロ特異点を通過させる──おおざっぱに言えばブラックホールでデータを超ちよう々々々々……圧縮することで（２）の課程、記憶データを３・24テラバイトから36バイト以下にまですることが可能になった。

（３）にあたっては、同時に『電話レンジ（仮）』によってカー・ブラックホールを発生させて、例の42型ブラウン管テレビをＯＮにすることで大量の電子を注入し、リンク特異点を裸はだかにする。あとはＤメールとおなじ要領だ。ＬＨＣで超ちよう圧縮した記憶データを、粒りゆう子し加速器の停止後28ミリ秒以内にＸ68ｋにもどし、これを『電話レンジ（仮）』を介して、裸の特異点を通して過去の自分の電話番号に送信する。

　過去に送られ、電気信号から再び神経パルスに変へん換かんされた記憶データは、（４）電話を受信した過去の自分の側頭葉に、送話口から微弱電波となって焼きつけられる。結果、タイムリープ先の本人は「未来の自分のことを思いだす」という奇き妙みような体験をすることになるだろう。これがタイムリープの概がい要ようだ。

　α世界線でタイムマシンを研究していたＳＥＲＮは、岡部たち未来ガジェット研究所の活動と『電話レンジ（仮）』、Ｄメールのことを察知。紅莉栖を拉ら致ち、脅きよう迫はくすることでタイムマシンを完成させた。これによって世界は、ＳＥＲＮを主導する３００人委員会によって支配されることになった。

　このシュタインズゲート世界線のＳＥＲＮについて、詳しよう細さいは不明だ。この世界でも、ＳＥＲＮはＬＨＣによるブラックホールの生成実験を否定していた。果たして裏のある組織なのかどうかは、ただの大学生でしかない岡部には知りようがない。

　岡部は願うばかりだ。

　もし、この世界線でもＳＥＲＮが「世界の構造を支配しようと企たくらむ組織」であったとしたら。ミスターブラウンや桐生萌郁は、α世界線でそうだったように、ＳＥＲＮに雇やとわれた工作員ラウンダーとして襲おそいかかってくるかもしれない。まゆりを殺し、紅莉栖を拉致し、レジスタンスとなった岡部やダルを、いずれ死に至らしめる可能性すら……。

「そんなことは、もう、ない」

　岡部は首をふった。

　いまの紅莉栖もタイムリープマシンを完成させる素養は有しているだろうが、『電話レンジ（仮）』がなければアイデアをカタチにするためのフックがない。記憶を圧縮するためにはＬＨＣを利用しなくてはならず、まさか国際機関であるＳＥＲＮにハッキングを仕し掛かけるなんて暴挙を、天才少女がするはずがない。だから岡部は、どんな話をするとしても、ことＳＥＲＮに関しては口を噤つぐむと決めていた。




　日付をまたいだ、２回目の２０１０年10月14日。




　ところで岡部の両りよう隣どなりに坐ったのは、あらかじめイメージトレーニングをしていたような金きん髪ぱつ美女ではなかった。ダルにも負けない本場のファットマンたち。健康に気をつかってダイエットコーラをガバガバ飲むような人たちにサンドイッチにされて、岡部は相撲すもう部屋のぶつかり稽げい古こを思わせる10時間をすごすことになる。

「これは……〝機関〟の陰いん謀ぼうか……？」




　長い、長い時間。




　相対性理論に拠よれば、高速で移動する飛行機のなかでは、時の流れが、わずかばかり遅おそくなっているのだろうか。声にならない悲鳴をあげながら、白衣の日本人青年はアインシュタイン博士に問いかけつづけた。
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　ロサンゼルス国際空港。

　滑かつ走そう路ろにカリフォルニアの太陽が突つき刺ささる。フェンスを隔へだてて空港と隣りん接せつする道路から、快晴の空を仰あおいだサングラスの女の頭上を、彼女の母国から飛んできた赤い鶴つるのエムブレムが、ジェットの轟ごう音おんを残して通りすぎた。

「あれね」

　見あげた女──牧瀬紅莉栖はサングラスを外した。そして機上の人となっていたラボメンたちのことを考えた。
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「What's the purpose of your visit?」

「観光Sightseeing」

「How long are you going to stay?」

「３日間Three days……」




　９・１１テロ以降、アメリカの入イミ国グレ審ーシ査ヨンは厳格になった。もっとも日本人であれば、頻ひん繁ぱんな渡と航こう歴がないかぎりは、ほとんど問題なく入国できる。

「まゆしぃ、こっちこっち」

「あ、ダルくん！　はぁ、緊きん張ちようしたぁ……」

　まゆりは入国審査を終えると、ダルのところに走って胸をなでおろした。

　彼女の渡と米べい目的は「フェリスちゃんのお店のお手伝いをすること」なのだが、話はそう単純ではない。

　まゆりは考えたこともなかったが、外国で働くにはビザというものが必要だ。ことに不法移民の国アメリカでは、労働が許されるビザの申しん請せいは却きやつ下かされてあたりまえで、たとえ留学生でもアルバイトは難しいのだった。そもそも申請すら高校２年生ではできず、もし不法就労がバレれば、二度とアメリカの地を踏めなくなってしまう。新しん婚こん旅行でハワイにも行けなくなる。

　そのため、あくまでもロサンゼルス・コンベンションセンターでおこなわれる『雷らいネット・アクセスバトラーズ』世界大会の観戦と観光がてら「猫耳メイドのコスプレをする」ということで口裏をあわせるように、『メイクイーン×ニャン２』のオーナーに言われていた。

　旅行ガイドを手に、まゆりは、るかを係員に見立てて問答をシミュレーションして、練習した。そのかいあって審査はすぐに終わった。まゆりはアメリカ人から見ると小学生くらいに見えたのか、パスポートの年ねん齢れいには少々驚おどろかれたようだが。

「るか氏は？」

「まゆしぃのあとだよ……あれ？」

　ところが、るかは、なにやら係員のところで揉もめていた。

「どしたん？」

「あの係員さん、日本語ペラペラだったんだけどなぁ……え？」

　とうとう警備員っぽいのが集まってきたのを見て、まゆりとダルはハラハラした。

「ちょ……るか氏。まさか成田で、あやしいブツを運ぶように頼たのまれたとか？」

「ええっ……まさか！」

　とうとう泣きべそをかきはじめたるかは、まゆりとダルのことを必死で指した。係員が、ふたりのところにやってくる。




　──あの子は、女だろ？




　たぶん、そんなニュアンスの質問というか確かく認にんをされる。

　漆うる原はらるかは、柳やな林ばやし神社の宮ぐう司じの子で、巫女みこ。

　女よりも女らしい。

「だが男だ」

　すべてを察したダルが係員に答えた。

　性別のことで、パスポートの虚きよ偽ぎ記き載さい、偽ぎ造ぞうを疑われたのだった。

　身み振ぶり手振りをまじえて係員に説明し、念のため持参した生徒手帳と男子制服姿の写真を見せると、やっと納なつ得とくしてもらえたのか、るかは解放された。

「だいじょうぶ？　るかくん」

「ううっ……やっぱりボク、アメリカの人から見ても、女にしか見えないんですね」

　るかにしてみれば、女にまちがわれるのは慣れているのだが、別室につれていかれて服を脱ぬがされそうになったのが恐こわかったのだ。

　怯おびえてしまったるかを慰なぐさめていると、いきなり今度は大きな声があがった。

　あの声が。




　──本来なら、隠かくしておかなくてはならないのだが……。




　渡航目的を訊きかれた男は、旅行英会話集をひらくと、いっそう声をはりあげた。

「マイ、ネーム、イズ、キョーマ・ホウオウイン！　アイ、アム、マッドサイエンティスト！　ユナイテッドステーツ、コールス、アンド、インバイト！」

　わが名は鳳凰院凶真。

　われはマッドサイエンティスト。合衆国政府に招しよう聘へいされた。

　答えた白衣の日本人青年を見て、目を細めた係員は、

「HAHAHAHAHA……！」

　爆笑。

　そして屈くつ強きような警備員を呼ぶと、自じ称しようマッドサイエンティストの両りよう脇わきを固めさせる。

　それを見て、ダルとまゆりは呆ぼう然ぜんとした。

「オカリン……！　それはダメだろ」

「オカリンは鳳凰院凶真だけど、岡部倫太郎だよ……！」

　パスポートには書いてあるのだった。

　手て錠じようをかけられて連行されていく岡部の、情けない悲鳴が、空港に響ひびきわたった。

「ア……アメリカンジョーク！　アイアムア小市民スモールシチズン！　ドゥーユー、アンダースタンド……？」
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　入国審査を無難にやりすごしたダルとまゆりだったが、つぎの段階で、やっぱり躓つまずいた。

　中東情勢などで空港警備が厳しい時期は、手荷物を受けとったあとも、係員が来てトランクを開けさせられることがある。キャリーバッグを受けとったまゆりは、女性の係員に声をかけられた。

　もしかすると不マツド審サイエン者テイストの同行者ということで、マークされたのかもしれない。

「マイ、ユニフォーム……じゃなくて、コスチューム」

　トランクに詰つめこまれた数着のメイド服を見て、係員は目を白黒させた。とうとうまゆりは、なにを思ったのか、その場で金髪のウィッグをつけて猫耳をかぶると、いつもの調子で、

「ニャン」

　と愛あい嬌きようをふりまいた。まゆりワールドにひきずりこまれた係員は、無罪放ほう免めんにするしかない。

　そして最後の最後で、泣きを見たのはダルだった。

　税関から出てきたダルは、ずーんと重たい表情で、まゆりとるかの前に現れた。

「ダルくん？　どうしたの」

「とられた……」

　絶望の声を絞しぼりだす。

「盗ぬすまれたんですか……！　まさか、財さい布ふ？　パスポート？」

　るかが心配した。

「ちがうお……税関で没ぼつ収しゆうされたんだお……！」

　ダルのトランクは着き替がえとパソコン以外はすっからかんだ。未成年だから酒もタバコも持っていないはずだが。

「なにを持ちこんだの？　荷物多いなって思ってたけど……」

「……カップ麵めん！　レトルトのカレーも！　あいつら日本語わからないくせに、『牛』とか『豚ぶた』とか『肉』って漢字は知ってんだよ！　図形として！」

　狂牛病ＢＳＥがらみで、肉および肉製品は持ちこみ不可だった。




　こうして入国審査、手荷物受取所、税関、なかよくひっかかったラボメンたちが自由の身となったのは、飛行機の到とう着ちやくから、ずいぶんたってのことだった。

「遅おそかったのね……なにかあった？」

　ようやく正式にアメリカの地を踏ふんだまゆりたちを、紅莉栖が待ちくたびれた様子で出で迎むかえた。

「あ！　紅莉栖ちゃんだよ！」

「牧瀬氏、乙おつ」

　まゆりたちは喜んだ。

　それほど間を置かない再会だったが、空港であった出来事だけでも新しい話題には事欠かなかった。
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　別室に連行されて、こってりお説教をくらった岡部は、やっと解放されて念願の合衆国上陸を果たした。

「〝機関〟め……まさか連れん邦ぽう政せい府ふに手をまわして、入国を妨ぼう害がいしてくるとは……」

　説教といっても英語だったので内容はよくわからず、ただただ体格のいい外国人に恫どう喝かつされた数十分だった。

「あいかわらずね、岡部」

「お……？」

　空港のエントランス前にある駐ちゆう車しや場に１台の大型車が停とまっていた。

　キャデラック・エルドラド。

　色は褪あせたサーモンピンク。車種や年式まではわからないが、岡部でも、それが古き良き時代のアメリカを象しよう徴ちようする自動車であることは、なんとなく知っていた。

　乗っていたのはまゆり、ダル、るか、サングラスをかけて粋いきがっている小こ娘むすめだ。

「ほら、紅莉栖ちゃんだよ！　オカリンはね、紅莉栖ちゃんが帰国してから……」

「おお！　誰だれかと思えば、実験大好きっ子の、わが助手クリスティーナではないか」

　岡部はまゆりの言葉にかぶせて、つっかかった。

「助手って言うな」

　紅莉栖は目も見ずボソッとかえした。

「フッ……俺はてっきり〝機関〟の送りこんだエージェントかと思ったぞ」

「ダメだこいつ。早くなんとかしないと」

　紅莉栖は眉み間けんに手をあてた。

「変わらぬ＠ちゃんねらー、乙」

「…………！　くだらないこと言ってないで、さっさと行くわよ！」

　紅莉栖が「ねらー」であるらしいことは、結局、こらえ性しようのない岡部によって、周囲にバレたも同然になっていた。

「ん……待て！　まさか、おまえが運転して……」

　左ハンドルの運転席についているのは、紅莉栖だ。

　岡部もダルも、いまどきの東京の若者らしく車には興味がない。免めん許きよを持っているのは紅莉栖だけなのだが。

「なんか文句あるの？」

「ルカ子よ」

「あ、はい？」

　るかを呼びつけた岡部は、短く告げた。

「タクシーを呼べ」

　岡部のひと言で、紅莉栖の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おは、あっさり切れたらしい。

　アクセル。

　豪ごう快かいなエンジン音を残してキャデラックは走り去った。岡部を残したまま。

「え……あ、おい！」
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　ロサンゼルス市街。

　紅莉栖は、ダウンタウンの一角に車をつけた。

　道みち幅はばは５車線ぶん以上あるのに一方通行、おまけに立体交差。アメリカが車社会であることは数十分のドライブで体感できた。

「ここ、なの……？」

「うん。フェリスちゃんとは、ここで待ちあわせをしているのです」

　車から降りたまゆりが、紅莉栖に説明した。

　４つの円柱ミラービルからなる大型ホテルは、金きん融ゆう街を一望できるダウンタウンのランドマークだ。ジムやギフトショップ、フードコート、カフェなどを備えた、ビジネスマンむけの高級ホテルだった。

「たしかに明コン日ベンのシヨ会ンセ場ンターまでは、道１本で便利だけど……」

　数ブロック先のコンベンションセンターまでは、歩いても行けないことはない距きよ離りだった。しかし高校生や大学生だけのグループが泊とまるような格式のホテルではない。

「なにからなにまで、フェイリスたんが手配してくれたんだお」

「フェイリスさんって、本当に実業家なのね」

　紅莉栖とフェイリスは、まだ、さほど親しくはない。先月の滞たい在ざい中、メイド喫きつ茶さで紹しよう介かいされた程度の仲だ。

「うん。ところがね牧瀬氏……」

　ダルがなにか言いかけたとき、タクシーがホテル前に停車した。

　降りてきたのは、仏ぶつ頂ちよう面づらの岡部だ。

「…………」

　無言で紅莉栖の前に立った岡部は、すっと手を出した。

「…………？」

「タクシー代」

　空港からは直線でも10マイル以上だ。

「なにそれ？　この……！」

　反省した様子のない岡部の態度に、紅莉栖がむっとして言いかえそうとしたとき、鼻にかかった甘ったるい声が響ひびいた。

「凶真～」

「おお、フェイリスたん」

　ダルが目を輝かがやかせた。

　ホテルから現れたのは、今回の企き画かくの主しゆ催さい者しや、ラボメンナンバー００７の少女だった。

「凶真！　せっかく予約したホテルを、どうしてキャンセルしたニャン？」

　フェイリスが鳳凰院凶真こと岡部を問とい詰めた。

「そうだお、オカリン！　どうしてフェイリスたんが予約してくれたこのホテル、キャンセルしたん？」

　ダルが文句をつけた。渡と米べい直前になって、岡部が予約をキャンセルするように連れん絡らくしたのだという。フェイリスとおなじホテルに泊まれると喜んでいたダルは、納なつ得とくできない。

「〝機関〟に潜せん伏ぷく先を知られるわけには、いかないのでな」

「もしかして……凶真！　北米大陸の七人の王を！」

「ああ……〈七セブンズ哲・フイロ人ソフイ〉」

「ニャニャ……！　ついに日米大決戦ニャ！」

「しかし無益な争いは避さけねばならん」

　岡部とフェイリスがいつものやりとりを交かわしはじめると、紅莉栖は盛大なため息をついた。岡部の厨ちゆう二に病びよう設定に同調シンクロできる女の子がいることが、信じられない。

「だいじょうぶニャ。いざというときは秘奥義〈死デスの・ア魅トラ惑クト〉ニャ！」

「なに……！　ついに、あの奥義を修得したというのか……！」

「フッ……」

「時は満ちた……！　遥か８７７０キロ！　我は、ここに宣言する……！　この肉体が滅ほろび、黄金宮ヴアルハラへと魂たましいが帰する、そのときまで……神々の黄昏ラグナロツクを戦い抜ぬくと！」

　ホテルのエントランスで、岡部は盛大に声をはりあげた。

　従業員によって警備員が呼ばれ、通報を受けたロス市警ＬＡＰＤのパトカーが到着したのは、数分後のことだった。
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　結局、未来ガジェット研究所の面々は、紅莉栖が宿しゆく泊はくするホテルに転がりこんで、やっとひと息ついた。

　カーテンを開けると窓の外にはＵＳバンクタワーが見えた。西海岸でいちばん高いビルらしい。ダウンタウンの高層ビル群を一望するホテルの眺ちよう望ぼうは、アメリカらしい光景だと感じさせる。

「助手のわりには、いい部屋に泊まっているではないか」

　空港につづいてホテルでも、警察のごやっかいになりかけた岡部は、すっかり機き嫌げんを損そこねていた。厨二病このおとこの場合、大声を出してあたり散らすようなことはしないが、とにかく臍へそ曲まがりになって相手をするのがめんどうくさくなる。

「岡部たちの宿泊先が決まるまでだから……って、勝手に入れるな！　勝手に飲むな！」

　ダルがバスタブに水を張り、岡部は冷蔵庫のドクペを勝手に飲みはじめる。

「……ニャ」

「って、寝ねてるし！」

　時差のせいか、まゆりとるかはベッドルームで寝ね息いきを立てはじめた。




　数時間後。

　ダルは持参したノートパソコンをネットにつなぎ、岡部はテレビを見ていた。まゆりはさっき起きて、ソファに坐すわると明日つかうコスプレ服の調整をはじめた。

「どっかで見たような光景ね」

　紅莉栖は呆あきれた。

「やっぱり、これがいちばんおちつくねぇ」

「まゆりまで……どれだけラボ好きなのよ」

　ホテルの家具の配置が、奇くしくも秋葉原のラボと似ていたのだった。

「こちらでの暮らしはどうなのだ」

　天ウエ気ザー予ニユ報ースを眺ながめながら、岡部がつぶやく。

「別に……とくに変わらないわ」

「タイムマシンの論文など、書いたりしていないだろうな」

　岡部は釘くぎをさした。そのときばかりは真しん剣けんな表情で。

　以前、紅莉栖が書いたタイムマシン論文は、紅莉栖の父である中なか鉢ばち博士に奪うばわれた。そしてロシア航空機の貨物室で灰になった。

　それが、このシュタインズゲート世界線で確定した事実だ。

　しかし紅莉栖が、今後タイムマシン理論の構築を目指すようなことがあれば、未来は、どうなるかわからない。牧瀬紅莉栖という天才少女は、いかなる世界線においてもタイムマシンの鍵かぎを握にぎる存在だった。

　たしかなことは──タイムマシン、およびタイムリープマシン、Ｄメールといった過去を改変する発明は、人類に、死にまつわる不幸をもたらすだけだったということ。

　だから岡部は、紅莉栖を案じる。

「ああ……別の世界線とかいう話……？」

　やや遠まわしに答えながら、紅莉栖はほかのふたりを見た。まゆりとダルは興味なさそうに、それぞれの作業に没ぼつ頭とうしている。

「時折な……俺以外の者でも、別の世界線の記き憶おくを持つことが、あるようだったのでな」

〈リーディングシュタイナー〉を有するのは岡部ひとり。

　だが別の世界線のことを断だん片ぺん的に覚えていた、あるいは、なにか大切なことを忘れていると気がついた。そんなアトラクタフィールド理論に反する前後関係つじつまのあわない事例が、まゆりや他ほかのラボメンに希まれに起きることがあったのだと。

「心配しなくていいわ……私が覚えているのは、ラジ館であんたに助けてもらって。気絶して。そのあと、お礼を言おうと思って捜さがしていたら再会した。それだけ」

　それが、ここにいる紅莉栖にとっての事実。

「本当に、それ以外は覚えていないのだな」

「え？　それ、って……」紅莉栖は、言葉に詰まりながら、なぜか顔を赤らめた。「あたりまえでしょ！」

「そうか」

　岡部はそっけなく応えると、それきり黙だまってしまった。

　まだ、なにかを言いかけた紅莉栖だったが、携けい帯たいのバイブ音が会話を打ち切った。

　紅莉栖は、電話の相手をたしかめると携帯に出た。

「──もしもし……え？　見つかった？」
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　ダウンタウンから東に数十分あまり。住宅地を抜けて、すっかり郊こう外がいの景色になった幹線道路沿いの駐ちゆう車しや場に、紅莉栖は車を停とめた。

　アメリカの空は夕ゆう闇やみに沈しずんでいく。

　漠ばくとした景色のなか、寂さみしげな風が、肌はだを撫なでていった。

「イッツア、モテ～～～～ル」

　車から降りるなり、岡部倫太郎は絶ぜつ叫きようした。

「じゃ」

「待て！」

　ラボメンたちを降ろして発車しようとしたキャデラックのボンネットを、岡部が叩たたく。

「ちょっと……これ借りた車なのよ！」

　紅莉栖はムッとした。

「俺たちを、こんなところに置いていくつもりか！」

「しょうがないでしょ！　あんたの言う予算じゃ、モテルくらいしかないのよ」

　女の子がいる以上、バックパッカー用のゲストハウスという選せん択たく肢しもない。

「モテルといえば……！　アメーバ状の宇宙人が人間に乗り移ったり、ホッケーマスクをかぶった殺さつ人じん鬼きが、鉈なたを手に襲おそってくる可能性もある場所なのだぞ！」

　岡部でなくとも、日本人が知るモテルへのイメージは、ひどく偏かたよっている。

「現実とフィクションをいっしょにしとるのか、おのれは」

「なにをいまさら」

　岡部の言動は、いまにはじまったことではない。ダルが紅莉栖にツッコミを入れる。

「たしかに、そういうのは映画のなかだけの話かもしれませんけど……やっぱり、怖こわいです！」

　るかが訴うつたえた。

　モテルは２階建て。日本でいえば、地方のデートスポット周辺にひっそりとありがちなラブホテルといった印象の安やす普ぶ請しんだ。

「そうね……まあ、たしかに。まゆりや漆原さんを、ひとりで寝かせるのも……」

　紅莉栖は考えなおした。

「まゆしぃならオカリンといっしょでも平気なのです。小さいころはオカリンの部屋で、ふたりで寝たりしたから」

「ふたりでって……？」

　思いがけないカウンターパンチに、紅莉栖は動どう揺ようした。

「なにを想像しておるのだ。小さいころの話だと言っておろうが。恥はずかしいやつめ」

　岡部が、また煽あおるようなことを言う。

「うっさい！　とにかく男の人といっしょの部屋はダメ！　だから、まゆりは漆原さんと……も、男か」

「はい」

　るかが肯うなずく。

　紅莉栖は頭がこんがらがってきた。とれた部屋は３室だ。

「じゃあ……仕方がない。私も、ここに泊とまるわ。だから岡部と橋田、私とまゆり」

「ええ！　ボクがひとり部屋……怖いです！」

　るかは細い肩かたをふるわせた。

「じゃあ橋田をひとり部屋にして、私とまゆり、岡部と……」

「凶真さんとなら、かまいませんけど」

　るかは、ちらっと岡部を見つめると乙おと女めの表情をした。

　岡部は深々と肯いた。

「だが……男だ」
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　近くのガソリンスタンドに併へい設せつされた店で買ったもので夕食を済ませると、一行はもう、やることがなくなった。明日までに時差ボケをなくそうと、早々に、電気を消して眠ねむりにつくことにした。

「──結局、牧瀬氏がひとり部屋になったんでしょ？」

「まぁ、ルカ子とまゆりなら問題ないだろう」

　ダルと岡部は、おなじベッドで横になっていた。

「百合ゆり展開ハアハア」

「妄もう想そうすな……だいたい、となりの部屋が百合展開というのなら、この部屋は……」

　岡部が言いかけると、ダルは、

「アーッ」

「黙れ」

　男ふたりは、なかよくジャレあった。

　とはいえ、ひどく寝ね苦ぐるしい。原因は単純明快で、どうにもベッドが小さいのだ。アメリカのくせに通常のダブルサイズほどしかなく、女子ふたりならともかく岡部とダルでは狭せまい。あと、ダルは鼾いびきがひどいはずだ。

「ねぇ、オカリン……」

　ダルが甘えた声をあげた。

「なんだ」

「ジャンケンで、どっちかが車で寝ることにしね？」
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　モテルの２階にある部屋をでた岡部は、静かにドアを閉めた。

「ふぅ……」

「どうしたの」

　見ると、紅莉栖が外の通路の柵さくにもたれかかっていた。

　あたりは暗く、表情は、よくうかがえない。

「寝ね床どこをゆずってやったのだ。ま、スーパーハカーは俺の大事な右みぎ腕うでだからな」

「ジャンケンで負けたのね」

　話は筒つつ抜ぬけだったらしい。

「ぬっ……！　おまえこそ、こんな壁かべの薄うすいモテルに泊まらずとも、あの高そうなホテルにもどればいいだろう」

「いまからホテルにもどって、明日、またここまで迎むかえに来るほうが、めんどうくさいわよ」

　紅莉栖はそっぽをむいた。

　岡部は、紅莉栖の背後を通りすぎて外階段をおりようとした。

「そういえば」立ちどまって、ふりかえる。「９号機は届いたか？　完成した『宇宙標準時計』は」

「……ええ。ケースまでつけてくれて、ありがとう」

「礼はダルに言え。それで、所在は」

「大学……研究室の私の机の上。ちゃんと動いているわよ。時間は……一方向に。ループすることなく」

　16進数６桁けた、１６７７万７２１５粒つぶの砂は、流れ落ちつづけている。

「そうか」

「…………」

「どうしたのだ？」

　どうも様子がおかしい。

「別に……ただ、ちょっと」

　紅莉栖はあいまいに応じる。

「…………」

　乾かわいた夜風が、間をつなぎ、紅莉栖の髪かみをさらう。

「そうか」

　つぶやいて、岡部は階段をおりようとした。

「ねぇ……」

「ん」

「ちょっとだけ、来ない……？」

　聞きたいことがある。そう告げて紅莉栖は、岡部を自室に誘さそったのだ。
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「これは……！　ダイエット・ドクトルペッパー！」

　紅莉栖の部屋の冷蔵庫に入っていたドリンクを手にして、岡部はおおげさなリアクションをかえした。

「おみやげに買って帰ったら？　いまのレートだと、こっちのが安いし」

　リーマンショックを受けた世界金きん融ゆう危機と、連邦F準備R銀行Bの量的緩Q和政策Eによるドル安で、レートは80円台割れに迫せまる勢いで推移している。いずれは史上最高値を更こう新しんするという話だ。

「ふむ……それで聞きたいこととは、なんだ。〝機関〟に関する情報か？　もしくは……」

「茶ちや化かすなら出てって」

　ふたりきりになると、紅莉栖は遠えん慮りよなく不満をぶちまけた。

　鳳凰院凶真の仮面を脱ぬげと。

「……フッ。いつかも、そんなことを言われたが」

「いつか……？」

「別の世界線での話だ。気にするな」

　岡部はダイエット・ドクトルペッパーを口に含ふくむ。甘さスッキリ。

「訊ききたいのは、それ」紅莉栖は真しん剣けんだった。「正直、私は、あんたが話してくれた別の世界線の話には懐かい疑ぎ的よ」

「…………」

　アメリカに帰国してからも、岡部が秋葉原の公園で話したことを、ずっと考えていたのだろう。

　自分のことを真面目まじめに考えてくれている紅莉栖に、岡部は感謝すると同時に気まずさも覚えた。

「でも、あんたが言うように……実際に経験していない夢は見る。たとえば、秋葉原の陸橋で泣いているあんたを励はげましている夢。ホワイトボードをつかって一いつ所しよ懸けん命めい、議論をしている夢……」

　紅莉栖は胸の内を吐と露ろした。

　岡部は、肯く。

「やはり別の世界線の記き憶おくが、断だん片ぺん的に残っているのだな」

「じゃあ、事実なの？」

　そうだとしたら、紅莉栖にとっては驚きよう天てん動どう地ちのことだ。

　秋葉原の陸橋で泣いていた岡部を、励ました。

　ホワイトボードをつかってＤメールやタイムリープに関する議論をした。

「それを事実と言うべきかは、非常に難しい問題だがな」

　たしかに「あった」事実──その過去形がしめす対象に、おなじ時系列にない、別の世界線での出来事をふくめるのかどうか。これは言語文法の時制にもかかわる問題だった。なかったことにされたことを、あったと表現するべきなのか。タイムマシンで生まれる前の過去にもどった者は、自身の記憶を、過去完かん了りようであらわすべきなのか未然とするべきなのか。

「…………」

「夢のようなもの、と言ってもいいかもしれん」

　夢だということにしても、因果関係において問題は生じないのだ。

「それが生じているのは、岡部……あんたがいるからよね」

　岡部の存在は、周囲の人間に違い和わ感かんを誘ゆう発はつする。

〈リーディングシュタイナー〉を有する岡部の記憶──たとえば２０３６年から来た未来人の助けを借りてタイムトラベルしたこと。スタンガンで紅莉栖を気絶させて、自分の血だまりに彼女を寝ねかせた一連の行動アクシヨンは、それはβ世界線での記憶だ。

　首しゆ尾びよく目的を達し、タイムマシンで８月21日にもどったとき、世界はアトラクタフィールドβからシュタインズゲート世界線へと移動したはずだ。

　奇き妙みようなことだが、岡部には、このシュタインズゲート世界線での記憶が欠けている。

　先述したが、７月28日から８月21日のあいだ、この世界線における岡部の記憶は、厳密にはなかった。岡部には、その日付のあいだの記憶は数百数千通りあるが、それらはみな別の世界線のものだ。

　岡部は、覚えていない。あるいは覚えていないから、記憶が改変されたことを、知っている。

「たとえば……助手よ。おまえは７月28日に、なぜラジ館で気絶したんだ？」

「それは、あんたがスタンガンで……あ」

　紅莉栖は気づいた。その岡部の記憶はβ世界線のものだ。この世界線の岡部はスタンガンを買っていないはずだし、そもそもタイムマシンが存在しないから過去には行けない。

「そうだ。俺は、すべてを覚えているが、にもかかわらず俺は知らない。助手よ……スタンガンで気絶させられた記憶か、あるいは証しよう拠こは？」

「わからない」紅莉栖は正直に答えた。「あのときパパがナイフを抜ぬいて、あんたが刺さされて……動転して気を失ったのかも」

「おまえが気絶したのは、俺を刺した中鉢が逃にげたあとだったな。とすれば、おまえが覚えていないのでは、誰だれにも、わからないということだ。そういうことは日常でも、めずらしいことではないだろうが」

　目もく撃げき者や、現場となったラジ館の倉庫に防犯カメラがないかぎりは、この世界が、どうやって辻つじ褄つまあわせをしたのか、事実は闇やみのなかだ。

　岡部の〈リーディングシュタイナー〉は、世界線をまたいで記憶を継けい続ぞくできる。

　だが、その記憶が、どの世界線のものだったのかまでは分類しきれない。手がかりとなるのは世界線が移動したとき岡部だけが感じる〝眩暈めまい〟の症しよう状じようだが、これはハッキリしたものではなかった。実際、最後のタイムトラベルのときは大量出血と腹の傷の痛みによって、眩暈はかき消されてしまったと思われる。

「俺には、このシュタインズゲート世界線における７月28日から８月21日までの記憶がない」

　世界線が移動したとき、改変された過去にあわせて都合よく辻褄あわせをする。

　言ってみれば人間の脳に本来備わっているはずの機能が、岡部には欠損していた。

「でも……それでも私に言わせれば、あんたが覚えていることは、やっぱり別の世界線で実際にあった出来事」

「…………」

「そう……なら、私が忘れているだけなんだ」

　つぶやいて、ベッドに坐すわった紅莉栖は背をむけた。

「……なんだ？」

「その、もういっこ変な夢を見るのよ。私と岡部が、その……」

「その……？　なんだ」

「だから……ひゃん！」

　言いかけて、紅莉栖は妙みような声をあげてビクッとふるえた。

「トイレか？」

　デリカシーのない岡部の言葉に、結局、紅莉栖は話を切りだすことができず、手にしたドクペの缶かんを潰つぶして、投げつけた。

「この……ＨＥＮＴＡＩっっ！」




　結局──部屋を追いだされた岡部は、広々としたキャデラックの後部座席で、体を丸めて眠ねむることになった。

「オカリンと紅莉栖ちゃんは、なかよしさんだねぇ……」

　ふたりの気持ちを、知ってか知らずか、まゆりは幸せな寝ね顔がおを浮うかべていた。
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　ロサンゼルス・コンベンションセンター。

　Ｅ３（Electronic Entertainment Expo）やオートショー、アニメエキスポなどが開かい催さいされる国際展示場だ。

　コンベンションセンターに隣りん接せつするステイプルズ・センターは、ＮＢＡのロサンゼルス・レイカーズ、ＮＨＬのロサンゼルス・キングスなどの本ほん拠きよ地ちで、スポーツをはじめとして年間２００以上のイベントがおこなわれる。




　収容人員２万人を誇ほこる全米を代表するアリーナは、この週末ウイークエンド、カードゲームの闘とう技ぎ場と化す。




『雷らいネット・アクセスバトラーズ』世界大会がおこなわれ、あわせてコンベンションセンターでは『雷ネット翔しよう』を中心にしたジャパニメーション、ｍａｎｇａの展示会がひらかれていた。

「ここが本場の聖地ビツグサイトだお！」

　ダルは興奮していた。

　デカいだけのバーガーと、バケツみたいな紙コップの炭酸飲料。それだけで成人男子の１日分の摂せつ取しゆカロリー量を補えるアメリカンサイズのファストフードを味わうと、やっと観光気分が盛りあがってきた。

「いや……この場合、本場は日本になるわけだが」

　岡部は居い心地ごこちが悪そうにつぶやく。

「細けぇことはいいんだよ……！　アメリカは、すべてのエンタメの本場じゃん」

　アリーナ周辺は大混雑だ。

　展示会とあわせれば10万人以上の動員が見こまれるという。世界大会ということもあって、飛び交かう言語も様々だ。『雷ネット翔』は日本発はつ祥しようのコンテンツで、東アジア圏けん、ヨーロッパ圏で成功、ついに世界最大の商しよう圏けんアメリカへの上陸を果たした。

「まゆ氏とるか氏は模も擬ぎ店の準備だし、あとで顔を出すとして……オカリン？　どこ行くん」

「ぶらついてくる」

　岡部は、この手のイベントにはあまり参加したことがなく、人酔よいしてしまったのだ。

「フェイリスたんの応おう援えんは！」

「俺にはやることがある。この世界大会は〝組織〟の目を欺あざむくためのフェイク……任せたぞフェイリス、ダルよ……天使の刺青いれずみをした女には気をつけろ。エル・プサイ・コングルゥ」

　岡部は携けい帯たいを耳にあてながら、外に出ていった。

「なんか任されてしまいましたけど」

　聞き流したダルは、会場にむかった。
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　大型ポイントガードとして一時代を築いたアーヴィン・〝マジック〟ジョンソン。

　前ぜん人じん未み到とうの６階級制せい覇はをなしとげた〝ゴールデンボーイ〟オスカー・デラホーヤ。




　いま。




　英えい雄ゆうたちの銅像が見守るステイプルズ・センターのアリーナで、ピンク髪がみの猫ねこ耳みみメイドが跳はねる。

「これで決まりニャ！」

　中央に吊つられたマルチモニタに、戦ゲーム場シートが映された。

　追いつめられて、往生際ぎわに逆転を狙ねらった対戦相手の一手は、しかし小こ悪あく魔まに誘さそわれた罠わなだった。




　──Virus Card !




　勝機を逃のがさず。

　決手。

「ウイルスカードだお……！　フェイリスたん、完勝～！」




　──ウォオオオオオオオッ！




　客席中段で立ちあがったダルだったが、たちまちステージは見えなくなった。

　観客は総立ち。

　勝利を決めた、魅み惑わくのジャパニーズ・ガールを喝かつ采さいする。




　フェイリス・コール。

　ニャンニャン・コール。




　彼女はラボメンナンバー００７。『雷ネット・アクセスバトラーズ』世界大会２０１０の勝者に、世界の観客たちは感かん嘆たんし、惜おしみない拍はく手しゆを贈おくった。
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　コンベンションセンターの一角に設けられたステージでは、こちらも未来ガジェット研究所の関係者がフラッシュを浴びていた。

　ラボメンナンバー００６。

『雷ネット翔』に登場する小学生キラリちやんコスを着ているのは、漆原るかだ。

　つい先月のことだ。東京の小さなイベントでコスプレデビューしたるかは、たちまち話題となり、こうして世界に羽ばたいた。

　世界のカメラ小こ僧ぞうたちは興奮する。

　言語はさまざまだが、異口同音に。




　──完カン成セイ度ド激ゲキ高タカ！




　もしも漆原るかを知らない者が、たまたまファインダーに収めた17歳の合法女児ロリの性別を教わったなら、彼ないし彼女は、人生をつまらなくしていた固定観念を破は壊かいされるだろう。

「大人気だねぇ」

　衣装を作ったかいがあったというものだ。椎名まゆりは、うれしそうに見守るのだった。
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　午後。

　コンベンションセンター内のカフェで、岡部は時間を潰していた。

　ダルからのメールで、フェイリスの優勝は知っていた。そのフェイリスからのメールで、表ひよう彰しよう式しきとプレスむけ記者会見などで、もうしばらく時間がかかりそうだということも。

「……あ」

「お……お待たせ、しました」

　ぎこちない様子でトレイを運んできたのは、猫耳のウェイトレスだ。

　牧瀬紅莉栖とオムライス。

[image: ]

「待て……語ご尾びの『ニャンニャン♪』はどうした」

　そしてオムライスには、客の前でケチャップ・アートを施ほどこしてコミュニケーションをとるのが日本式メイド喫きつ茶さの作法だ。

「ドＳか、おのれは……なんで、そんなことを！　この私が！」

　このアメリカで、おおっぴらに働けるのは永住権グリーンカードを取得している紅莉栖だけだ。なにしろ未来のノーベル賞まちがいなしの天才少女だ。卓たく越えつ技能労働者として、望めばすぐにでも帰化が認められ、連れん邦ぽう機関で働くことができるだろう。

　一方、まゆりはエントランス周辺で「たまたま」猫耳メイドのコスプレをして、「なぜか」両手に『メイクイーン×ニャン２　ロサンゼルス支店（仮）』の看板を持っている、ということになっている。

「助手よ。おまえは日本のメイド文化を、アメリカにつたえる伝道師なのだぞ」

「誰だれも、そんなものになった覚えもなければ希望した覚えもない」

　紅莉栖は車で送そう迎げいを頼たのまれただけだ。それが当日になって、メイド服を押しつけられて、なし崩くずしに働かされることになった。

「会場で手伝いをするというのが、飛行機代の交こう換かん条件なのだ。ラボメンなら協力して当然……」

「私は飛行機代を出してもらった覚えはないのだが」

　紅莉栖は腹を立てた。ロサンゼルスまでのガス代も自腹だというのに。

「ラボメンは一心同体だ」

「なら、あんたも働け」

「フッ……それだけの元気があるところを見ると、どうやら昨日は眠ねむれたようだな」

　岡部に言われて、紅莉栖は昨夜のことを思い出したのか、ちょっと頰ほおを赤らめる。

「あんたこそ……キャデラックのシートは寝ね心地ごこちよかったでしょ」

「なにか、気になっていたようだが」

　岡部がたずねた。変な夢がどうとか……。

「別に」紅莉栖は、ぷぃと顔をそむける。「あれは、ちょっとした好こう奇き心しんというか……ううん、そんなものもないけど」

　夢を見ること。あるはずのない記き憶おくのこと。

「そうか」寂さみしげに。「そう……なら、忘れてしまうのもいいさ」

「…………？」

「別の世界線のことを追いかけても、いいことはないのだからな」

　それは紅莉栖にというより、自分にむけた言葉だったのかもしれない。

　岡部は静かに断じた。

　どんなに大切な記憶であっても。

　辛つらいことを乗り越こえてこそ、未来があるのだとしても。それが、いまの幸せを壊こわしてしまうとすれば、思いだすべきではないのかもしれない。

　岡部は、すべての思いを伏ふせた。

　気づかないうちに隠かくす癖くせがついてしまっていた。紅莉栖の顔を見れば「あれを言ってはいけない」「これは教えてはならない」とばかり、まず頭に浮うかぶ。




　いま、ここにいる岡部の想おもいは埋まい没ぼつする。




「わかってるわよ……！　ぜんぶ忘れるつもり」

　紅莉栖は売り言葉に買い言葉で、つい強く言い放った。

「そうか」

　岡部はテーブルに視線を落とした。紅莉栖は仕事にもどっていった。

　ほかのウェイトレスは、フェイリスが現地で手配したアルバイトだった。『メイクイーン×ニャン２』式の猫耳メイド服を着て、一応の研修を受けてはいるようだが、やはり、ぎこちない。

　ニンジンのデニッシュがついたオムライスの上で、それを食べるでもなく、行ぎよう儀ぎ悪くフォークを泳がせていた岡部は、ふと外を見た。

　ガラス越ごしに。

　コンベンションセンター前のロータリーに、赤いスポーツカーが停車した。運転しているのは──女か。黒くろ髪かみのアジア系だ。

　駆かけよった別の女がドライバーに手をふった。

　車のドアがひらく。

　デニムのホットパンツにデイパックを担かついだ女は、身体からだをひねって助手席に滑すべりこませた。

　岡部は目を見はった。

　手て脚あしがすらっと長い。ちょっと中性的な印象の、ショートカットの彼女の顔が、心をとらえた。

「鈴すず羽は……？」

[image: ]
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　キャンディレッドのマスタングＧＴが発進したとき、岡部は一も二もなく走りだしていた。

　タクシーに飛び乗ると、運転手に赤い車マスタングを追うように告げる。

　暴れ馬のエムブレムをつけた車は、昨日、岡部が訪おとずれたダウンタウンの金きん融ゆう街を抜ぬけて、フリーウェイを北に。看板にあった『[image: 26]番通りAve.26』というのがどこなのかは、岡部にはまったくわからない。

　岡部はカタコトの英語で、運転手はカタコトの日本語でやりとりをした。ドジャー・スタジアムがあるらしい丘おかを左手に、コンクリートで固められたロサンゼルス川を渡と河かした。このあたりの川は、ただのデカい側そつ溝こうだ。白っぽいコンクリートで固められた河岸を、わずかな水の流れが這はっていた。

　アロヨ・セコ・パークウェイに入って、あたりは街路樹が整備された戸建ての住宅地に変わった。交通量に余よ裕ゆうができはじめると、赤いマスタングは、なお速度をあげて東にむかっていく。

「なぜ……」

　なぜ、阿あ万ま音ね鈴羽がここにいる。

　白昼夢のようだ。

　あのマスタングに乗りこんだショートカットの女は、背格好も、顔も、阿万音鈴羽によく似ていたから。




　──また会おうね、７年後に。




　岡部は回想する。

　α、βいずれのアトラクタフィールドにおいても、未来から訪れたタイムトラベラー。

　未来人ジョン・タイターことバイト戦士・阿万音鈴羽。

　ディストピア、第３次世界大戦──いずれの世界線でも、不幸な未来を、自分の存在とひきかえに改変しようとした、時を駆けた少女。

　橋田至ダルの娘むすめだ。

「鈴羽……あいつは言っていた。タイムマシンが完成しないシュタインズゲート世界線では、鈴羽じぶんは７年後に生まれてくるまでは、現れないだろうと」

　いいや……それが思いこみだとしたら？　鈴羽の願望でしかなかったとしたら？

　未来のことは、誰にもわからない。

　シュタインズゲート世界線の未来は、なにも定まっていないのだ。岡部は先入観を捨てるしかなかった。

「──なのに、ここに現れたということは。この世界線でもタイムマシンが……？」




　　　　＊




「──岡部がいない？」

　紅莉栖が気づいたときには、岡部が坐すわっていたテーブルには、オムライスの皿が手もつけずに放置されていた。

「なんかね……フラフラって会場の外に出ていったのは、見たんだけどね」

　まゆりは心配げだ。

　そこにフェイリスがやってきて、声をあげた。

「みんニャ～！　凶真はタクシーに乗っていったみたいニャ！」

　警備員が覚えていたらしい。白衣を着た日本人と言ったら、すぐにわかった。

「ええ～？　オカリン、なにかあったのかなぁ……」

「また、いつものやつっしょ」

　ダルが言った。大人なんだから、ほっとけと。それからダルは、もったいないからと言ってオムライスを食べはじめた。
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　キャンディレッドのマスタングＧＴが、国道沿いのドライブインに停とまっていた。

　見えるものといえば、まっすぐなアスファルトの道路、電柱と電線、枯かれかけた灌かん木ぼく、あとは岩と砂と空と太陽ばかり。街も、人も、動物さえいない。そんな岩砂さ漠ばくの只ただ中なかに、ぽつんと存在する店は廃はい屋おくじみていて、ドアを開けて入るのは勇気がいるほど、活気がなかった。

「──それで、ここまで追いかけてきたのね」

　ドライブインのカウンターに坐ったショートカットの女は、ストローから唇くちびるを離はなすと、岡部に返事をした。

「では……別人なんだな」

「そうね」女は肩かたをすくめる。「私は『雷らいネット』の大会に出て、これからアメリカこつちに住んでいる友達とラスベガスに行くだけだから」

　外の車で待っている、マスタングのドライバーが彼女の友人らしい。

　長い追つい跡せき劇げきの末に、あたりがロサンゼルスのロの字もないような砂漠となり、しびれを切らした岡部はタクシーを強ごう引いんにマスタングの前に行かせた。窓から顔を出して身み振ぶりでゼスチャーすると、マスタングは停まった。そうでもしなけば、岡部は州境を越えて、ラスベガスまで数百キロの旅をすることになっていただろう。

　岡部が女にたずねたのは「俺のことを知っているか？」という唐とう突とつなものだった。

　女は、首を横にふった。

　他人のそら似。

　実際、質問しながら岡部は気づいていた。遠目で見れば鈴羽と瓜うりふたつだった女は、近づけば、似てはいたがギャップを感じた。鈴羽は淡あわい髪かみ色いろだったが、女の髪は赤みがかっていた。年ねん齢れいも、２０１７年生まれで２０３６年からタイムトラベルしてきた鈴羽は18歳だったが、眼前の女は岡部よりも少し歳とし上うえの印象だ。なにより、まとった空気──あの死地をくぐり抜けてきた戦士のオーラがない。

「そうか……」

　岡部が、やや落らく胆たんした表情をすると、女は少しだけ自分のことを語りはじめた。

　彼女は、気晴らしに出場した『雷ネット・アクセスバトラーズ』の地元大会で優勝してしまい、なし崩くずしに地区大会、関東ブロック大会を突とつ破ぱして、全国大会で日本代表のひとりに選ばれたのだという。往復の飛行機チケットと、ロサンゼルスでの宿しゆく泊はく料金は主しゆ催さい者しや側から支給されるとあって、こんなチャンスは滅めつ多たにないとアメリカ旅行をすることにしたようだ。

　岡部はカードゲームについてはズブの素人しろうとだ。日本代表の彼女は充じゆう分ぶん、神レベルのはずだが、なにしろ身近に世界チャンピオンがいる。

「でも！　こんなところまで追いかけてくるなんて、よっぽど大切な人なのね。その……私のそっくりさん」

　女は笑った。

「そうだな」

　もう、まったく鈴羽には見えなくなった女にむかって、岡部は「大切な仲間だ」と答えた。

「いまは、どこにいるかわからないの？」

「いまは、いない」岡部は、鈴羽の名前は出さすに話した。「だが７年後に会える……かならずな」

　２０１７年９月27日に阿万音鈴羽は生まれるだろう。

「へぇ……なんか、すてきね。そういうの──」




　話は終わった。




　ドクトルペッパーを置いた岡部は、店のなかを見まわした。

　さっきから、客はひとりも入ってこない。

　半世紀前にタイムトラベルしたような古びた店内には、昔の写真やポスターなどが貼はられている。

「『キャデラック・ランチ』」

　女の言葉に、岡部はむきなおった。

「？」

「知らない？　その写真……」

　女が指したのは色いろ褪あせたカラー写真だった。

　荒あれ地に、何台もの車が、頭から地面に突つき刺ささっていた。とても奇き妙みようなオブジェで、すべての車体にはカラフルなスプレーアートが施ほどこされている。

「キャデラック……」

　岡部が見覚えがあると思ったのは当然で、それは50年代ごろのヴィンテージ物のキャデラック──紅莉栖が乗っていた車だったのだ。

「そう。これはテキサスの小麦畑のなかにあるの」

「なんのために……」

「アートだから」

　目的のためではない造形物。合法的な狂きよう気き。

「…………」

「それって、たしか70年代の作品なんだけどね。いまでも描えがかれつづけている。カラースプレーを持っていけば、誰だれでも落書きしていいんだって」

「ラスベガスのつぎは、ここにも寄っていくのか」

「そうね。ていうかラスベガスが寄り道。私たちルート66をたどって、シカゴまで行くの」

「ルート66……」

　そういえば、店の棚たなに『ＲＯＵＴＥ66』とロゴの入ったグッズが売られていた。外の看板にも『66』の数字が見てとれた。

「この店の前を通っている、その道だよ。ロサンゼルスから私たちがたどってきた道。それが砂漠と平原を越こえて、大陸を横断している……」

　クラクションが鳴った。

　友人がお待ちのようだ。岡部は自分から席を立った。




「──時間をとらせて悪かったな」

「ううん。楽しかった……じゃあね」

　握あく手しゆ。

　それから女は手をふって、マスタングの助手席に坐った。

　運転席で待っていた、こちらはアメリカ生活に慣れた印象の色っぽいお姉さんは、白衣の青二才をチラ見すると、ふっと苦く笑しようを浮うかべて、パッシングを残して車を東にむけた。

　文字通り、地平線のむこうに車が見えなくなるまで。岡部は見送った。

「７年後……聞いたところで、わかるはずもない、か」

　心地ここちよく笑いながら、岡部は歩きはじめた。

　だが、すぐに立ちどまってポケットを探さぐった。

「あ……」

　残金67セント。

　ここまでのタクシー代で、なけなしの旅費を、すべてつかってしまった。

「──携けい帯たい……は、充じゆう電でん切れ？」




　　　　＊




「──オカリン？　なに、よく聞こえない……」

　電話を受けた、まゆりの携帯の通話は、すぐに切れた。

「まゆ氏？　いまの電話、オカリン？」

「うん。でも切れちゃった……」

　かけなおしたが、岡部の携帯とはつながらなかった。

「オカリン、昨日、充電しなかったから……」

　ダルが思いだした。キャデラックの座席で寝ねた岡部は、携帯電話を持っていったまま充電していなかったのだ。

「凶真さん……」

「凶真、なにか言ってなかったニャ？　居場所とか……」

　るかとフェイリスが案じた。

「ドライブインとか……66とか……」

「66？」

「そう。ルート66って？」

　まゆりの言葉に、ダルが観光ガイドの地図を開いた。

「国道66号線……って、そんな道、ロスの近くにはないお！」

　なにかを見まちがえたか、かんちがいをしているのか。

　これでは捜さがしようがない。

「…………！」

　はっ、と我にかえった紅莉栖が、猫耳をピョンと立てて駆かけだした。

　道路をわたるとき、まわりが見えなくなった猫みたいに。

「牧瀬氏？」

「紅莉栖ちゃん？」

「牧瀬さん？」

「クーニャン？」
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　それが、いまから２時間前のことだ。




　岡部は歩きつづけていた。

　砂漠を。いったい、ここはカリフォルニアなのか、ネバダなのかニューメキシコなのか。もう自分がどこにいるのかも、わからなかった。

　信じがたい。

　岡部が、秋葉原のラボで冷えたドクトルペッパーを飲んでいたのは、カレンダーの日付でいえば、つい昨日のことだったはずだ。

　それが、いま。暮れゆく異国の砂さ漠ばくで、こうして生死の境をさまよっている。

　信じがたい。

　まったく未来は定まらない。




　過去と未来。




　その狭はざ間までこうして感じる、五感と脳が感受する、この〝いま〟は──現在。




　現在。




　それは時間と空間のなかの点ではなく、あいまいな幅はばと厚みを持っているようだった。ここでいえば、現在とは歩きつづける２時間。あるいはアメリカにむかう機上の人となってからの２日間。それが岡部にとって現在いまだ。点ではなく線。過去と未来に挟はさまれた、幅のある線。

　岡部は強く感じる。

　かつて──厳密には過去のことではなく、α世界線という可能性の世界の話だが、まゆりの死という収束を回かい避ひするために、８月13日の前後数日間を、岡部はタイムリープによって何十、何百回とくりかえした。

　トライ・アンド・エラー。

　あの数日間が、岡部にとっては、のべ数十、あるいは数百日、それ以上の幅を持った現在いまだったように。




　つねに過去を後こう悔かいし、つねに未来を夢見る。




「紅莉栖……」

　口にしておいて、岡部は、なぜ自分がその名を呼んだのかわからず、いいや信じられず、認めがたく、誰も聞いていないのに恥はずかしさから混乱する。

　ここは──どこだ。

　太陽は傾かたむき、影かげが岡部の背をひきずる。

　オレンジ色に染まっていく岩砂漠の景色と、渇かわいた臭におい、砂の味、埃ほこりが舞まう音と、肌はだにふれる夜の気配。あらゆる情報が脳にインプットされた結果、意識にフラッシュバックしたのは、また、どこかの世界線で見たかもしれない記き憶おくだった。

　文明の欠片かけらもない、人など存在しない、さながら７０００万年前の世界。

　白はく亜あ紀きの恐きよう竜りゆうが現れ、エリア51の未み確かく認にん飛行物体が、彼をピックアップしていった。

　そこで岡部はわれにかえる。

　砂漠を貫つらぬくアスファルトの道が、命いのち綱づなだ。

「くそっ！　こんなところで……くたばってたまるか！」




　走る。




　西日が沈しずむほうへ、走る。

　一本道だ。ラスベガスにむかった赤いマスタングと反対にすすめば、ロサンゼルスにもどれるだろう。

　自明だ。

　だが、たとえ、わかりきったことであっても。

　賢けん明めいな方法であるとはかぎらない。なしとげることができるとは、かぎらない。




　α世界線では、まゆりを救うために、未来が収束せず定まらないことを望んだ。

　β世界線では、紅莉栖を救うために、世界を欺あざむいた。

　このシュタインズゲート世界線では、すべてが定まることを望んでいた。まゆりも紅莉栖も死ぬことなく、このまま、なにごともなく時間がすぎることを。

　怠たい惰だに。

　未来の定まらぬ世界線で、あるはずのない定められた世界を。




　いったい何十キロ、何百キロ走ればいい。

　走りつづければ。

　休むことができるのだろう。走りつづければ、牧瀬紅莉栖と出で逢あうことが──




　走りつづければ…………。




「俺は狂きよう気きのマッドサイエンティスト、鳳凰院凶真だっ……！　がっ！」

　足がもつれて、ころぶ。

　岡部は、もう動けなくなった。

　疲つかれたのだ。

　もう動くことも。考えることも。

　遠くの山やま肌はだは干ひあがり、冷えていく渇きのなかで、すべての色が褪あせていく。

　記憶はセピア色に。

　岡部はチカラつきた。

「こんなところで……ちゃんと言っておく、べき……だった……」

「なにをだ」




　　　　＊




　岡部は意識朦もう朧ろうとしていたのだろう。

　電柱ひとつむこうの路ろ肩かたに停とまっていたキャデラック・エルドラドに、いまのいままで気がついていなかった。

「フッ……幻まぼろしとは……」

　ボンネットに腰こし掛かけた女に、岡部は鳳凰院凶真の苦笑をむけた。

「なにを言っている。これは、まぎれもなく、あんたの網もう膜まくを通り、おのれの脳が、おまえに見せている実体モノだ」




　牧瀬紅莉栖は、なぜ、ここにいたのか。




「『ルート66』」

　彼女は語った。

　岡部が、切れかけた携帯電話で、まゆりにつたえた言葉だ。

「それで……国道66号線を、たどってきたのか？」

　岡部は、やっと立ちあがると、息をととのえてキャデラックにむかって歩きだす。

「そうね……でも、そんな道はないの」

　最新のロードマップやナビにも載のっていない。

「なに……？」

「正確には、もうない……過去にはあった」

　紅莉栖は語る。

　ルート66は、アメリカでモータリゼーションが発達しはじめた20世紀はじめに制定された合衆国国道だ。イリノイ州シカゴから西海岸のロサンゼルス、サンタモニカをむすんでいた。この全長２０００マイルを越こえる大陸横断道路はアメリカの大動脈であり、20世紀を通じて、全米第二の都市圏けんであり、州単体で国家レベルの経済力を有するカリフォルニア州の発展に寄き与よした。

「ロード・ムービーの代名詞ね」

　過去には、そのまま『ルート66』というタイトルのドラマもあり、黄金の50年代と言われた20世紀中ごろ、この道路は数多くの楽曲、ポップカルチャーの題材でありつづけた。

「ふむ……で、もう道はないというのは」

　岡部は、ふらつきながら紅莉栖の前に立った。

「廃はい止しされた」

　紅莉栖は手を貸すでもなく応じる。

　その後１９８５年、高速道路網もうにとって代わられるカタチで、ルート66は国道指定を外れて廃はい線せんとなった。

「なるほど……あのドライブインめ。四半世紀前になくなった道の写真やらグッズやらを並べているとは、まぎらわしい。〝機関〟の陰いん謀ぼうか──」

「ちがう」

「？」

　岡部は首をひねった。

「ルート66は国道沿いの街を発展させた。当時を知る人たちにとっては母なる道。だから国道としての役目を終えても愛されつづけている。ドライブインであんたが見たものが、その証しよう拠こ」

　往年のルート66を偲しのんで、今でも「道」のグッズが売られている。ルート66自体が、建国から３００年ほどのアメリカ合衆国にとって歴史的価値があるもので、観光ルートになっていた。

「それでか……だから彼女は、ルート66をたどって旅をすると言ったのか」

　阿万音鈴羽に似た女のことを思いだして、岡部は納なつ得とくした。

「彼女？」

　それが実在する誰だれかを指すのか、鳳凰院凶真の設定なのかが判然とせず、紅莉栖が訊ききかえす。

「いや……」岡部は言葉を濁にごした。「では、おまえは過去にあったルート66をたどって、ここまで来たのだな」

　紅莉栖にしては、ずいぶん無む鉄てつ砲ぽうなことをしたものだ。それだけの手がかりで、岡部が見つかるとはかぎるまい。こうして出会えたことは奇き跡せきに近い。

「ドライブインっていうから嫌いやな予感はしたけど、まさか、こんなところまで来ていたなんてね」

　──バカじゃないの。

　そう言って捨てた紅莉栖に、このときばかりは岡部も反論できなかった。

「その件については後日の懸けん案あんに……わが助手クリスティーナよ。ひとまず感謝しよう。では、もどろうではないか」

「…………」

　岡部は限界までカッコつけたつもりだったのだが、ややあって、ボンネットに坐すわった紅莉栖がかえした言葉に、絶句する。

「なん……だと」
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「──助けに来るなら、ガソリンの量くらい確認してから来い」

「しょうがないでしょ！　急いで出てきたんだから」

　紅莉栖はむくれた。

　岡部は、ボンネットに並んで腰掛けた。

「携けい帯たいはどうした」

「…………」

「おっちょこちょい」

　結局、紅莉栖も、ここでガス切れの鉄の固まりに坐って、途と方ほうに暮れていたのだ。

　ふたりは砂さ漠ばくの遭そう難なん者。

「電池切れの携帯！　有り金67セント！　挙げ句の果てはハイウェイのまっ只ただ中なかで、のたれ死に寸前のあんたに言われたくないわよ！」

　いちばん言われたくないことを、いちばん言われたくない岡部に言われて、紅莉栖はわかりやすくブチ切れた。

「仕方がないだろう。会場で……昔の知りあいに似た人間を見かけて、あわてて追いかけたんだ」

「昔の知りあい……？」

　コンベンションセンターで誰を見たというのだ。さっき口にしかけた「彼女」とやらか。

「…………」

「なんだ」紅莉栖はホッと息をついた。「私の言ったことを気にして、飛びだしていったんじゃないんだ」

「ああ……ん？　なんの話だ」

　岡部には、わからない。

　途と惑まどいの反応に、紅莉栖は、つい口が滑すべったことに気がついて、しどろもどろになる。

「え……？　その……」

「なんだ」

「ぜんぶ……『ぜんぶ忘れる』って」

「ああ、そのことか」

　前後関係をすっとばした紅莉栖の言葉に、岡部は、どの話なのか思いだすのに時間がかかった。さっきのメイド喫きつ茶さでの話だ。

「そのことかって……簡単に言わないでよ！」

　紅莉栖は激げき怒どした。あまりの剣けん幕まくに、岡部はタジタジになる。

「…………？」

「私にとっては重要なことなのよ」

「重要？」

「だから……！」

　いつもの強い調子で、岡部に叫さけびかけた紅莉栖だったが──そこでトーンダウンした。

「…………」

「その……言ったでしょ！　もういっこ変な夢を見るって。それが、どうしてもひっかかるっていうか……夢にしては、リアリティがありすぎっていうか……」

　その夢を思いだすと、あるはずのない、その感かん触しよくまで甦よみがえるのだと。

「事実だ」

　岡部はブレつづける。

　理性と感情はつねに相反する。

　思いだす必要はないと言いながら、思いだしてほしい。自分が、どんな人間であるか、どんな道をたどってきたのか。




　自分を──見つけてほしい。




「？　は……」

　紅莉栖は言葉を失う。

「だから事実だ……俺にとっては」

　どんな夢であれ、その別の世界線で起きた出来事について、〈リーディングシュタイナー〉を有する岡部は覚えている。

　そして紅莉栖にかぎらず、別の世界線の記き憶おくを、夢などのカタチで思いだすケースはあったのだ。

「だから、なにが……！」

　紅莉栖は追いつめられていく。

　夢のことをたしかめようとすればするほど、心の袋ふくろ小こう路じへ、彼女の想おもいは収束する。

　岡部は、男として。

「別の世界線で、俺は、おまえが好きだと言った」

　告白。

「…………！」

　紅莉栖は赤面する。

「いや……俺は、おまえが好きだ。おまえは……どうなのだ」

　困り顔の助手に、それでも岡部は、この世界線の紅莉栖にたしかめようとする。

「ん」

「…………」

　紅莉栖の返事を導こうと、岡部は、やさしい表情を浮うかべた。なにがあっても、きみを責めたりはしない、と。

「卑ひ怯きようよ」

　女は、決して男の思い通りにはならない。

「？」

「あんたは……別の世界線で、私と、長い時間をすごしたかもしれないけど。私にとって……別の世界線での出来事は夢のようなもの。だから……混乱している」

　この夢を。

　この心に残された記憶の欠落──その影かげをなぞるだけで、甘く、せつなく、やさしい匂においがあふれあがってくる。

　これは、いったい、なに。




　──この大切な想いをくれたのは、あなたですか……？




「俺は〈リーディングシュタイナー〉を有している」岡部は語った。「すべての世界線の記憶を持っているんだ。そんな俺だからこそ、わかる。別の世界線で、おまえといっしょにいた３週間。いや……タイムリープをくりかえした、それよりも、ずっとずっと長い時間。おまえとともにいた俺だからこそ、わかるんだ。どの世界線の、どの時間、どの場所にいようとも……」

　岡部倫太郎は、牧瀬紅莉栖が好きだった。

「…………！」

「あらためて言う。牧瀬紅莉栖……！　俺は、おまえが好きだ」

　錆さび色いろの雲が、地平に流されていく。

「私は……」

「おまえは、どうなんだ」岡部は求める。「いまこのとき、この瞬しゆん間かん……おまえは俺のことを、どう思っているんだ」




　現在いま。

　過去と未来の狭はざ間まで、人は、誰を想うのか。




「し……知りたいのか」

　素す直なおになると、言葉につまるのが紅莉栖の癖くせだ。

　むかいあって。

　隔へだたった時を溶とかすハレーションが、ふたりの世界をつつんだ。

　夢のままに。

　紅莉栖は岡部に命じた。唇くちびるに甦った、たがいにたがいを重ねた、甘く、せつない感触とともに。

「目を……閉じろ」
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　Chapter 3
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　アメリカからの帰国後、未来ガジェット研究所の日常は、変わることなくすぎていくかと思えた。

　フェイリス・ニャンニャンこと秋あき葉は留る未み穂ほは、『メイクイーン×ニャン２』中央通り２号店の開店にむけて公私とも忙いそがしい。新規開店にあたって、素養と語学力を持った人材の確保は急務だった。

「凶きよう真ま～」

　ラボの近所にある１号店で、コーヒー１杯ぱいで時間を潰つぶしていた岡おか部べのところにフェイリスがやってきた。

「なんだ」

「クーニャン、もう日本には来ないニャ？」

　ロサンゼルスでの一件以来、フェイリスは、なぜか牧まき瀬せ紅く莉り栖すを高く評価していた。

「また、その話か……あんな無ぶ愛あい想そうなツンツン猫ねこ、雇やとっても店の評判を落とすだけだぞ」

「一見、無愛想な接客だったけど、教養と気品があって……」

「あいつは天才でプライドが高いだけだ」

「まさに！　真のメイドにはメイドとしてのプライドが必要ニャ！　ご主人様に不快感を与あたえず、むしろ、どうやってクーニャンとコミュニケーションをとろうか、デレさせるにはどうすればいいかと気を揉もませる存在感……！」

「そうやって金をつかわせる気か。ここは、いつからキャバクラになった」

「仕込めばトップを狙ねらえる素材ニャ！」

　調教の２文字が、フェイリスの瞳ひとみで燃えあがった。

「とにかく……あいつは一応、大学の研究員だ。母親もアメリカにいる。先日のように講演の依い頼らいでもなければ、来日することもなかろう」

　岡部が告げると、フェイリスはあきらめきれないといった表情をした。

「じゃ……クーニャンみたいな女の子を紹しよう介かいするニャ！　凶真の大学の女の子とか」

「それこそ無理難題だな」

　東京電機大学は、女子は約１割ほど。やっぱり男子ばっかりなのだった。

「むー……」

「そもそも17歳で『サイエンス』に載のる天才少女が、猫みたいに、そのへんに捨てられているはずがなかろう」

「ふにゃあ……凶真に女の子を紹介してもらおうと思った、フェイリスがまちがってたニャ」

「なん……だと」

　岡部は言いかえしたかったが、事実なので、かえす言葉がない。

　しかし、むこうから話しかけておいて、そのために、こちらが恥はじをかいたカタチになるのは理り不ふ尽じんだ。納なつ得とくがいかない。岡部は心で叫んだ。

　だったら、ほっとけ。

「──おまえの高校……金糸雀かなりあ学園といえば、私立のお嬢じよう様学校ではなかったか？　そっちをあたればいい。それともお嬢様は、心を許せる友達がいない孤こ独どくなスクールライフをおすごしかな」

「うちの高校はバイト禁止ニャ。校則が厳しいからバレたら退学ニャ」

「おまえはメイドの格好をしてバイトをしているではないか」

「フェイリスはバイトじゃなくて経営者ニャ！　それに、ちゃんと寄付金をつかませているから問題ないニャ」

　秋葉原の大地主は浮き世離ばなれした発言をした。

「ふむ……ならばラボメンナンバー００５、桐生きりゆう萌もえ郁かはどうだ」

　岡部は、とても手近なところで紹介した。

「モエニャンか？　あ……いいかも！　歳としいくつ？」

　フェイリスがポンと手を叩たたく。

「たしか20歳だ。『ブラウン管工こう房ぼう』でバイトしているといっても夕方まで。毎日ではないようだしな」

「遅おそ番ばんで入れるニャ！　モエニャンはスタイル生なま唾つばだし、どんな衣装も映はえるニャ」

　フェイリスは若い娘むすめを睨ねめつけるおっさんの目をした。

「あ……いや、だがダメだ」

「ニャ？」

「〈閃光のシヤイニング指圧師・フインガー〉は重度の携けい帯たい依い存ぞん症しようだった。注文をとるにも、客のメルアドを訊きいてから携帯にメールを送らねばならない」

　これにはフェイリスも、げーっという表情をかえした。

「こうなったらマユシィのコスプレ仲間を……ニャ！　そうニャ！」

　すばらしい人材が、いるではないか。

「どうした、急に」

「ルカニャンがいたニャ！　容よう姿し端たん麗れい！　楚そ々そとして華はな！　ネットでも知名度抜ばつ群ぐん！」

「……だが男だ」

「だが、それがいいニャ！」




　　　　２




　部屋には、女がひとり坐すわっていた。

　白衣の。

　ほかに誰だれもいないことをたしかめると、〝私〟は〝あなた〟に語りかける。




「──あなたは牧瀬紅莉栖。

　１９９２年７月25日生まれの18歳。獅し子し座ざ。血液型Ａ型。現在の肩かた書がきはヴィクトル・コンドリア大学、脳科学研究所の研究員。




　あなたは牧瀬紅莉栖。

　私は、あなたの２０１０年をふりかえります。




　飛び級を重ねて、17歳で大学を卒業したあなたは大学院に進み、脳科学研究所の正式な研究員になった。論文『側頭葉に蓄ちく積せきされた記憶に関する神経パルス信号の解かい析せき』が、雑誌『サイエンス』に掲けい載さいされたことで、天才少女として学会に名を知られはじめる。

　その後、訪日。恩師である教授の薦すすめもあり、あなたは数年ぶりに母国の地を踏ふんだ。７月まで菖蒲あやめ院いん女子学園に短期逆留学する。大卒のあなたが高校生になった事情はプライベートな理由につき省略。７月下げ旬じゆんからは、お茶の水にあるローズホテル東京に長期滞たい在ざいしつつ、秋葉原テクノフォーラム等で講演活動をこなす。

　７月28日。

　ラジ館で開かい催さいされた、中なか鉢ばち博士タイムマシン発表会に聴ちよう衆しゆうとして出席。これは、あなたの私的なスケジュールだった。中鉢博士は、あなたの実父。あなたが離り婚こんした母にないしょで父と面会の機会を持とうとした事情は、プライベートな理由につき省略。その際、あなたはタイムマシンについての所見をまとめた未発表論文を、パパ──中鉢博士にわたした。論文を受けとった中鉢は、その論文を自分の名で発表しようとした。あなたは心ならずも父親を糾きゆう弾だんした。盗ぬすむのか、と。これに激げき昂こうした中鉢は刃は物ものを持ちだした。中鉢こと牧瀬章しよう一いちが、娘であるあなたを憎にくむ理由はプライベートな理由につき省略。

　あなたは偶ぐう然ぜん、その場に居合わせた男に救われた。

　男は、中鉢にナイフで刺さされてしまう。中鉢は逃とう走そうし、あなたは救急車を呼んだ。直後、あなたは意識を失う。それから２カ月間、行方ゆくえ知れずになった命の恩人を捜さがして、あなたは秋葉原をさまよった。９月26日、秋葉原駅前で男と再会。

　男の名前は……」
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「──男の名前は岡部倫りん太た郎ろう。メールの返事をよこさない、やり捨て男」

　牧瀬紅莉栖は独りごちた。

　ヴィクトル・コンドリア大学脳科学研究所。誰もいない研究室で、白衣を着た紅莉栖がひとりイスに座っている。

　自問自答。

　紅莉栖わたしは、紅莉栖あなたに語りかける。




　岡部倫太郎。




　紅莉栖の人生に、降ってわいた男だ。

　未来ガジェット研究所という、ちゃらんぽらんな発明サークルを主しゆ催さいする自じ称しよう・狂きよう気きのマッドサイエンティスト。

　髪かみをかきあげると、紅莉栖は机の上に置いた、それを見つめた。

　正式にナンバリングされた未来ガジェット９号機『宇宙標準時計』だ。完成品は、縦に半分に切った〝選ばれし者の知的飲料〟ドクトルペッパーのボトルに収められていた。マトリックスＬＥＤの16進数６桁けたの表示は、装置を起動してから、ざっと10万カウント以上されている。

　とまることなく。

　もどることなく。

　24時間スパコンが起動している研究所には非常用電源が備わっていて、自宅よりは停電の心配もないだろう。




　思考を、肉体から分ぶん離りする。

　紅莉栖あなたと、紅莉栖わたし。




　地球──暦こよみと時刻に支配されているのが、紅莉栖あなた。

　宇宙──未来ガジェットの機能によって実現した視点が、紅莉栖わたし。




　あやしげな能力や妄もう想そうではない。

　これは思考実験おあそびだ。
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「──あなたは牧瀬紅莉栖。

　岡部倫太郎と再会したあなたは、９月26日からアメリカに帰国するまでの数日間を、未来ガジェット研究所ですごした。本機、未来ガジェット９号機『宇宙標準時計』は、そのときの研究成果である。

　ラボメンたちとの再会は存外、早く訪おとずれた。10月14日、あなたはロサンゼルスで彼らと再会した。その内容についてはプライベートにつき省略。

　この二度の接せつ触しよくを通じて、あなたは岡部倫太郎から、あなたの研究にとって興味深い話を聞いた。

　アトラクタフィールド理論、収束、過去改変、Ｄメール、タイムリープ、タイムマシン、シュタインズゲート世界線……それらは、あなたがよく見る、妙みような夢の謎なぞを解きあかすためのキーワード。即すなわち、肉体を離はなれた客観的時系列の観測点たる紅莉栖わたしのメモ帳に記されている……かもしれない記き憶おく」

「なにがワいた、脳に」

「ひゃん！」

　脳にワいた白衣の青年の顔を脳内物質のイレイサーで消去すると、紅莉栖は、あたふたしながらふりかえった。

　立っていたのは、教授だった。

　さて。

　クリスマス週間で閑かん散さんとした研究室で、なにを独白していたのか。紅莉栖は、どうやら郵便物をたしかめに来ただけらしい上司に、理路整然と説明をする必要が生じた。

「これは……し、思考実験です」

　紅莉栖は、もっともらしいことを言った。

「ふむ……というと？」

　お茶ちや目めなところがある教授は、迷めい惑わくなことに、この話に食いついてきた。

「つまり、主観的時系列にある自分『あなた』を、客観的時系列にある自分『わたし』が観測する……」

「ふたつの時系列の、ちがいは？」

　教授はディベートの論調で問う。内心は、紅莉栖をからかって遊んでいるのにちがいない。腹立たしいが相手は上司だ。

「端たん的てきには、肉体があるかないかです」

「単に自分を客観視する、というのとは、ちがうのかい？」

　教授は指し摘てきした。

「ちがうと仮定します。客観的時系列とは『いつ、なにがあった』……自動的に記録される、箇か条じよう書きの歴史年表をイメージしてください。それが客観的な記憶です」

「肉体がないなら、どこに記憶されるのかな」

「脳ではない、どこかになります。仮定ですから記憶できる量は無限で、決して忘れることはありません」

　完全なる〈リーディングシュタイナー〉の記憶。

　あの鳳ほう凰おう院いん凶真であれば、アカシックレコードだのと厨ちゆう二に病びような用語を持ちだすところだ。

「オカルトのようだね」

「対して、主観的時系列は肉体をともなった自分で、つまり脳……」

「我々が研究しているものだ」

「はい。……あ、そうです」話しながら、紅莉栖は考えをまとめた。「脳の機能は、記憶と、その情報の管理ですよね。脳が分類整理した情報によって構成された自分が、主観的時系列です。重要なのは、ふだんは意識されない客観的時系列の自分に、主体的に意識を移すことで、記憶に、どのような影えい響きようをもたらすのか……それを検証していました」

　紅莉栖は、どうにか、おもしろくない話を説明しきった。

「クリスマスまで実験大好きですか」

「ぐ──」

　言葉を失う。

　岡部が紅莉栖につけた様々な呼び名──助手、クリスティーナ、ザ・ゾンビ、セレセブ、天才少女、＠ちゃんねらー、ＨＥＮＴＡＩ。それらのなかでひとつだけ、ふだんから教授がつかっていたものがあった。

「その実験大好きクリスの……思考実験？　その妙な時計、作ったのですか？」

　教授が９号機を見て首をかしげる。

「いいえ、日本で……アキバでパーツを集めて」

「ああ、例の……なんだっけ。Ａｋｉｂａの学生サークルでしたか」

　紅莉栖は、日本での出来事を、ほとんど周囲に話していない。年ねん齢れいのこともあって、紅莉栖は研究所で孤こ立りつしがちだった。いくらか会話があるのは、恩師でもある教授くらいだった。

　傷害事件にまきこまれたことについては、母の心中を案じて沈ちん黙もくしたかったが、今後、日本の警察から事情を訊きかれる可能性があるため、教授にのみ報告した。未来ガジェット研究所については、なにかの折、かいつまんで話した程度だ。

「はい。これは未来ガジェット９号機『宇宙標準時計』といって……」

「フューチャー・ガジェット……彼らはエンジニアの集団？」

　直訳した言葉の響ひびきと、どことない稚ち拙せつさに、教授は苦く笑しようを浮うかべた。

「ふたりは東京電機大学の学生です。厨二病とスーパーハカー」

「ちゅーに？　はかー？」

「ほかに、お裁さい縫ほうが好きな女子高生と、携けい帯たいメール中毒、巫女みこ男子、秋葉原の大地主で猫ねこ耳みみのメイド、７年後に現れると予言された最後のラボメン、それと私……この８人がメンバーです」

「すまない。私には、きみが、なに言ってるかわからない」

　教授は素す直なおにドンびきした。

「あー……はい。私にも、わかりません」

　紅莉栖はあいまいに、はぐらかす。

「大だい丈じよう夫ぶですか、クリス？　クリスマスなのに彼と離ればなれで、実験のフィールドに現実逃とう避ひしていませんか」

「は……カレ!?」

　紅莉栖は自分でもわかるほど真っ赤になった。

「この国では、クリスマスは家族か恋こい人びととすごすんですよ」

　そう言って教授は、持っていた郵便物の束から、一通の赤い封ふう書しよを手わたした。

　エアメールだ。差出人は──

「Ｍａｙｕｒｉ……まゆり？」

「では失礼」

　からかうだけからかってから、教授は研究室をあとにした。

　ひとりになった紅莉栖は──

「岡部が悪い！」

　机を叩たたき、叫さけぶ。

　ふつふつと、行き場のない怒いかりがこみあげてきた。

　今夜はクリスマスイブなのに。

「──どうしてプレゼントがないのよ！　あんなことしておいて、あれきりフォローなしで、メール１通かえさないって……どういうつもりなのよ、あの男は！」




　──バカ岡部。




　覚えていないことについても。覚えていることについても。

　紅莉栖の悩なやみは、つきることがなかった。たとえ神の如ごとき宇宙の視座に在っても、紅莉栖が受けている仕打ちは、許容できるものとは考えられなかった。

　ひとしきり叫んだあと、紅莉栖は、すっかりしょぼくれたまま赤い封書を手にした。

　差出人は椎しい名なまゆり。ラボのみんなには、自宅ではなく研究室の住所を教えてある。

「Ikebukuro……のあたりなんだ」

　ラボではなく、まゆりの実家から出されていた。岡部とまゆりの家は近所らしいから、岡部も池袋に住んでいるのだろう。

　紅莉栖は封書をペーパーナイフで開けた。

　なかには、かわいらしい絵え柄がらのクリスマスカードが入っていた。

　荒すさんだ紅莉栖の心が、いくらか和なごむ。

「…………」

　カードのほかにも便びん箋せんが１枚入っていた。紅莉栖は、まゆりからの手紙に目を通しはじめた。




　　　　３
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　新春。

　未来ガジェット研究所にとっては激動の２０１０年が暮れて、新しい年がやってきた。

　岡部とダルは『メイクイーン×ニャン２』中央通り２号店でのカウントダウンイベントに参加したあと、ラボにもどった。ふたりとも、もうお年玉をもらえる歳としではなかったため、家に帰る必要はないと判断した。

　テレビも照明もつけっぱなしで雑魚ざこ寝ねしていたふたりを起こしたのは、新年早々のメール攻こう撃げきだった。

「…………」

　岡部は煩わずらわしそうに携帯を握にぎる。

　連発で届くメールの着信音が鳴るたびに、ボタンを押して音を切る。ねぼけているのか、電源そのものを切るという思考は働かないようだ。

「なんだ……」

　岡部は渋しぶ々しぶといった顔でメールを読んだ。そして、ギクリとして飛び起きた。




〈閃光のシヤイニング指圧師・フインガー〉こと桐生萌郁はラボの玄げん関かん前で待っていた。

　時刻は午前６時。外は、まだ暗い。

　ドアから入りこんだ寒風に顔を洗われて、やっと目が覚めてきた岡部は、大家との約束を思いだした。

　萌郁のうしろには、ちょこんと小動物が付属している。

「あけまして、おめでとうございます」

　お行ぎよう儀ぎよく挨あい拶さつしたのは、ミスターブラウンの目に入れても痛くない愛まな娘むすめ、綯なえだ。

　ことのはじまりは、綯が初はつ詣もうでに行きたいと言いだしたことだ。去年、テレビで見た早朝の初詣の様子──篝かがり火びが焚たかれていた──が気になって、自分も行きたくなったのだと。

「ああ、おめでとう。ところで〈閃光の指圧師〉よ」

「…………」

「ラボメンナンバー００５・桐生萌郁。新年早々、ご苦労だな。ミスターブラウンも、どうかしている。年末年始だというのに、ブラウン管テレビを求めて関かん越えつ道どうを北上するとは……」

　年末年始は大おお掃そう除じ、というわけで古いテレビが処分に出されることが多い。とくに今年はアナログ放送終しゆう了りようという大イベントがあり、地上波デジタル放送のチューナーがついていないテレビが、リサイクル店などの在庫もふくめていっせいに処分されている。ミスターブラウン曰いわく「出物が多い」のだと。そこで行あん脚ぎやの旅に出たというわけだ。

　幼いころ母を亡なくした綯は、家事全ぜん般ぱんを自分でこなす、しっかりした子だ。とはいえ早朝、ひとりで出歩くのは危険ということで、ミスターブラウンは子こ守もりを萌郁に頼たのんだ。そして萌郁のボディガードを岡部に命じた。

　──『ブラウンう管工房ち』の大切なバイトだからな。

　手ぇ出させるなよ、つか手ぇ出すなよ、と。

　ぶっきらぼうに言って、レンタルした２ｔトラックで旅立ったミスターブラウンの態度から、萌郁が店主に気に入られていることがわかった。なんといっても綯が、萌郁になついていた。




　岡部とダルは、シャワーも浴びず、起きた姿のままラボを出た。

「綯ちゃん氏、昨日は何時まで起きてたん？」

「…………」

　ダルに話しかけられた綯は、黙だまってしまった。

　ミスターブラウンの娘むすめは、父親以外の男が苦手だ。

　と、再び岡部の携帯が鳴った。

　──綯に手をだしたら、ぶっ殺すって。店長が。

　たしかにダルはロリ属性だが。それ専門というわけでもない。

　となりにいてもメールで会話をしたがる携帯中毒の女を見て、岡部は肩かたを落とした。

「綯ちゃん氏、とか呼ぶなダルよ。小動物が怯おびえる」

「お？　なら……綯様とか？」

　ダルは意味もなくイケメン執しつ事じ風の表情を作った。

「昨日は……９時くらいには寝たよ」

　子どもにとっては、堂々と夜よ更ふかしができるのが年末年始だろうに。おかげで岡部は、大人にとっては堂々と寝てすごせるはずの年始を、寝ね不ぶ足そくで迎むかえることになった。

「ふぁ……」

　ダルは、さらに体調がキツそうだ。

　大おお晦日みそかまでの３日間、お台場で祭りコミマがあった。今年は、めあてのサークルが分散してしまったとかで全日程参加。とくに最終日は激戦だったという。その足で『メイクイーン×ニャン２』に駆かけつけたあと、ほぼ寝ないで初詣という強行スケジュールだ。

「すごーい。車がいないね！」

　綯は、わくわくしていた。

　中央通りには、車１台、走っていない。

「…………」

　岡おか部べの脳のう裏りに、あの記き憶おくが甦よみがえった。

　最初のＤメールを送ったことで、世界はアトラクタフィールドβからαに移動した。そのとき岡部は、一いつ瞬しゆん、この中央通りから人も車も消失した光景を目まのあたりにしている。その直後だ。ラジ館の屋上に人工衛星──阿あ万ま音ね鈴すず羽はが乗ったタイムマシンが突つき刺ささっていたのは。

　もっとも今朝けさの秋葉原は、それはそれで非日常だった。

「でも……みんな、どうして並んでいるのかな？」

　綯は目を白黒させた。

　あちこちの歩道に行列ができていた。大行列だ。長いものは中央通り近くから、駅東口方面につづくガード下まで１００メートル以上ものびている。

「これは……！　福ふく袋ぶくろ……なのか？」

　秋葉原の住人である岡部だったが、存外、秋葉原については詳くわしくない。

　岡部の実家がある池袋のはずれ、雑司ヶ谷あたりなら、正月は、初詣客をあてこんだ店以外は休むのがふつうだろう。しかし秋葉原の家電量りよう販はん店てんは商しよう魂こんたくましい。年末から年とし越こしのイベントに参加したあとは、福袋めあてに並べというわけだ。

「最近は元がん旦たんからやってる店が多いお。メイド喫きつ茶さなんかも……だってお客さん、東京に来てるし」

　祭りコミマを戦い抜ぬいた勇者たちの、痛車あいしやが何台も駐とめられたパーキングメーターを横目に中央通りを歩いた。万世橋をわたるころになると、空が白みはじめた。黒ずんだ鳩はとが吐と瀉しや物をつつき、濁にごった川かわ面もを舞まっているのはユリカモメ。ファミレスには、行くあてのない若者たちがたむろしている。初日の出は、ビルに隠かくされて拝むことはできそうにない。

　万世橋をわたった先の路地を入る。ガードをくぐると、まだ仄ほの暗ぐらい道に、ぽっ、と暖かい光が点ともっていた。

　柳やな林ばやし神社。

　神田川をバックヤードにした小さな社が見えた。

　このあたりで初詣といえば、なんといっても神田明みよう神じんだ。ラボからなら、そちらが近い。

　ところが例年なら、それほど人出は多くないはずの柳林神社が、今年にかぎっては、この夜明け前から通りに人があふれるほどの賑にぎわいを見せていた。

　岡部は目をこすった。

「なんだ……ダル！　なぜだ！　なぜ柳林神社に、あれほどの数の人間が……」

「聖地巡じゆん礼れいだお」

　ダルは当然といった反応。

「聖地だと……？　いったい、なんの？　柳林神社に、ホーリーウォーに備えて救世主が降誕したとでも！　はっ……まさか星に選ばれし88名の戦士がそろう前兆……！」

「新年早々、乙おつ」

　ダルは眠ねむそうな顔で、そっけなく応じた。

　岡部は気が気ではなかった。柳林神社は観光名所ではない。新年のイベントといえば、せいぜい甘酒をふるまうくらいだ。それが聖地となり巡礼の徒とを集めることなど、常識的に考えてありえない。

「まさか……また、過去が……」

　なんらかの事情で、柳林神社が聖地になるような過去改変がおこなわれたというのか。

「オカリン？」

「くっ」

　岡部は、いてもたってもいられなくなった。

　人波を分けて、鳥居から境けい内だいをのぞいた岡部が見たものは──彼が危き惧ぐしたのとはちがった意味で驚おどろくべきものだった。




　　　　＊




　聞こえたのは、男たちの黄色い歓かん声せいだった。

「立ちどまらないでくださーい！　２列に並んで詰つめてくださーい！　順路を守ってくださーい！　配布所での撮さつ影えいは禁止でーす！」

「まゆり……？」

　声をあげて注意をうながしているのは、まゆりだった。おっとりした彼女が、いまは真しん剣けんに行列を捌さばこうとしている。




　猫耳で。

　巫女みこ服で。




　詰めかけた群衆の90％は男だ。

　固有のオーラをまとった集団は、見えないパワーでまとまっている。彼らは個でありながら集合。そのベクトルを少しずらせば、このまま決起集会をしたあと、首しゆ相しよう官かん邸ていに押し掛かけてクーデターを起こせるほどの熱量だ。

「『守護刀マモリガタナ・五月雨さみだれ』は残りわずかでーす！　いまからお並びいただいても、お買い求めいただけませーん！」

　売り切れと聞いて、群衆からため息が漏もれた。

　すぐに「再さい販はんはないのか」と声があがると、「また来年ニャ」と聞き覚えのある声が。

「フェイリス……？」

　配布所にいたのは、手首を曲げて招まねき猫のポーズをとった猫巫女──フェイリスだったのだ。

　詰めよると、岡部は抗こう議ぎした。

「〈五月雨〉は妖よう刀とうだっ！」

「そこかよ」

　ダルが息をついた。

「あれ、凶真ニャ……あけおめことよろだニャ」

「フェイリス！　これはいったい、なんの騒さわぎだ！」

　岡部は事情説明を求めた。

「コ・ラ・ボ・ニャ」

「こらぼ……れーしょん？」

「柳林神社と『メイクイーン×ニャン２』が新年早々、夢の合体ニャ！」

「すみません、凶真さん」

　申し訳なさそうに頭をさげたのは、本職──巫女姿の漆うるし原ばらるかだ。

　すると、あたりから歓声があがった。

「ルカ子よ……！　おまえ、まさか俺が託たくした〈五月雨〉で商売を……！」

「ちがいます！　凶真さんにもらった本物の〈五月雨〉は、ほら、ボクが持っていますから。こちらでお分けしているのは、ボクが10回ずつ素す振ぶりをして……ええと、せ、精せい魂こん注入した……」

「くっ……おまえの仕し掛かけだな、フェイリス！」

　カウントダウンイベントが終わったあと、この神社に移動して、またひと稼かせぎとは。商魂たくましいにもほどがあるだろう。

「お客さーん！　割りこまないでくださいニャ……スタッフの方！」

「ぬっ……な？　なにをする貴様ら……あ、た、と」

　フェイリスが呼ぶと、腕わん章しようをつけたスタッフが現れた。彼らによって、岡部はテキパキと排はい除じよされてしまった。




「──『卯う年どしぴょんぴょん絵え馬ま』『破は魔ま矢や・恋こいの魔ま法ほうはシナモンスティック』『七しち賢けん者じやめぐりスタンプ帳』は、まだ在庫がございまーす！　『当たりつきニャンニャン猫みくじ』の景品おひきかえは、ここではなく、後日『メイクイーン×ニャン２』２号店にてお願いしまーす。地図は、おみくじに書いてありまーす！」

　売り子──猫巫女のまゆりが声をあげている。
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　岡部はスタッフに鳥居までつれてこられると、注意を受けて、やっと解放された。

「くっ……この俺が、あっさりと退けられるとは。あの腕章ども、ただのアルバイトではないな」

「フェイリスたんのツテで、コミマの運営経験者とか、声優のコンサートとかアイドル握あく手しゆ会のスタッフ雇やとったみたいだし。この程度の行列なら崩ほう壊かいしないっしょ」

　ダルは冷めた目で見つめている。

「ダルよ……余よ裕ゆうだな。いいのか？　なにやらグッズが売られていて、品切れも出ているようだぞ。いつもなら目の色を変えて行列に……」

「まゆ氏のツテで確保ずみ。関係者っていいよね」

　ダルは優ゆう越えつ感に浸ひたっていたのだった。

「しかし……すでに柳林神社のキャパシティは限界突とつ破ぱではないか！　このままではパニックが──」

「平気っしょ？　川むこうは警察署だし。ここで問題を起こしたら、来年からイベント中止させられるって、みんなわかってるから」

　実際、参拝客の彼らの行ぎよう儀ぎはよかった。なかには猫巫女の写真を隠し撮どりしようとしたり、撮影ポジションをとろうと御ご神しん木ぼくに足をかけようとする罰ばち当あたりもいるにはいたが、すぐに注意されて適切に排除される。

　都心としては低い摂せつ氏し０度という厳寒のなか、誰だれも文句を言わず、男たちの行列は粛しゆく々しゆくと流れるのである。

「フェイリスも、まゆりも……カウントダウンイベントのあと、こっちに来ていたのか」

「知らなかったのオカリンだけだし」

　まゆりは１日目２日目とコミマに参加したあと、昨日は『メイクイーン×ニャン２』でイベント。そのまま柳林神社に移動したようだ。るかとフェイリスも似たようなスケジュールだ。

「若さ故ゆえの……」

「若いっていいよね。フフ」

　ダルは唇くちびるをゆるめた。

「これらは、すべて『メイクイーン×ニャン２』の客なのか？」

「あとはフェイリスたんの個人ファン……『雷らいネット』の世界チャンピオンで猫耳メイドって、どんだけってスペック高いのって話だし。あと、るか氏のファンも」

「ルカ子の？」

「るか氏はオカリンが想像する１００倍は業界で有名な男の娘こだから。ここは本職の巫女男子が仕事する神社で……だから聖地なの」

　１割ほどいる若い女性客は、るかファンのようだった。

　と、岡部の携けい帯たいが鳴った。

　──入ってもいいの？

　鳥居の外で、ほったらかしにされていた萌郁と綯が、岡部を見ていた。

　岡部は着き崩くずれた白衣の襟えりを直す。

「うむ……では行くぞ。はぐれるなよ小動物。おまえになにかあると、俺が、ミスターブラウンにドヤされる」

　一行は配布所の行列を避さけて、参道を歩いた。

　こちらも行列だったが、初はつ詣もうでなんてありがたがって並ぶために行くようなものなので、そのまま最さい後こう尾びについた。

「ふむ……」

　岡部は境内を見まわした。

　返納所には袴はかま姿すがたの神社職員が立っている。配布所以外は、ふつうの初詣風景だ。さすがに都心部ということもあって火は焚たかれていない。

「ねぇ……なぁに、あれ」

　返納所を見て、綯が萌郁にたずねた。

　萌郁は──岡部の携帯にメールする。

「…………」なぜか岡部が答えるはめになった。「あれは去年買ったお札や御お守まもりをかえす場所だ」

「かえさないといけないの？」

　綯は、岡部に直接たずねた。

「御守りの有効期限は基本１年というからな。いつまでも古いお守りを身につけていると、かえって悪いモノが憑つくことが、あるとかないとか。詳くわしく知りたければ、あとでルカ子に訊きくがいい」

　綯は、へぇ、と感心した。

　と、また岡部の携帯が鳴る。

　岡部は、無視しようとしたが、あきらめて萌郁からのメールを読んだ。

　──あっちは？

　見ると、萌郁がむこうを指さしている。

　稲荷いなりなどを祀まつった小さな分社が並ぶ、そのかたわらに、ぬいぐるみや人形が山になって積まれていた。

「人形……供く養ようか？」

「あ、なんか、るか氏に聞いたんだけど。るか氏の父上、人形のお祓はらいをはじめたんだって。そしたら好評で……」

　ダルが答えた。

「くっ……おおらかだなジャパニーズ・シントーは」

「八百やお万よろずの神、恐るべし」

「まさか妖よう刀とう〈五月雨さみだれ〉まで商売につかうとは……断固、ロイヤリティを要求する！」

「使用済み萌もえフィギュアの不法投とう棄きも増えて、困っているみたいだけどね。こないだなんか等身大のやつが……あやうく死体発見？　みたいな」

　お賽さい銭せんを入れて二礼二拍はく手しゆ。最後にペコリ。

　参拝を終えた一行は、ひとまず思い思いの行動をとった。

　綯は、萌郁について境けい内だいの散策。

　岡部は、配布所の行列を眺ながめながら、ダルと待つことにした。

「オカリン、今日、これからどうするん？」

「萌郁と小動物を送りとどけたら、まゆりと帰る。いつになるやら……」

　近所の雑司ヶ谷あたりは初詣客で大変な混雑だろう。

「この調子だとグッズも瞬しゆん殺さつっぽいから、あと２、３時間もすれば人もハケるっしょ」

「コミマとやらでは、こんなにも行列ができるのか」

「うん。こういう行列ができるサークルが何十もあるけどね」

「…………」

　行列に対する耐たい性せいが、岡部とは比ひ較かくにならないのだった。

「ねぇ、オカリン」

「なんだ、ダルよ」

「…………」

「言いかけて、やめるな」

　岡部はダルを睨にらんだ。

「んじゃ言うけど。牧瀬氏が……」

「ぶっ」岡部は鼻を鳴らして、うろたえた。「な……なぜ！　こんなときに助手のことなどを！」

「どしたの、オカリン？」

　ぽかんとしたダルを見て、岡部は自分の過か剰じよう反応に気づいて、咳せき払ばらいをする。

「……あの実験大好き天才少女が、どうした」

「や……アメリカ行ったとき、オカリン行方ゆくえ不明になって、牧瀬氏が救助したじゃん」

　ダルは昨年10月のアメリカ旅行の件を蒸むしかえした。

　カリフォルニアの砂さ漠ばくで、電池切れの携帯とガス欠のキャデラックを抱かかえて遭そう難なんしていたふたりは、結局、フリーウェイ沿いにある非常電話まで歩いて救助要よう請せい。給油車に救われた。

「あのときは、あやうく〝機関〟の罠わなに……」

「なかよく遭難してたんしょ。あのあと、ずっと、ふたり険悪そうだったから。まゆ氏が心配してたお」

「う……うるさい」

　それは誤解だ。険悪そうに見えたのは、あんなことをしたあとで、たがいを意識しすぎてしまい、人前で接することが恥はずかしかったから……だ。

「で、あのあと牧瀬氏とは、どうなん？」

「！　がっ…………」

　ド直球な質問に、岡部は、今度こそ言葉を失った。

「あけおめメール来たん？　恋こい人びと同士って、するでしょ？　そういうの」

「知らん……というかアメリカは、まだニューイヤーではあるまい」

「クリスマスにもメール来てたみたいだし。なんて返事したの？　メールまめじゃない男は、すぐに別れるっていう定説がありますけど」

「…………」

「って、まさか……してない？　返事」

　冗じよう談だんのつもりだったダルは、藪やぶをつついて蛇へびを出してしまった。

　事実。

　このシュタインズゲート世界線で、岡部は、紅莉栖に──事務連れん絡らくをふくめて、いかなるメールも送ったことがなかった。

　いいや、正確には打った。

　何度も打った。何十回も、何百回も打った。

　しかし考えては打ちなおし、悩なやんでは打ちなおしているうちに、結局、送るタイミングを逸いつする。そんなことを、くりかえしていたのだ。

「それって返事してないのと、おなじだお？」

「うるさい……というか、助手の話なら、別に──」

「あ、いやいや。話が脱だつ線せんしたけどさ」

「脱線だ……と？」

　本筋でない会話で、紅莉栖との進展状じよう況きようをゲロってしまった岡部は、すっかりダルにしてやられた。

「牧瀬氏が、前に、めずらしく僕にメールくれたんよ。オカリンがまゆ氏を『人ひと質じち』って呼ぶのは、なんでかって」

　岡部やまゆりに直接たずねるのではなく、９号機発送のお礼がてら、ダルにそれとなく訊きいたのだという。

「……教えたのか」

「ううん。僕じゃ、うまく説明できそうもなかったからね。ていうか詳しく知らないし。だから、まゆ氏につたえたお。まゆ氏も、メールじゃうまくつたわらないかもしれないからって。手紙を書くって言ってた」

　メールではなく、手紙。

　まゆりにとっても、もちろん岡部にとっても、あの件は、ふたりを結びつけた縁えんともいうべき出来事だった。




　──まゆり！




　あのとき。

　天の景ひかりに手をのべた少女をつなぎとめたのは、幼なじみの少年の腕うでだった。




　──つれてなんて、いかせない……！




　２００５年。

　あの雨に濡ぬれた雑司ヶ谷霊れい園えんでの出来事だ。




　──まゆりは……俺の人質だ。人体実験の生いけ贅にえなんだ……。




　だから、たとえ天の意志であっても、まゆりを奪うばっていくことは許さない。

　あの出来事は。

　あのとき、あそこにいた当事者のふたり以外には、説明したところで、つたわるものではないのだ。

　──俺は、狂きよう気きのマッドサイエンティスト。

　岡部倫太郎のなかに、鳳凰院凶真という人格が誕生した瞬しゆん間かんだった。

　後づけの説明をくわえれば、岡部は、人質という、たとえフィクションであっても現うつし世よでの役割を課すことで、常とこ世よの祖母のもとに心をひかれようとしていた、幼いまゆりの思いをつなぎとめた。

「そうか……」

　岡部は短く応じ、それで会話はとだえた。

　フェイリスたちの配布所イベントは、まだ、しばらくつづきそうだ。寒風に堪たえかねて、岡部は撤てつ退たい──ひとまずラボに帰ることをダルに提案した。

「人込みに長居して風邪かぜひくのもアレだしね。今年のインフルエンザはタチ悪いから」

　そこに萌郁が、もどってきた。

　ところが、ひとりだ。表情は、あきらかに動どう揺ようしている。




　──綯、いない。




「!?」

〈閃光の指圧師〉が送ったメールを見るなり、岡部は血相を変えた。

　いない。

　天てん王のう寺じ綯が、いない。

「どこに……？　綯！　おい、小動物よ！」

「また、そういうこと言うから嫌きらわれるんだお」

「これが、おちついていられるか……ダル！　あの絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆに万一のことがあれば、ラボは閉へい鎖さされるのだぞ！」

　綯になにかあれば、大家であるミスターブラウンが、どんな行動にでるかわかったものではない。

「と……遠くには行っていないはず」

　３人は手分けして、綯を捜さがしはじめた。

　岡部は、綯の名を叫さけびながら配布所の行列に入りこんだ。

「ニャ？　今度はなんニャ、凶真？」

「フェイリス！　綯を見なかった……か……」

　岡部の目に飛びこんだのは、配布所の前に、ちょこんと立っていた綯の姿だった。

「綯ニャンなら、そこにいるニャよ」

「あ……」

　岡部は、どっと疲つかれた。

　時間にして２、３分だが、子どもが迷子になるというのは、こんなにも不安になるものなのか。これが自分の子だったらと思うと、ミスターブラウンの溺でき愛あいぶりの何分の一かは味わえた気がした。

「勝手に歩きまわるな小動物。いったい、なにを……」

「お父さんに御お守まもりをあげようと思って」

　綯は無む邪じや気きに答えた。本人は迷子になった自覚はないのだった。綯はもう小５だし、ほかの子よりも、ずっと大人びているのだが。

「ミスターブラウン……あの強いお父さんには、御守りなどいらぬだろう。いったい、なんの御守りだ」

「商売繁はん盛じよう、かな」

　それは御守りでも、どうなるものでもないだろうが。

　結局、柳林神社の本来の御守りを、綯は購こう入にゆうした。

「では……帰るぞ。風邪かぜでもひかせたら一大事だからな」

　もう迷子になられてはたまらないと、岡部は、なにげなく綯の手をとった。

　そのとき──




　ふいに、綯の顔がゆがんだ。

　次の瞬間、岡部の視界に飛びこんだものは。

「なっ…………！」




　綯が。




　姿形はそのままに。

　しかし表情ひとつで人は、これほどまでに印象が変わるのか。

　岡部が手をとったはずの少女が、逆に、岡部の手をとっていた。

　そこにあったのは、父親のために御守りを求めた、やさしい娘むすめの貌かおではなかった。




　──コロス。




「ひっ……！」

　岡部は、思わず綯の手をふりほどき、みっともなく地べたにくずおれた。

　腰こしを抜ぬかしたのだ。

　殺さつ人じん鬼き。

　人を殺あやめることを生業なりわいとする人間と接することなど、まともに暮らしているかぎり、あるはずがない。

　しかし岡部には、経験があった。暗殺者の集団に銃じゆうをむけられて、撃うたれた経験も。

　こんな幼い女の子に、岡部は──




　──コロス。コロス。コロス。コロス。コロス。コロス。コロス。コロス…………




「逃にげろ、萌郁っ！」

　気がつくと、岡部は叫んでいた。

「…………？」

　うしろに立っていた萌郁は、途と惑まどいの表情をかえした。

　配布所ではフェイリスとまゆり、るかが、地べたに坐すわったままの岡部を見おろしていた。

　そして、岡部の目の前には。

　綯が立っていた。

　いまにも泣きだしそうな表情で、怖こわがって──そうさせたのは岡部の大声だ。

「凶真……どうしたニャ？　綯ニャンを怖がらせたら、いけないニャ」

「オカリン……そういうのは、綯ちゃんにはまだ早いよ」

　フェイリスとまゆりが、たしなめる。

　綯は、萌郁の手をつかんで彼女のうしろに隠かくれた。

「いまのは……？」

　岡部は自分の手を見た。

　それから綯を。

　血にまみれた刃は物ものを握にぎっていたはずの綯の手には、父親のための御守りが握られていた。
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「──おい。そこの貴様。俺たちが見えていてるか？　なぜ答えない？　モニタのそっち側にいる、まぬけ面づらの貴様だ」

　白衣の青年が問いかける。

　横から現れた女子高生が、大きな瞳ひとみをくりっとさせて、挨あい拶さつした。

「まゆしぃです」

「ラボメンナンバー００３・スーパーハカー……おまえからも、なにか言葉を」

「ハカーじゃなくハッカーだろ常識J的に考えKて」




　のどやかな平原で、アルパカもどきが佇たたずんでいた。

　そっち側──ブラウン管のむこうで。




　人の面つらをかぶった、けだもの──『アルパカマン』は10年ほど前に発売された家庭用ゲームソフトだ。『インタラクティブゲーム』というジャンルを打ちだし、当時としては画期的なことに、マイクに話しかけることで、ゲーム内のキャラクターがユーザーの声を認にん識しきする。ゲームの目的は、アルパカマンとコミュニケーションをとること。

　と、いうふれこみだったのだが……。

「あいかわらず、おしゃべりしないねえ」

　まゆりが心配そうにアルパカマンを見守る。

　なにしろ10年も前のゲームだ。まともなリアクションは期待できない。現在の技術でも、音声を日本語テキストに変へん換かんするのは難しい。ましてアルパカマンは、しゃべらない。仕様だ。これは、とても寡か黙もくなインタラクティブ。

『アルパカマン』は当時としてもキワ物に分類されるゲームだったが、ＣＭが話題になったこともあって、そこそこ売れた。そのためレア物としての評価もされず、何年たってもプレミアがつくことはない。それを岡部とダルが、なにかの勢いで、ジャンクショップでハードとセット価格５００円で確保した。

　こうして未来ガジェット研究所で、『アルパカマン』は１年あまりのあいだ起動しつづけている。

「しかし進展はあった……！　この１年、コミュニケーションはとれないものの……見るがいい！　我々の、たゆまぬ探求心と努力により、ついに子孫が誕生したではないか！」

　岡部は研究成果を主張した。

　アルパカマンのとなりに、トコトコ歩いて、ちびジアルユパカニマンアが登場した。

「かわいいねえ」

「リア充じゆう爆ばく発はつしろ」

　アルパカマンが、どこで雌メスを見つけて、どこでよろしくやったのかは神秘だ。

「だめだよ、オカリン。小さい仔こをイジめちゃ」

「やはり、このソフトには世界の支配構造を変革しうる謎なぞの暗号が、機関によって埋うめこまれていると考えるのが必然であろう。かならず暴あばいてみせるぞ、この鳳ほう鳳おう院いん凶きよう真ま……がっ──」

　腰をひねって、どこかにある輝かがやかしい未来を指さす。

「ダルくん、麦茶飲む？」

「いただくー。あ……まゆ氏、まゆ氏？　お茶出すときは、お茶ドゾーでヨロ」

「お茶ドゾー？」

「そう。お茶、置いておきますね。でも可」

　居間のパソコンデスクに坐ったダルに、まゆりは言われた通りに麦茶を出した。

「オカリンは？」

「ふっ……麦茶などという大衆迎げい合ごう的飲料など飲めるか。俺が飲むのは、選ばれしものの知的飲料」

「ドクペだね」

　やさしいまゆりは飲み物をとりに行く。

　２ドア冷蔵庫の扉とびらには、扇せん風ぷう機きがとりつけられていた。本来、それは開発室でパソコンの冷れい却きやく補助のためにつかわれていたもので、研究所で唯ゆい一いつの冷れい房ぼう家電だ。

「まゆり！　未来ガジェット10号機『クールビジター』のスイッチを……」

「えー。これ、あんまり涼すずしくならないよぉ」

　まゆりはぶぅたれた。

「フッ、心配するな……連続運用を停止してから、すでに半日。庫内は冷気で充みたされている」

「本当に？」

　まゆりが半信半疑でスイッチを入れると、扇風機が回転しはじめた。と同時に、冷蔵庫の扉が半開きで固定された。

　未来ガジェット10号機『クールビジター』。

　冷蔵庫の冷気を、扇風機で室内に送る装置だ。

「ふっ……どうだ快適だろう？」

「ふつうの扇風機と大差なくね？　……っていうか扇風機そこに固定されて、むしろ迷めい惑わくなのだが。つか麦茶ぬるっ」

　麦茶を口にしたダルは、さえない表情をした。

「お茶も冷えなくなっちゃったしねぇ」

　まゆりはコップに注いだ麦茶を、ほっぺにあてる。

　狭せまいとはいっても15畳じようほどあるラボを、１台の冷蔵庫で冷やそうというのが無む謀ぼうなのだ。だいたい、これでは冷蔵庫のコンプレッサー全開で、電気代がエアコンなみにかかった上に涼しくないという矛む盾じゆんに陥おちいる。

「黙だまれ」

　そんなことは、東京電機大学２回生の岡おか部べなら、わかりきったことだ。

　金の問題ではないのだ。現状を打破するため、つねに創意工く夫ふうを怠おこたらぬこと。生きるなかで、こうすればという発想を失わぬこと。

「？」

「新たな発明の前では、その程度の……」

　ふいに室内が暗くなった。

　昼間だったが、窓を閉めきった雑居ビルのラボは、ほとんど日が射ささない。

　ブレーカーが、落ちた。

「あ」

「うおおぁおぁお～～～～～～～～っ！」ゲームに没ぼつ頭とうしていたダルが頭を抱かかえた。「やばいお！　いまのオチかたは、データがやばいパターンだお！」

「……くっ！　機関による10号機の運用妨ぼう害がい工作か」

　いつもの演技やつをはじめた凶真おかべにむかって、いつもは温おん厚こうなダルが、このときばかりは本気でつかみかかった。

「ＣＧコンプデータ破損してたらオカリン殺して僕も死ぬ！」

　ゲームの特典ＣＧをコンプするためには、トゥルーエンドをクリアしただけでは足らず、複数の排はい他た的ルートを全クリアしなくてはならないのだ。岡部より、ひと足先に誕生日を迎むかえて成人オトナになったダルが、たった一度しかない20歳の夏休みを費ついやして、おなじゲームをのべ６週、数十時間かけて回収したエロＣＧ集のデータだ。

　消えるときは一いつ瞬しゆん。

「おちつけ……おわっ」

　よろけた岡部が開発室の棚たなにぶつかった。

　山積みになった機材や書しよ籍せきの奥で、ブックエンド代わりにしていたブロンズ像が、ドンッと床ゆかに落ちた。




　──おい、岡部！




　下の『ブラウン管工こう房ぼう』からドスの利きいた声が突つきあげた。

「やばい……」

　岡部は血の気がひいた。

　散らかった機材をかきわけて、おそるおそる窓を開けて顔を出すと、ミスターブラウンこと天てん王のう寺じ裕ゆう吾ごが、娘むすめの綯なえと、桐生きりゆう萌もえ郁かとともに道路から２階を見あげていた。

「てめぇ、ちょっとおりてこい！」

「よ……用があるのなら、そちらからくるのが筋だろう。ミスターブラウンよ」

　鳳凰院凶真を演じる岡部だったが、さすがに大家相手では分が悪い。いまひとつ身が入っていない。

「静かにしろって、いつも言ってんだろうが……！　家賃５０００円上乗せすっぞ」

「いますぐ参ります」

　岡部は、あっけなく全面降こう伏ふくした。

「綯ちゃん」

「まゆりおねーちゃん」

　まゆりが顔をだすと、綯が手をふってかえした。




　２０１１年、夏。

　世界ダイバ線変ージエ動率ンス１・０４８５９６％。

　岡部倫りん太た郎ろうが、分ぶん岐きするアトラクタフィールドの綾あや目めに描えがいた、美しいワールド・ラインだ。このシュタインズゲート世界線にたどりついてから、早１年が経過していた。




　大おお檜ひ山やまビルの階段をおりてきた岡部が、ミスターブラウンに叱しかりつけられている。

　綯が、まゆりに抱だきつく。

　それを見て、萌郁が微笑ほほえむ。彼女のバイト生活も早１年になろうとしていた。

　ディストピアも、第３次世界大戦の予感もない。

　危あやぶまれた〝定まらない未来〟も、この１年間は、ほかの世界線と比べれば平へい穏おんそのものだった。




　　　　＊
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　秋葉原は一見すると１年前と変わりない。それでもテナントの入れ替かえは日々どこかで起きていて、新規開店のショップを見つけると「ここは、なんの店だったっけ」と立ちどまって、考えるけど思い出せない。そんな小さな違い和わ感かんを生じながら、ギャップは日常という退たい屈くつのなかに埋まい没ぼつしていく。

　中央通りを折れて、電気街口に歩く。

「まゆり……？」

　立ちどまって、岡部はふりかえった。

　雑ざつ踏とうのなかで、まゆりは立ちどまったまま空に手をかざしていた。




〈スターダスト・シェークハンド〉




　手のひらを太陽に透すかす。

　まゆりが空と握あく手しゆをするようになったのは、彼女が小学６年生のときだ。

　きっかけは祖母の死。

　空から降ろされた天使の梯はし子ごに、手をさしのべて──あたかも亡なくなったおばあちゃんを捜さがすように。

　いいや、本当の理由はわからない。他人が解かい釈しやくをつければ、それは噓うそになる。最初の理由と、いまの理由がすりかわることも、よくあることだ。

「まゆり」

　あらためて岡部が呼びかけたとき、背後で、なにかが落ちた音がした。




　眩暈めまい。




　ふりかえった岡部の足もとで、地面がゆれた。

　コンクリート片へんが道路に落ちて、砕くだけていた。そんなものが直ちよく撃げきしたら、大ケガどころではすまなかっただろう。

　岡部は、ゆっくりと視線をあげた。

『ラジ館』の大看板があり、ガラス張りの窓があり、秋葉原のランドマークである７階建てのビルの──

「な…………！」

　岡部は声をなくした。

　ラジ館の屋上が破は壊かいされて、外がい壁へきが崩くずれ落ちている。

　ビルの屋上に突き刺ささっていた、人工衛星のような物体は……！

　タイムマシン。阿あ万ま音ね鈴すず羽はのタイムマシン。




　眩暈。




　再び地面がゆれる感覚が襲おそいかかって、岡部の視界が歪ゆがんだ。

　意識が途と切ぎれ途切れになる。足を一歩、どうにか踏ふみこたえた。

　気がつくと──

「ねぇ、オカリン……本当に行かなくていいの？」

　目の前で、改札口にむかおうとしていたまゆりが岡部をうかがっていた。

「…………？」

　岡部は、また、ふりあおいだ。

　ラジ館。

　とり壊こわしが決まったビルは、すでに閉へい鎖さされている。大看板にはネットがかけられていた。大半のテナントが退去したあとで、からっぽの廃はい墟きよとなっていた。

　屋上には……なにも、ない。

　あるはずがなかった。シュタインズゲート世界線では、タイムマシンが開発されるはずがないのだから。

「俺にはミスターブラウンから授さずかったお使いミツシヨンがある」

「そっかあ……じゃ、るかくん待ってるから」

　まゆりは駅前の雑ざつ踏とうのなかに消えていった。
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　羽田空港、国際線ターミナルにサングラスの女が降り立った。

　渡と米べい後、二度目となる来日。

　去年の７月28日、彼女はラジ館で、娘にナイフをむける父親と再会した。

　盗ぬすんだタイムマシン論文を手て土産みやげにロシア亡命を狙ねらった中なか鉢ばち博士こと牧まき瀬せ章しよう一いちだったが、失敗。しばらくロシア当局の事情聴ちよう取しゆを受けていたが、得るものなしと判断されたのだろう。日本へ強制送そう還かんされた。

　中鉢は折にふれて日本のワイドショーをにぎわせていたようだ。ようだ、というのは、アメリカではまったくニュースにならなかったから。帰国したとき、彼は空港で、あれほど望んでいた世間の注目とマスコミのカメラのフラッシュを、いやというほど浴びたはずだ。それも数日のこと。すぐに飽あきられた。

　もともと学会から無視されていた中鉢は、日本人の名めい誉よを著いちじるしく傷つけたことでネットでも中傷の対象となった。イロモノ科学者タレントとしての道も絶たれて、いまは、たぶん郷里の青森に帰っている。たぶん、というのは、そのことをちゃんと調べたわけではないから。

　入国審しん査さにすすんだ。

「夏休み？」

　係員が質問する。

　サングラスの女──牧瀬紅く莉り栖すはムッとした。

　彼女は、この７月25日に19歳になったばかり。たしかにナインティーンは大学生の年ねん齢れいで、しかも日本の高校の制服を着ている。

　サングラスをとった。

「いいえ仕事ですBusiness」

　微び妙みような乙女心プライドが英語で答えさせた。係員は、ふぅんという感じで、型どおりの質問をしたあと旅券に判を捺おした。




　荷物を受けとった紅莉栖が到とう着ちやくロビーに出てくると、すぐに、あの快活な声が呼びかけてきた。

「あ～っ！　紅莉栖ちゃん！」

　手をふりふり、駆かけよってきた少女が紅莉栖に飛びつく。

「まゆり」

「オカエリン！」

　あの挨あい拶さつは、どうやらラボの日常会話として定着したようだ。

「わざわざ迎むかえに来てくれたの？」

「うん。だって、待ちきれなかったのです！」

　ふたりはメル友。すっかり、なかよしだ。

　紅莉栖はロサンゼルス国際空港から羽田空港への直行便を利用した。成田より、こっちのほうが便利だ。

「ご無ぶ沙さ汰たしております、牧瀬さん」

　つづいて現れたのは、まゆりの親友だった。

「あ、しばらくです。漆うるし原ばらさん……でしたよね？」

　ルカ子、るか氏、るかくんと、みんな下の名前で呼ぶため、紅莉栖は相手の名字がうろ覚えだった。

「はい」

　ニッコリ天使の微笑み。

　──だが、男だ……。

　紅莉栖は、心のなかでボソッとつぶやかずにはいられなかった。
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　秋葉原に到着した紅莉栖、まゆり、るかの３人はラボへの道を歩いた。

「──秋葉原駅も、けっこう変わったんだ」

「うん。ガンバムショップとか、アイドルのお店とかできたし」

　まゆりが紅莉栖に、最近の秋葉原のことを教えた。

「ラジ館も建たて替えになりましたね」

「ラジ館が？」

　るかの言葉に、紅莉栖は少し驚おどろいた。

「はい。もうすぐ解体工事がはじまるみたいですよ」

　地元民のるかが経けい緯いを説明した。ラジ館は秋葉原最初の高層建築で、長く親しまれていたランドマークだった。

「１年で……変わるものね。ラボはどうなの？」

「ラボは、これといって変わったことはないかなぁ……あ、でもでも！　ダルくんに、お友達ができたのです！　女の子の」

「噓？」

　まゆりの言葉に、紅莉栖は心の底からびっくりした。

　日本語で異性の「お友達」と言ったとき、それは「ガールフレンド」ではなくて、かぎりなく「恋こい人びと」のニュアンスをふくんでいる。

「相手はコスプレイヤーさんで、阿万音……由ゆ季きさん？　だったよね、るかくん」

「はい。かわいらしい方ですよね」

　まゆりとるかは女子高生っぽく笑いあった。

「かわいい……？」

「この人だよ」

　まゆりは携けい帯たいを見せた。

　小さな画面に映った写真を、まじまじと見つめる。

「……橋はし田だって、実家、お金持ちだったっけ？」

「ちがうんじゃないかなあ」

　まゆりが答えた。

「じゃあ、宝くじに当たったとか」

「そんな話も聞いてないですけど」

　るかが答えた。

「ってことは……」

　紅莉栖は直感した。

　そのとき目の前の路地を、噂うわさの主がトコトコと歩いていくのが見えた。

「あ、ダルくんだ。ダルくーん」

「まゆ……って牧瀬氏じゃん！　ひさしぶり……」

　言い終わる前に、紅莉栖は、ずいっとダルに迫せまった。

「騙だましているなら騙しているって言いなさい」

「お？　なんの話？」

　途と惑まどったダルに、紅莉栖はまゆりの携帯を突つきつけた。

「あ」

　携帯画面を見て、ダルは目をそらした。

　かわいらしい女性が映っていた。それも、おそらく年上の。

「紅莉栖ちゃん！　騙してるって、ダルくんが？」

「そんなことないと思いますけど。橋田さん、写真を送りあったって言ってましたし」

「橋田の？　どんな写真、送ったの？」

　紅莉栖はダルを問いつめた。

「それは……」

　観念したダルは、渋しぶ々しぶといった感じで彼の携帯を見せた。

　それは帽子キヤツプが、どアップになった自分撮どりだった。橋田の顔はフォトショで加工されていて、体型もよくわからない。

「やっぱり」紅莉栖はあきれた。「こんなことでもしなければ、ＨＥＮＴＡＩに女子が近づいてくるはずないものね」

「ひどいお！　決めつけイクナイ！」

「でも……ねぇダルくん。相手の人は、クマみたいな男の人がタイプだって言ってたんでしょ？」

「うん、そう！　まゆ氏、ナイスフォロー」

「女性のクマみたいな人好きは、デブおｋということだと思うなよ」

　その相手の言葉が、ダルの心の希望だったのだろう。紅莉栖に、斧おののような鈍にぶい一いち撃げきをくらったダルは、とたんに動どう揺ようを隠かくせなくなった。

「やだ、なにそれ怖こわい……！」
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「あいかわらず雑然としているのね」

　未来ガジェット研究所のラボを再訪した、紅莉栖の第一声だった。

　１年前と変わったところを見つけるのは、ちょっとした、まちがい探しレベルだ。しいていえば、まゆりとるかは受験生のはずだが、これといって切せつ迫ぱくした様子はない。もっとも紅莉栖は、飛び級で気がついたら大学生になっていたので、日本式の大学受験がどんなものかは話でしか知らないのだが。

　まぁ、まゆりはこういう性格だし。るかは、神職を継つぐのだとしたら資格を取れる大学はかぎられるはずだ。進路のことで悩なやんだりはしていないのだろう。

「はい。お茶ドゾー」

「ドモドモー」

　あれから１年か……と感かん慨がいに浸ひたっていた紅莉栖は、ふいを衝つかれて、まゆりに出された麦茶に対して素すでリアクションをかえしてしまった。

　我にかえった紅莉栖は、赤面する。

「あいかわらずの＠ちゃんねらーぶり……」

「うっさい！」

　ダルの指し摘てきを封ふう殺さつする。紅莉栖が＠ちゃんねるの住人であることは、おしゃべりの誰だれかさんのおかげで、もうラボメンたちにとっては公然の事実だ。

「それにしても、オカリン遅おそいねえ」

「ブラウン氏のお使いのあと、そのままアメ横で買い物って言ってたお」

「せっかく牧瀬さんが来たのに……」

　ラボメンたちが残念そうにすると、紅莉栖は首をふった。

「ベ、別に……！　むしろ岡部がいなくてホッとしているわよ。ムダなエネルギーつかわなくてすむし……ゲホッ、ゴホッ！」

　麦茶をあおった紅莉栖は盛大にむせた。

「テンプレツンデレ、乙おつ」

「ツンもデレもしていない！」

　と、そこでタイミングよく、玄げん関かんのドアがひらいた。

「まったくミスターブラウンめ。わざわざ遠いパーツ屋を指定して……お？」

　帰ってきた岡部倫太郎は、来客の存在に気づいた。




　たちまち部屋に滲にじみだす、なんともいえない空気。




　微妙。

　いくら天才少女でも、狂きよう気きのマッドサイエンティストでも。世間でいえば、まだ未1成年9のふたりだ。

　なにも言えないまま、からんだ視線をほどこうと。

　岡部は、すかさず携帯をとりだすと背中をむけて話しはじめた。得とく意い技わざだ。また、いもしない電話相手にむかって。

「俺だ……ああ、そうだ。機関の新たなエージェントのようだ。なに……緊きん急きゆう要よう請せいだと？　わかった。それが〈運命石のシユタインズ・扉ゲート〉の選せん択たくなら……エル・プサイ・コングルゥ」

「あいかわらずのウザさだな……」

「サーセン」

　ダルは、このときばかりは岡部に代わって謝罪した。

　岡部は電話を切るそぶりをすると、あらためて、むきなおった。

「ひさしぶりだな助手……いや、クリスティーナ。いや、実験大好き変態少女、略してＨＥＮＴＡＩよ」

「失礼にも、ほどがあるだろっ！」

「ふっ……その反応。どうやら本物のクリスティーナのようだな。クリ腐フティ────ナよ」

「再会あって早々、ティーナ、ティーナ言うな！」

　ここまでが、お約束。

「しかしクリ腐フティーナよ。未来ガジェット研究所は、国家から隠いん匿とくされた組織だ。当然、そこに入るには、それ相当の許可が必要だ。覚えておくがいい」

「私はラボメンよ」紅莉栖はラボメンバッジを見せた。「このラボにも自由に出入りできる権利があるわ」

「ふん……１年近くもラボに来もしないで権利を主張するとは……貴様、それでも俺の助手か？　クリスティーナよ」

「だから助手でもクリスティーナでもないと言っとろうが！」

　岡部と紅莉栖は、会うなり、やっぱり口げんかになった。




　足かけ11カ月。




　恋こいのインターバルには、長すぎたのかもしれない。

「なんか、いつものラボにもどったって感じ？」

「うん！　ダルくん……まゆしぃは、なんだか、とってもうれしいのです」

　岡部と声をぶつけあう紅莉栖の存在が、あまりにもラボになじんでいたものだから、ラボメンたちは奇き妙みような感慨に包まれた。

　牧瀬紅莉栖がラボにいた期間は、去年の９月下げ旬じゆん、ほんの数日だったというのに。

　懐なつかしかったのだ。

「なぜ日本に来た、ＨＥＮＴＡＩ少女よ。ラボを留守にしたことへの謝罪か？」

「なぜ謝あやまんなきゃいけないのよ！　また講演の依い頼らいが日本であったから、寄っただけ。まゆりにも会いたかったし」

　紅莉栖は岡部を無視して、まゆりのところに歩いた。

「まゆり……はい、お土産みやげ」

「本当？　ありがとう！　なにかなぁ……」

「むこうで見つけたソーイングセット。はい、漆原さんにも」

「ありがとうございます」

　男子に裁さい縫ほうセットをプレゼントした女は、世界に、何人いるだろう。

「僕には、修正ナッシングな北米版的ななにかが……」

「どっかの誰かさんみたいに税関で捕つかまるわっ！　ＨＥＮＴＡＩ紳しん士し！」紅莉栖はダルを叱しかり飛ばした。「あんたたちには、なにもないわよ。私は、まゆりたちに会いに来たんだから」

「フゥーハハハ！　そんなものハナから期待してなどないわ！」

　岡部が声を大にしてかえした。

「…………」

「わかったら、とっとと立ち去るがいい」

「言われなくても立ち去るわよ……！　ホテルにチェックインしなきゃいけないし」

　紅莉栖は冷静に言葉をかえした。

「ええっ？　もう行っちゃうの？」

　まゆりが残念そうにした。

「しばらくは日本にいるから。また連れん絡らくする」

　と、そこで呼び鈴りんが鳴って、玄関のドアが開いた。

「凶真！　お待たせニャン」

「おじゃまします……」

　そろって居間に現れたのは猫ねこ耳みみメイド──フェイリスと、バイトを終えた桐生萌郁だった。

「フェリスちゃんに、萌郁さん……どうしたの？」

「えっ？」まゆりのリアクションを見て、フェイリスは小首をかしげた。「バーベキューじゃないのかニャ？」

「バーベキュー？」

「凶真がさっき、つたえに来たにゃ。アメリカからクーニャンが遊びに来るから、今日、みんなでバーベキューしようって」

「私、メール……」

　萌郁は携けい帯たいを見せた。バイトが終わったら２階に来るように告げる、岡部からのメールだった。




　歓かん迎げいのバーベキュー大会。

　ミスターブラウンに頼たのまれた、買いだし。




「オカリン……」

　まゆりが目をむけると、岡部は背中をむけて、また携帯を耳にあてた。

「──なに！　太陽嵐ソーラーストームの活動が活発なせいで、幻げん聴ちようや、ありえない電波受信が頻ひん発ぱつしているだと？」

　テレ隠しのつもりなのか。もうじき[image: ]歳ハタチになる青年は、まだ青春の白衣を脱ぬぐことができずにいた。

「まさか……青せい龍りゆう山の七しち賢けん人じんが、動きだしたというのかニャ！」

　フェイリスが、いつもの調子で演技をあわせた。

「その、まさかかもしれん……」

「ならば、あの必殺奥義を一刻も早く体得しないと！」

「任せておけ。手はずは整っている」

「手はず……！　はっ！　凶真！　あの石板を解かい析せきしたのかニャ！」

「モチツケ」

　クライマックスの盛りあがりを見せつけ、どこかに行ってしまいそうになったふたりに、紅莉栖が冷や水を浴びせた。

　岡部は、咳せき払ばらいをすると、あたらためて全員に語った。

「こうしてラボメン全員がそろったのも〈運命石のシユタインズ・扉ゲート〉の選択……まゆり！　円えん卓たく会かい議ぎの準備を！」

　ふだん岡部の言動に説得力がないのは、相手の目を見ないからだ。

「うん！」

「ルカ子よ。合い言葉を忘れているぞ」

「エ……エル・プサイ・コンガリィ……」

「コングルゥだよ、るかくん。紅莉栖ちゃん……時間、あるよね？」

　まゆりが誘さそった。

　紅莉栖のホテルは常宿、お茶の水にあるローズホテル東京だ。チェックインは、日をまたぐまでにすればいい。

「まぁね……まったく、素す直なおじゃないんだから」

　紅莉栖は息をついた。

「ツンデレ、乙。だよ」

　岡部も、紅莉栖も。まゆりは、やさしく微笑ほほえんだ。
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　大おお檜ひ山やまビルの屋上。

　そこは、ラボで寝ね泊とまりすることがある岡部やダルが、たまにコインランドリーで洗ったものを干すくらいで、日常、あまりつかわれることはない。

　しかし今夜は、未来ガジェット研究所のラボメンが大集合して、バーベキュー大会がひらかれていた。

　発電機付の本格的なキャンプ用ライトが、明るく照らしている。

　フェイリスが鉄板の上でヘラを握った。

「まぜ、まぜ」

「おおっ！　出た～～！　目を見て、まぜまぜヤキソーバ！」

　メイド喫きつ茶さ仕込みの蟲こ惑わくテクニックを披ひ露ろうされて、ダルは、こんなときでも興奮を忘れない。

　別のコンロでは、まゆりが皿にとったバーベキューを配っていた。

「おー！　綯ちゃん、ピーマン食べれるんだ」

「うん！　でもお父さんはね、食べられないんだよ」

　ミスターブラウンにしてみれば、店たな子この知りあいである紅莉栖が訪ねてきたからといって、屋上とバーベキューセットと燃料を提供する義理はないのだが。家事で忙いそがしい綯は、同世代の子どもと比べて、遊ぶ機会はずっと少ないはずだ。こうして喜んでいる愛まな娘むすめの姿を見れば、それも、ささいなことになった。

　萌郁も、るかも、ＢバーＢベキＱユーで分厚い肉を焼いてダディクールを演じるミスターブラウンを、微笑ましく見つめながら串くし焼やきを口に運ぶ。

　そんな団だん欒らんのなかで、ひとり輪から離はなれて、岡部は柵さくに寄りかかっていた。

　岡部にとっても、この夏は感かん慨がい深い。

　７月28日。

　紅莉栖と出会った日。いずれの世界線でも、ラジ館で、ふたりは遭そう遇ぐうした。そして、３週間にわたるカレンダーの月日を、数十回、数百回、数えきれないほどくりかえして、紅莉栖と時間をともにした。

「あれから１年か……」

　紅莉栖を遠目に見つめた、岡部の視線は、そのとき──




　眩暈めまい。




　まゆりは地下鉄の線路に落ちた。

　落とされた。

　綯に落とされた。

　それは何回目のトライ・アンド・エラーの記き憶おくだっただろう。何回目のα世界線だっただろう。何回目のまゆりの死であっただろう。

　否いな。

　岡部は、いま追いつめられた。

　これは……いま、ここは何回目のα世界線だ……！




　──まゆりっ……！




　　　　＊




　思わず口をついた声で、われにかえった岡部は、一歩、足を踏ふみだして留とどまった。

「なんだ……いまのは……？」

　白昼夢。

　文字通りのフラッシュバック。

　眩暈のあと、一いつ瞬しゆん、岡部の五感は意図せず遮しや断だんされた。感覚。そのあと彼が知覚できたのは「まゆりが地下鉄に轢ひかれて死ぬ」別の世界線でのシーンだった。

　否。

　思いだしながら、岡部は、みずからの記憶に追いつめられる。




　──これは、いま、ここは何回目のα世界線だ……！




　岡部は、いま、そこにいたのではないか。

　地下鉄のホームにいた。

　その実感があったからこそ、岡部は全身にいやな汗あせをかいていた。

「おい……！」

「!?」

　ガッと腕うでをつかまれた岡部は、ビクッと背筋を凍こおりつかせる。

「岡部ぇ……」

　ふりかえると、紅莉栖がいた。

「なんだクリスティー……」

　言いかけて、岡部は言葉をさえぎられた。

　紅莉栖は顔を近づけると、ズケズケとしゃべりはじめた。

「やっぱり、どう考えても納なつ得とくできない」

「…………？　なんの話だ？」

　岡部は困こん惑わくする。

「タイムマシンよ。ありえないわ論理的に考えて」

　空からになった缶かんを転がすと、紅莉栖は、くだを巻きはじめた。

　ようやく岡部は異変に気がついた。紅莉栖の様子が、おかしい。

「まさか……！　しかし、ここにはノンアルコール飲料しか……」

　岡部の、いやな予感は的中した。

　ミスターブラウンは、岡部が買ったノンアルコールビールには見むきもせず、持ちこんだ缶ビールをあおっていた。

「やっぱりビールは、こうじゃねえとな」

　紅莉栖に吞のませたのか。

　クソオヤジが若い娘こに酒を強要したのかと思ったが、どうも、そうではなかった。綯が、かいがいしく動いて萌郁にも缶ビールをわたそうとしている。るかやまゆり、ダルにはわたさないところを見ると、綯やミスターブラウンのなかで、紅莉栖は大人に分類されていたようだ。

「…………」

「ねえ、聞いてる」

　こいつは悪い酒だ。

　ジト目でミスターブラウンを睨にらむ岡部にむかって、アルコールに吞まれた紅莉栖は、酒臭くさい息を吐はきながら迫せまった。

「なんだ……？」

「この前の話よ。あんたアメリカ来たときも言ったでしょ？　別の世界線だとか、別の私と、なんかあったとか……それで、どさくさにまぎれて、あんなこと……」

「あんなこと……」

　地球の裏側。

　カリフォルニアの砂さ漠ばくで。ガス欠のキャデラックのボンネットに腰こし掛かけたふたりは唇くちびるを重ねた。




　紅莉栖のファーストキス。




　だが岡部にとって、それは初めてのキスではなかった。それどころか──この屋上にいる複数の女と、合意か非合意かはともかく、岡部は、様々なシチュエーションでキスをしたことがある。萌郁とも。まゆりとも。

「ここで、それを言うか……？」

　萌郁は覚えていないし、愛情ではなく、ただ口をふさいで黙だまらせるための非常手段だった。まゆりとは、本当に小さなころチューしたことがある。お茶の間のテレビで放送してもＯＫな、ほほえましいエピソードだ。

「なに？　あ、やっぱり言われちゃマズイんだ？　自じ慢まん話かっつーの！」

　紅莉栖はムッとした。

　かと思うと、急にショボンとして瞳ひとみをウルウルさせはじめる。

「──私ね……けっこう、あのとき……」

　本気だった。

　それが酔よっぱらいの演技なのか、かけひきなのかは不明。紅莉栖は、岡部にゆさぶりをかけた。

　特別な、男として。

「お……おい……」

「どうかしたニャ？　もうすぐフェイリス特製世紀末ヤキソバできるニャ」

　フェイリスがふたりを見た。すると紅莉栖は、変なスイッチが入ったのか、みなをふりかえって声をあげた。

「岡部倫太郎！　こいつさ～……去年からメールひとつよこさないのよ！　あんなことまでしておいて！」

「待て……」

　岡部はうろたえたが、紅莉栖はとまらない。

「好きだとかなんとか言うのも、別の世界線とかのせいにし……ふがっ」

「いいから、こっちに来い！」

　岡部は紅莉栖の口を手でふさぐと、強ごう引いんに階段へとひきずった。




「──ふがっ！　離せっ！　離しなさいよっ！」

「うわっ！　ま……待て！　よせ！」

　紅莉栖は大暴れだ。

　このままでは階段から落ちると判断した岡部は、紅莉栖をつかんだ腕を離した。

　岡部は、なにか言おうとしたが言葉が出ない。

　なにしろ去年からメール１通送っていないのは事実だし、オンナノコに「やるだけやって放置した」と抗こう議ぎされれば、オトコに反論の余地はない。

　それでも岡部は、岡部なりに苦しんでいた。

　どれほど紅莉栖が好きでも……その恋こいに燃えたり、夢中になったり、われを忘れたり。

　それが、できない。

　別の世界線の記憶がブレーキをかける。葛かつ藤とうしつづけても答えは見えない。

　だが、どんな言い訳をしても。

　紅莉栖に対して岡部がとった行動は、彼女の気持ちにやさしいものではなかった。どれほど悩なやもうと、送れなかったメールを書きためようと。それは、この紅莉栖にとっては「なにもしない」のとおなじだったから。

　なぜ、岡部は。

　α世界線の紅莉栖に対してのように、シュタインズゲート世界線の紅莉栖に対しても、接することができないのだ。

　──ここがシュタインズゲート世界線だから。

　たったひとつ。

　許された未来だから。理想だから。ゆえに守らねばならなかった。ゆえに過去を改変してはならない。過去を改変する可能性がある行こう為いを、避さけねばならない。紅莉栖がタイムマシンを作ることがないように、無意識に心がブレーキをかける。

　過去と、未来の狭はざ間まで──

　想おもいと理性の渦うずのなかで、岡部はブレつづける。

　そして紅莉栖は、いらだつのだ。

　この１年間、紅莉栖とくりかえしてきた会話になっていない説明と質問の交こう換かんによって、岡部が、得たものがあるとすれば。




　──岡部じぶんは、口を閉とざすべきではないのか。




　そんな予感だった。

　別の世界線のことなど、なかったことにして。

　ただ、このシュタインズゲート世界線を生きればよいのではないか、と。

「ふふ……岡部……」

　階段の踊おどり場で対たい峙じしていた紅莉栖が、ふと、また酔っぱらいのフニャフニャした様子になった。

「なんだ……？」

「抱だっこ」

　ギュッとしがみついてきた紅莉栖の行動は、岡部が想定していた、どんなパターンにもなかった。

「うわっ！　おまえ……」

「ふふ……ジョリジョリ」

　岡部のおヒゲに頰ほおずりする天才少女の行動は、父親に甘える、嵐あらしを呼ぶ幼よう稚ち園えん児じレベルだった。

「こら！　待て！」

「ムフッ……チクチクする」

「こらっ！　人が来たらどうする！」

「ヤなの？　見られたら嫌いやなんだ？」

　完全に紅莉栖のペースだ。酒に酔った３次元の処女は手に負えない。

「いや……そういうことではなく……」

「なら、いいのね？」

「いや、しかしだ……」

「どっちよ？　〈運命石のシユタインズ・扉ゲート〉の選せん択たくとやらは、どっちなの？」

「だから……」

「この……ハッキリしろ！」




　ドシャン！




　そんなコミカルな音を立てて、ふたりは漫まん画がみたいに階段を転がり落ちた。




　　　　５




　ラボのソファに紅莉栖を寝ねかせると、岡部は、しぼった手ぬぐいを彼女の額にあてた。

「頭でも冷やせ」

「ありがと……」

　階段から落ちたショックで、少しは目が覚めたようだ。紅莉栖は、ビール１缶で酩めい酊ていした自分を恥はずかしく思う程度には回復した。

　岡部はパソコンデスクのイスに坐すわる。

「まったく……」

「まったくって、どういうこと？」

「まだ、からんでくるのか？」

　岡部に大人な反応をされて、形無しになった紅莉栖は渋じゆう面めんのままソファに頭を預けた。顔全体が、ほんのりと赤い。

「まったく、って言いたいのは私のほう」紅莉栖は目を瞑つぶった。「科学者だから……私、前世での出会いとか……運命？　そういう考えることを放ほう棄きしたものは、絶対に認めたくないの。タイムマシンも……」

　タイムマシンは現実的に不可能。

　それが科学者としての紅莉栖の持論だ。その件について講演をしたこともある。現在、提唱されている10ほどのタイムマシン理論は、いずれも机き上じようの空論であり、実現性という意味では完全に否定されていた。

　昨年、紅莉栖がタイムマシン論文を書いて父親の中鉢博士に見せたのは、あくまでも家族の縁えんをとりもどすために、きっかけが欲しかったからにすぎない。内容は二の次だった。その論文が第３次世界大戦のきっかけになる可能性を有していたのだから、紅莉栖は、やはりとてつもない天才だった。

　岡部は、デスク脇わきにあった砂時計を、なにげなくひっくりかえした。

　時は、こうして流れている。

　量子レベルの世界の都合はさておき、肉をまとった人間にとって時間は不可逆だ。

「わかっている」

　岡部は知っている。

「９号機は、いまも、アメリカの私のデスクの上で、宇宙の時を刻みつづけている」

　16進数６桁けたの数字は、どれほどカウントダウンされただろうか。１６７７万７２１５粒つぶの砂は、どれだけ落ちただろうか。

　岡部は、紅莉栖の講演を、別の世界線で聞いたこともある。そこで論戦を挑いどんで「ならエキゾチック物質、見つけてくださいよ」と論破されたのは、岡部自身だ。

「時間は不可逆だ。タイムマシンは現実的に不可能……」

「でもね……否定しようとしても。どうしても、なにかがひっかかって……頭のなかがグチャグチャになって……」

「…………」

　岡部には紅莉栖の気持ちもわかった。

　目の前の紅莉栖が、なにも言わなくとも。紅莉栖自身が、まだ自分でも気づいていない、考えの整理がついていないことまで。




　別の世界線で言葉を重ねてきたから。




　会話は、たがいの考えをまとめるツールだとしたら。「好き」「嫌きらい」という単純な結論に至るためにさえ、人と人は、男と女は、ひどく遠まわりするのに。

　わかりすぎるから、かける言葉を失うこともある。

「…………？　なに、これ」

　紅莉栖が、床ゆかに落ちていたなにかに目を留めた。

「あ……」

　岡部は白衣のポケットに手をやった。ポケットは空だった。そこに入っていたはずのものが、紅莉栖をソファに寝かせるときにでも、床に落ちたのだろう。

　小さな箱。プレゼントだった。

　紅莉栖は包装を開けた。岡部は、止めなかった。

「スプーンとフォーク……」

　それを岡部が選んで、店員さんにプレゼントのパッケージを頼たのんだ。そんなマッドサイエンティストの姿を想像すると、おかしくて笑いがこみあげる場面だ。

　ふつうなら。

「以前、欲しがっていたからな」

　でも、この岡部の選択チヨイスは、この紅莉栖にとってはふつうではない。

「そうね……たしかに、そう」




　苦い味がした。




　思い出されたのは、紅莉栖が父からもらったスプーンのこと。

　そして、誕生日にもらいそこなったフォークのこと。欲しくてたまらなかったもの──父親の想いあい。

　愛する子どもの成長を願って、牧瀬章一はスプーンを贈おくった。

　でも対ついとなるフォークをもらう前に、紅莉栖は父に嫌われた。父親とはちがって天才だったせいで。妬ねたまれた。疎うとまれた。

　あんたは──岡部。

　紅莉栖の心は複雑にからまる。岡部は紅莉栖の、父親のカタチをした心の欠落を埋うめてくれるというのか。

「──でも、あんたに、その話をしたことはない」

　紅莉栖は拒きよ絶ぜつしたのではない。

　ただ、これは性急すぎたのだ。課程プロセスが抜ぬけていた。本来なら、紅莉栖が岡部を信しん頼らいし、父親との出来事を打ちあけて、それに対して岡部が、中鉢の代わりにスプーンとフォークのセットをプレゼントするべきだった。

　岡部の言い分もあるだろう。

　別の世界線で、岡部と紅莉栖──自分ではない自分は、まさに、そうした課程をへて強く結ばれていたのだ。

　岡部は急ぎすぎただけだ。

「ああ。この世界線ではな」

「なんか頭の中を覗のぞかれている気分……」

　紅莉栖が耽ふけったのは、不快感からではなかった。

　寂さびしかったから。

　たぶん──別の世界線の紅莉栖は、岡部と、もっともっと強い絆きずなでむすばれていたのだろう。信頼できる仲間。パートナーとしての助手。紅莉栖は嫉しつ妬とさえした。滑こつ稽けいにも、どこかの世界線にいたはずの自分に。

　自分自身に。

「…………」

「？　おい……」

　岡部が気づいたとき、紅莉栖は寝ね息いきを立てていた。

　ドアがひらく音がして、ラボに入ってきたのは、まゆりだった。

「オカリン……ヤキソバ、なくなっちゃうよ？」

　ソファで眠ねむっている紅莉栖を起こさないように、まゆりが岡部をうかがった。

「なぁ、まゆり」

「ん」

　冷蔵庫から追加の食材を出しながら、まゆりがふりかえる。

「以前、話したことがあったな？　俺が別の世界線を移動して、ここにやってきたと」

「うん。別のまゆしぃとか、別のダルくん、別の紅莉栖ちゃんと、オカリンは、いっしょにいたんでしょ？」

「あの話……おまえは、どう思ってる？」

　あらためてたずねた岡部を見て、まゆりは、

「どうして？」

「いや……紅莉栖がな」

　岡部は眠っている天才少女を見つめた。

「あのね……まゆしぃは、オカリンが噓うそを言っているとは思わないのです」

　まゆりは岡部を信じてくれた。いつも、どんなときも。

「…………」

「そうなんだろうなあ……って思ってるよ。でもね。それは、まゆしぃが難しいことが、よくわからないからで……」

「まゆり……」

「紅莉栖ちゃんは勉強ができるので、オカリンの言ってることを、もっともっと一いつ所しよ懸けん命めい、考えているのかもしれないね！　じゃあ上、行ってるね」

　食材とペットボトルを持ったまゆりは、言い残すと、出ていった。

　ドアが閉まる。

　岡部はソファの紅莉栖を見つめた。

「タイムマシンなんて……」

　寝ね言ごと。

　紅莉栖は、夢のなかでも考えつづけていたのか。
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　──以上において、宇宙ひも理論におけるタイムトラベルは、現実的ではありませんが……挑ちよう戦せんしてみます？　鳳鳳院さん。




　本来、紅莉栖はタイムマシンに否定的だ。

　と同時に、たとえ可能であっても、安易に過去改変をするべきではないという倫りん理り観を持っている。それは、どの世界線でも共通していた。それが牧瀬紅莉栖という科学者の、ありのままの姿だ。α世界線ではＳＥＲＮのもとでタイムマシンの開発者となる紅莉栖だが、それは、おそらく誰だれかを人ひと質じちにとられたり、脅おどされたりしたのだろう。

　岡部は、なぜだか微笑ほほえんだ。

　こんなにも紅莉栖は、真しん剣けんに、自分が話したことを考えてくれていた。岡部倫太郎という男のことを考えてくれている。あらためて、自分はこのシュタインズゲート世界線に満足しなくてはならないし、とても幸せなのだと実感した。また一方で、そうやって客観視できる自分に、とても途と惑まどうのだ。

　デスク脇にあった砂時計を、また、ひっくりかえす。

　時間は不可逆だ。

　たとえタイムリープによって、カレンダーの日付はもどっても。

　岡部が歩んだ時間──その順序と前後関係は、客観的に見れば、ひとつなぎでつづく。

　ここで砂時計をひっくりかえしたところで、〈リーディングシュタイナー〉の足そく跡せきを遡さかのぼることはない。

　岡部を悩なやませるのは、紅莉栖ではなかった。

　紅莉栖を受けとめるべき、自分自身の心の有り様なのではないか。




　眠っていた紅莉栖の額から、濡ぬれた手ぬぐいがずれて落ちた。

　岡部は立ちあがる。




　瞬しゆん間かん──世界は、再び歪ゆがむ。




　　　　＊




　眩暈めまい。




　悪夢はフラッシュバックする。

　20：00。

　ツナギの戦せん闘とう服をまとったＳＥＲＮのラウンダー──桐生萌郁が、武装集団をともなってラボに進入し、銃じゆう口こうをむけた。

「これは……くっ！」




　　　　＊




　眩暈。




　悪夢は、さらにつづく。

　タイムリープをくりかえして、まゆりの死の収束を回かい避ひしようとした岡部にとって、最後の記き憶おく。おそらく最後に、まゆりが死んだときの記憶。そこは大おお檜ひ山やまビルの前で──

　壊こわれた懐かい中ちゆう時計。

　そして車に撥はねられて、頭ず蓋がい骨こつが割れたまゆりが横たわっていた。

「まゆり──」




　　　　＊




「……………………！」

　気がつくと、ラボの居間だった。

　岡部は、坐すわっていたイスから腰こしを浮うかせていた。

　だが、床に、拾おうとしていたはずの手ぬぐいは落ちていない。

「外で食べるのは楽しいよね」

「う～ん……フェイリスたんとＢバーＢベキＱユーとか胸熱っつーか、リア充じゆう杉すぎだろ僕的に」

　見ると、まゆりとダルがキッチンに立っていた。

　岡部の息づかいが、荒あらくなる。

「……オカリン？　どうしたん？」

　ダルが、気づいて岡部を見た。

「ここは……？」

　視線を泳がせた。

　砂時計。

　ひっくりかえしたばかりだったはずの砂は、すべて落ちきっていた。

「！」

　時計を見る。時刻は19：55──




　──まゆり！




　岡部は叫さけんでいた。

　叫ばせたのは記憶だ。何十、何百回とくりかえしたループの、もっとも濃のう密みつな部分の記憶だ。

「ん？　なぁに？」

　まゆりの返事を聞く間もなく、岡部はキッチンにいたまゆりの手を強ごう引いんにつかんだ。

「こっちに来るんだ」

「痛いよ、オカリン……」

「紅莉栖も早く！」

　岡部はソファの紅莉栖をひき起こした。

「なによ、いきなり」

「いいから、早く！」




　足音。




　やつらが、来る。

　まゆりの死は午後８時で決定されていた。収束。あと５分もしないうちにＳＥＲＮが、ラウンダーの暗殺部隊が襲おそってくる。桐生萌郁が来る。岡部は包丁を手にした。

「岡部……いったい」

「静かに」

　時計の、針が進む。

　困こん惑わくするまゆりと紅莉栖をかばいながら、岡部は身構えた。




　足音が、近づいてくる。




　玄げん関かんのドアノブがまわった。桐生萌郁と天王寺裕吾が顔を見せた。

「おう、おまえら。屋上に皿忘れて……」

「手をあげろ」

　岡部は、ふたりに包丁をむけた。

「？」

「なんだ岡部……？」

「早く！」

　岡部の奇き行こうはいつものことだったが、刃は物ものはシャレにならない。

　萌郁とミスターブラウンは、顔を見あわせながら渋しぶ々しぶという感じで手をあげた。

「紅莉栖！　早く、タイムリープマシンを……」

「えっ？」

「時間がないんだ。早く！」

　岡部は紅莉栖をせっついた。

　なにがあろうと、どういう行動をとろうと、まゆりは午後８時に死ぬ。ラウンダーの萌郁によって。あるいは電車や車に轢ひかれて。回避するためにはタイムリープしかない。

「おちついて！　そんなもの、ここにはないわ」

「なにをいってる！　そこにある、その……」

　岡部は開発室を示した。

　Ｘ[image: ]ｋペケロツパがあるデスクまわりに、タイムリープマシンは、なかった。




　あるのは電子レンジ。

　電話レンジではない、ただの中古の電子レンジ。




　包丁を手にした岡部をめぐって、誰だれもが身動きできなくなる。

　岡部は時計を見た。

　８時を──すでに秒針は３回まわった。

　まゆりは、無事だ。

「岡部……」

「ここはシュタインズゲート世界線なのか……？」

　岡部は、たずねるようにつぶやいた。

「シュタインズ……？」

　萌郁と天王寺は首をひねる。

「ここはシュタインズゲート世界線なのか!?　世界ダイバ線変ージエ動率ンス１・０４８５９６％……」

　岡部は呪じゆ文もんのような数字を唱えた。

「そうよ」紅莉栖が冷静に言って聞かせた。「その数字の意味は、わからないけど。あんたが教えてくれた、誰も死なない、やっとたどり着いた世界線」

　だから、ここにタイムリープマシンはない。

　ヘッドホン型の記憶スキャナはない。Ｄメールを送るための未来ガジェット８号機『電話レンジ（仮）かつこかり』は破は棄きされた。ＳＥＲＮの巨きよ大だい粒りゆう子し加速器（ＬＨＣ）とも、つながっていない。すべて岡部自身が、そうさせた。二度と過去改変をおこなえないように。

　岡部は包丁をおろした。

「すまなかった」

　萌郁と天王寺のあいだを抜ぬけて、逃にげるように外へと出ていった。
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　ラボを出た岡部は、近所の公園に駆かけこんだ。

「いったい、なんだったんだ？」

　自問する。

　さっき見たものは、なんだった。夢？　妄もう想そう……？

「──ちがう。あれは、たしかに現実だった」

　幻まぼろしや白昼夢ではない。

　いま、脳のどこかにあるはずの岡部倫太郎という主観は、眩暈のあと、Ｄメールを送った直後のように別の世界線に跳とびながら、しかし肉体は、この世界線にとどまった。

　乖かい離り。

　まるで接せつ着ちやく剤ざいが剝はがれかけた靴くつ底ぞこだ。気持ちがわるい。自分が、いま、ここにいることに違い和わ感かんさえ覚えた。




　ジャメヴュ。




　初見のはずの対象に親近感を覚えるのが既視感デジヤヴだとすれば、その逆──未視感ジヤメヴユにとらわれた者は、もっとも親しいはずの自分の妻のことさえ、未知の宇宙人や殺さつ人じん鬼きのように感じるのだと。

　なぜ、自分は、ここにいるのか。

　なぜ、自分は、ここにいることに違和感を。

「別の世界線の記憶が、強制的に甦よみがえった……」

　いいや、それともちがう。

　くりかえし岡部を襲った眩暈めまいこそ、〈リーディングシュタイナー〉が発現したサインだったはずだ。

「別の世界線に俺は、いた……のか？　Ｄメールもつかってもいないのに。タイムリープマシンも、タイムマシンもつかっていないのに……」

　岡部は顔を覆おおった。

　暴発する〈リーディングシュタイナー〉と眩暈。コントロールできない世界線の改変。

　岡部は、しかし首をふって、目を見ひらいた。

「いいや冷静に考えろ……そんなことは、ありえない。妄想だ。別の世界線の記き憶おくが、それを、まるで現実のように感じさせているにすぎ……なっ！」




　眩暈。




　太陽がジリジリと照りつける。

　夏──

　しかし、いまは午後８時すぎだったはず。記憶は継けい続ぞくしながら、岡部の主観は、あらぬ時と場所に撥はね飛ばされつづける。

「なんだ、ここは……」

　岡部は大の字に倒たおれていた。

　だだっ広い道路だ。目に入った道路標識から、東京の湾わん岸がん地域らしいことはわかった。

　寝ねそべったまま横を見ると、自転車が何台も並んでいた。ダル、るか、まゆり、紅莉栖たちが休きゆう憩けいしている。

「いい景色だなあ」

　すがすがしい声をもらしたのは、彼女だった。

　阿万音鈴羽。

　未来からのタイムトラベラー。とすれば、これはα世界線か。

　だが、これが記憶の産物とは思えなかった。行き交かう車の排はい気きガスの臭においが。

　この現実感は。

　岡部は、ここにいる。

　目の前の、鈴羽に対する想おもいがつのる。３００人委員会とＳＥＲＮに支配されたディストピアから世界を解放するために、２０３６年からやってきた少女だ。

「たまには、こういう時間も必要な生き物なんだねぇ……人間って」




　こんなにも懐なつかしいのに。

　こんなにも親しみがあふれだすのに。




　岡部には──鈴羽とサイクリングにでかけた記憶など、なかったのだ。

「鈴羽……」

　岡部は声をかける。

　鈴羽は、岡部をふりかえる。

　そこに猛もうスピードのトラックが迫せまってきた。タイヤが軋きしむ音を立てた。

「…………！」
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　次の瞬しゆん間かん──岡部の視界はゆらぎ、またしても眩暈を感じたあと、ストッと包丁が畳たたみに突つき刺ささった。

　岡部の前には、血を流している女の姿があった。

「！」

　桐生萌郁だ。

　その部屋には見覚えがあった。秋葉原のラボから遠くない場所だ。６畳じよう一間の安アパート。ＳＥＲＮのラウンダーであった萌郁に与あたえられた家ホーム。

「ううう……くっ……」

　萌郁の腹に包丁を突き立てたのは、天王寺綯だった。

　あの、綯だ。ミスターブラウンの愛まな娘むすめは、殺し屋の目で萌郁を、そして岡部を見た。

　岡部を。

　ほかでもない岡部を見た。岡部は夢のなかの視点ではなく、まちがいなく、そこに登場する人物だった。

「私は……許さない。父さんを死に追いやった、おまえたちを。私が、この手で殺すまで許さない」

　綯の殺意が、岡部を射い貫ぬく。

　父さん──天王寺裕吾を殺した。岡部と萌郁が？　まさか……だが、そのことについて思いあたる記憶はあった。α世界線で、まゆりの命を救うために岡部がとった行動は、ＳＥＲＮのラウンダーだった萌郁を巻きこみ、結果、彼女がＦエフＢビーと呼び保護者として頼たよっていた上司、ラウンダーのチーフ格だった天王寺裕吾を、ふたりが見ている前で自殺に追いやった。

　もし、その場面を綯が見ていたら。

　岡部と萌郁によって天王寺裕吾は殺されたと、綯が思ったとしても、おかしくはないかもしれない。

　だが、いま目の前の綯は。姿形こそ岡部が知るままの小学生だが、その言動、刃は物ものを握にぎるたしかな手元は、とうてい小学生のそれではなかった。まるで見た目は子ども、中身は大人──

（まさかタイムリープ……！）

　いずれにせよ岡部は、綯によって殺される萌郁という、この場面もまた、いかなる世界線とトライ・アンド・エラーのなかでも経験したことがなかった。

　岡部が、たどっていない世界線。

　あるいは〈リーディングシュタイナー〉を有する岡部をもってしても、抜け落ちてしまった世界線。

「うう……ＦＢ……」

　萌郁は自分の血だまりに倒れて、絶命した。




　あは……あははは……あははははは！




　甲かん高だかい声で嗤わらうと、綯は、キッと岡部を睨にらみつけた。

[image: ]

「岡部倫太郎……！　おまえは痛みに泣き、喚わめき、クソとションベンをまき散らしながら、私に命いのち乞ごいをしたな」

　なんの、話だ。

　岡部は戦せん慄りつする。それは綯が──彼女がタイムリープしてきた未来での出来事。

「やめろ……」

「おまえは15年後に殺コロす」
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　──やめろぉおおおおっ！




　眩暈。




　そうして、岡部は秋葉原の夜の公園にいた。

　ベンチに腰こし掛かけて。

「ハァ、ハァ、ハァ……」

　息づかいは荒あらい。

　もう夢や妄もう想そうとは言いきれなかった。もう、言葉もない。

　携けい帯たい電話をとりだして時計を確かく認にんする。

「長くなっているのか……？」

　自分が意識を失っていた時間をたしかめて、驚おどろいた。

　いいや──意識を失っていたのではない。

　岡部の意識、主観による観測は継続していた。世界線を超こえて。いまで言えば、ラボメンでサイクリングにでかけた世界線と、タイムリープした綯が桐生萌郁を殺す世界線。このふたつの、おそらくはアトラクタフィールドαにおける世界線のいずれかに岡部が跳とび、その後、もともといたこのシュタインズゲート世界線にもどった。

　おかしい。

　岡部は混乱する。これまでにないことだ。世界線の移動にあたって、Ｄメールもタイムリープマシンもタイムマシンも使用していないこと。さらにカレンダーの日付でいえば、それが１年も前の時期であろうこと。

「オーカリンっ！　大丈夫？」

「…………！」

　見ると、公園の入り口に、まゆりが立っていた。

　迎むかえに来てくれたのだろう。岡部は平静を装い、いつもの彼を演じた。

「ああ……心配ない。さっきは、すまなかったな。この右みぎ腕うでが、わが意志とは関係なく暴れてしまってな」

「ううん。ちょっと怖こわかったけど……わ？　凄すごい汗あせだよ」

　まゆりはハンカチで岡部の額をふいた。

「すまない……」

「ううん。まゆしぃには、このくらいしかできないので」

　まゆりは、いつも笑え顔がおをくれた。

　岡部が決して失いたくなかったものだ。一度は、紅莉栖の命を犠ぎ牲せいにしても救おうとした。

「…………」

「あのね。最近、よく夢を見るんだぁ」

　まゆりの言葉に、岡部は動どう揺ようした。

「…………!?」

「オカリンが何度も何度も、何度も何度も助けに来てくれる夢……でもね。まゆしぃ、いつもオカリンに寂さびしい顔させちゃって……」

「まゆり」

　岡部は、うしろからまゆりの両りよう肩かたに手を置くと、抱だきよせた。

「──それは夢だ」

「オカリン……？」

「ただの……夢にすぎない」

　岡部は自分に言い聞かせた。

「……うん、そうだね」

「帰るぞ」

「うん……オカリン。あのときも、こうしてくれたよね……」

　雑司ヶ谷霊れい園えんで。

　小学生のまゆりを、中学生の岡部は抱だきしめた。

　抱きとめた。あの空から降ろされた天使エンジエルの・梯子ラダーに手をのばした、まゆりを。

「ありがとね、オカリン……」

　まゆりは岡部の手に自分の手を重ねた。
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　ローズホテル東京。

　お茶の水にある牧瀬紅莉栖の常宿だ。昨年、２カ月あまり長期宿しゆく泊はくしたこともあって、受付の人は紅莉栖を記き憶おくしていた。今回も長期滞たい在ざいのため、部屋は人通りが少ない非常口横の角部屋にしてもらった。

　朝、というには遅おそいシャワーを浴びる。

　時差よりも、昨日、ミスターブラウンに吞のまされたアルコールのせいで、体調がわるい。彼が、アメリカでは18歳から酒が吞めると思っていたのはかんちがいだ。ヨーロッパでは18歳からの国も多いようだが、アメリカでは、ほとんどの州でアルコールが合法になるのは21歳から。

　二日ふつか酔よいというわけではないが、気分がすぐれない。

　頭からシャワーを浴びた。冷たいのと熱いのを交こう互ごに浴びて、目を覚ます。

「はあ……せっかく日本に来たんだから。湯船に、ゆっくりつかりたいわよね」

　トリートメントを流すと、バスタブにお湯をはる。底にぺたんとお尻しりをついて、お湯がたまるのを待った。

　チェックアウト時間はすぎていた。掃ベツド除メイクがまわってくるころだが、昨夜は、ドアノブに『起こさドウ・ノないでツト・デくださいイスタープ』の札をかける程度の理性は、残っていたはずだ。

　おなかまでお湯につかって半身浴。狭せまいユニットバスも紅莉栖にはジャストサイズだ。

　今日の予定は……。

　紅莉栖は頭のなかのスケジュール帳をめくった。今日は基本的にオフ。明日からの講演の準備にあてるつもりだった。あとは洗せん濯たく。今朝けさ、目覚めたとき紅莉栖は愕がく然ぜんとしたのだ。部屋が焼き肉臭くさかった。原因は、もちろん紅莉栖自身で、バーベキューの臭においが服にしみついてしまっていた。着ていたシャツや下着は、すべて洗わねば。講演で着るつもりだった制服の替かえは１着しかない。時間があるときに洗っておかないと。

　ゆっくり湯船を楽しんだあと、紅莉栖はバスタブからあがった。

　栓せんを抜ぬいて、バスタオルをひっかけると、髪かみを拭ふきながら部屋にもどる。

「…………」

　部屋の外に気配がした。

　ドアの前に、なにかが置かれた音──ベッドメイクの人が新しいタオルを用意してくれたのだろう。足音は、すぐに遠ざかっていった。

　ドレッサーの前に坐すわる。

　と、デスクに置いた小さな箱を手にとった。




　スプーンとフォーク。




　贈おくり主は、その由来を知っているのだろうか。娘むすめの健すこやかな成長を願って、スプーンとフォークを贈る風習のことを。

　不器用な男であることはわかっていた。メールひとつよこさない臍へそ曲まがりであることも。そのくせ、やることなすこと、ことごとく紅莉栖の心を抉えぐって、とらえて離はなさない。

「反則よね……」

　ドライヤーで髪を乾かわかしながら、紅莉栖はトランクの荷物を探さぐった。

　ビニールで包まれた服──真新しい白衣を手にとった。
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　紅莉栖は鞄かばんとランドリー袋ぶくろを抱かかえて、ホテルを出た。

　エアコンが効いたホテルを一歩出れば、うだるような暑さ。夏の東京は容よう赦しやのない日ひ射ざしを浴びせてくる。アスファルトの照りかえしが肌はだをまんべんなく焼く。もっと、しっかり首まで日焼け止めを塗ぬってくるんだったとか、まゆりみたいに帽ぼう子しをかぶろうかとか考えながら、お茶の水から秋葉原方面にむかった。電車に乗るよりも、歩いたほうが早いのだ。

　宿泊しているローズホテル東京は、それなりのホテルだったので、ビジネスホテルみたいにコインランドリーは設置されていない。かといってクリーニングに出すのは、お金もかかるし、下着を誰だれかにさわられるのがいやだった。

　妻つま恋こい坂交差点の近くの路地裏にあるコインランドリーは、昨年も利用したので覚えていた。ネットで検けん索さくしたり、＠ちゃんねるで質問したりして、ずいぶん探しまわった記憶がある。

　コインランドリーが見えてきたとき、そこから誰かが出てきた。

「あれ……岡部？」

　洗せん濯たく物ものを抱えているのは、白衣の青年だった。

　紅莉栖には気づかず、岡部は行ってしまう。

　コインランドリーまで走りながら、紅莉栖は声を投げた。

「──岡部っ！」

　気づいた岡部が、むこうでふりかえる。

「ん……？　クリスティーナか！」

　白昼堂々、変な名前で大声で呼ばれるとイラッとした。

「なんで、あんたがいるのよ」

「それはこっちの台詞せりふだ。俺は、日々の研究によって蓄ちく積せきされた汚よごれという勲くん章しようを落としながら、これまでの、みずからの成果を思いおこしていたところ……」

「あ、そ……だったら、そのクタクタの白衣も洗濯したら？」

「クタクタの白衣こそカッコイイのではないかっ！　フゥーハハハ！」

　岡部は、いつもの憎にくまれ口だ。

　紅莉栖は出しかけたビニール袋を、そのまま鞄にもどした。

「好きにしたら？」

　人の気も知らないで。ブツブツ言いながら、紅莉栖はコインランドリーに入りかける。




　────




　それは風の音だったのか。

　声にならない声、その気配に、ふと紅莉栖がふりむいたとき。




　路地には誰もいなかった。




　紅莉栖はキョトンとした。

　空耳か、と納なつ得とくしてコインランドリーに入った。空いていた洗せん濯たく機きに衣類を放ほうりこむと、財さい布ふから１００円玉を出した。

「あれ……？」

　気づいて、鞄に入っていたものをとりだす。

　ビニール袋に包んだままの白衣だった。見れば、紅莉栖が所属するアメリカの大学で購こう入にゆうしたものらしい。

　サイズは男性用。

「なんで……？　私……」

　自分には大きすぎる新品の白衣を手にして、紅莉栖は、なぜそれを日本に持ってきたのか、どうするつもりだったのか、まったく理解できなかった。





〈つづく〉









　あとがき







『STEINS;GATE』（２００９年発売、Xbox360用）は開発・発売5pb.による想定科学アドベンチャーゲームです。本書は、そのアニメ版（全24話）および劇場版『STEINS;GATE 負荷領域のデジャヴ』（２０１３年公開）のノベライズとして企き画かくされました。

　劇場版がＴＶアニメ版『STEINS;GATE』の続編となっている関係上、本書を手にとられる際は、そちらの事前視し聴ちようを強くお勧すすめするものです。あるいは角川スニーカー文庫のノベライズ『STEINS;GATE』シリーズ（三み輪わ清きよ宗むね著）、もちろん原作であるゲーム版に接していただければ、より劇場版と本書を楽しんでいただけるはずです。

　さて。

　すでに読み終えた方はお気づきのとおり、劇場版ノベライズを謳うたいながら、この上巻の３／４は映画にはない内容です。アニメ版と劇場版のあいだをつなぐ、ひとつの補完として、この物語は企画されました。具体的には、１章でアニメ版の最終話後のラボを、２章でオンエア未放送エピソードの25話、３章で年末年始にかけての出来事を収録しています。このうち１章は、どちらかといえば読者に話を思いだしてもらうための回想で、３章は筆者のオリジナルです。もちろん原作元様のチェックはいただきましたが、私はアニメ制作に関かかわっていた人間ではありません。作り手ではなく語り手の立場です。こんなコトもあったのかもね……と、アトラクタフィールド理論のなかで受けとめていただければ、と。




　すでに下巻の原げん稿こうは完成しています。今回、執しつ筆ぴつにあたって筆者の手元にあった未発表の資料は「第九稿」と記き載さいされた脚きやく本ほんのみでした。ノベライズの制作スケジュールの都合ですが、実際に映像をご覧になった方々に、本書が、どれほどのギャップを持って受けとめられるのか。映画は、観客の反応を以もつて完成します。皆みな様さまから見れば過去にいる私は、未来に恐々とするばかりなのでした。

　それでは下巻につづきます。





２０１３年３月31日　浜はま崎ざき　達たつ也や　　












劇げき場じよう版ばん STEINS;GATE




負ふ荷か領りよう域いきのデジャヴ 上
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